
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　黒鉛色の甲かつ冑ちゆうは、すでに血で真っ赤に染まっていた。

　槍やりは折れ、盾は砕け、矢は尽き果てている。面頰ヴアイザーのついた鉄てつ兜かぶとは敵の鎚鉾メイスの一撃を食らって弾はじけ飛び、金装飾の籠こ手ては左右ともに深い亀裂が入っている。

　同じ部隊の仲間は、全員が戦死した。味方は総崩れとなっている。敗走すら許されない、文字通りの全滅だ。『慈悲深き羊騎士団』は、四百年の長きにわたってクーファ王国の精鋭としてその名を大陸全土に轟とどろかせてきたが、それも昨日までのことだった。

　強い刺激臭が、ラシードを絶えず苛さいなんでいる。仲間たちの、先輩たちの、死臭だ。血と焦げた肉と剝むき出しになった内臓の臭い。同じ戦いを何百回と繰り返しているラシードにとっても、この臭いは耐えがたいものだった。

　大丈夫だ、俺は死なない。ラシードは自分に言い聞かせた。手順通りにやれば生きて還かえれることは分かっている。もっとも、手順を完璧になぞること自体が至難の業なのだが。

　戦友たちの屍しかばねを乗り越えて、ラシードは馬を走らせた。眼前には上機嫌で略奪品の分配にいそしむクルセイド騎士の一隊があった。ラシードの姿を認め、まだ敵に生き残りがいたのかと驚いたような素振りを見せる。この部隊を蹴散らして森に抜けなければ、ラシードの生命いのちはない。

　剣を鞘さやから引き抜いた。まばゆい輝きを放つ両刃の剣には、竜を象かたどった紋章が施されている。竜閃剣ドラコニア──先祖から受け継いだ特別な宝剣だ。

「十七人！」

　叫びながら、ラシードは剣を振るう。鈍い音がして、馬上からの力強い一撃がクルセイド騎士の顎を砕いた。

「十八人！」

　立て続けに、ラシードの剣は別の騎士の首を刎はねる。仕留めた敵の数を数えているのは、次になすべき行動を思い起こすためである。

　一瞬、間をおいて、ラシードは身をかがめた。直後、背後から放たれた矢が、ラシードの頭上を通り過ぎていった。射手は驚きよう愕がくしたことだろう。この黒衣の騎士は後ろに目がついているのかと、度肝を抜かれたに違いない。

「次は右」

　小さく呟つぶやいた次の瞬間、前方右からラシードに向けて稲妻のような攻撃が降り注いだ。投げ槍だ。狙いすました一撃だったが、それを予測していたラシードは、難なく剣で弾き飛ばした。

「その次は左。三度！」

　ラシードが叫ぶや否や、左から躍り出たクルセイド軍の騎兵が、湾曲した長い刀で、立て続けにラシードに斬りかかる。受け、払い、かわす。会心の連撃をしくじって悔しがる敵の顔面に、ラシードは鋭く竜閃剣ドラコニアを突き刺した。血ち飛沫しぶきを上げて、クルセイド兵は絶命した。

「十九人！　次は、下」

　ラシードを難敵と見て取った歩兵の一人が、斧槍ハルベルトを水平方向に振り回し、彼の馬を狙った。間一髪、ラシードは手綱を引いて馬を高く跳躍させる。斧槍ハルベルトは空を切り、ラシードはそのまま馬を走らせた。できればそのまま逃げ切りたいところだが、そうはいかないことを、彼は知っている。

「待てい、クーファの騎士！　我が名はヘルマン。クルセイド一の猛者と自負する者なり！　尋常に我と勝負せよ！」

　声を上げたのは、禿はげ頭の巨漢の戦士である。さぞかしクルセイドの名のある騎士なのだろう。馬も名馬であるに違いなく、最高速度で駆け抜けるラシードに追いすがる。

「やるではないか、クーファの騎士よ。貴公の行いは、後の世の吟遊詩人たちに、何と歌われるのであろうな。無駄な足あ搔がきか、それとも滅びゆく祖国に手向ける最後のあだ花か」

　気取った台詞せりふは、だがラシードに何の感慨も与えはしなかった。同じ台詞を何百回も聞いていれば、さすがに感受性も麻ま痺ひしてしまうというものだ。

　巨漢から想像される印象に違たがわず、ヘルマンと名乗る男の武器は無双の怪力から繰り出される戦せん斧ぷである。この恐るべき難敵の一撃で、ラシードはすでに何度も死んでいる。まともに立ち会っては勝ち目がないことを、彼はすでに学んでいた。

「食らええい！」

　鼓膜を乱打する掛け声とともに放たれた必殺の一撃を、ラシードは紙一重で見切った。続く一撃も、その次の一撃も、ラシードは逃げの一手で空を切らせた。

「おのれ、卑ひ怯きような！」

　ヘルマンは歯ぎしりした。正々堂々と戦いたい彼にとっては、ひたすら逃げ回るのみのラシードは、騎士の風上にも置けぬ不ふ埒らち者であろう。だが、行われているのは戦闘ではなく、一方的な残党狩りだ。無数の敵を相手に、ただ一騎で渡り合わなければならない。騎士道精神には目を瞑つぶり、ラシードはひたすら逃げ回った。

　いや、ただでたらめに逃げ惑う振りをして、彼は巧妙に敵の包囲から抜け出しつつあった。本来、クルセイド軍にとっては、わずか一騎にすぎないラシードを討ち取ることなどたやすいことのはずである。だが、ヘルマンが正々堂々たる一騎打ちを望んでいるので、他のクルセイド兵たちはあえて手出しを控えた。それを利用したのである。

　ヘルマンはそれでもめげず、矢継ぎ早に攻撃を繰り出した。立て続けに放たれた斬撃は、だがラシードにかすり傷一つ与えない。ヘルマンの顔が次第に蒼あおざめていく。不可解なことが起こっていることに、ようやく気付いたのだ。

「お前……いったい、何者だ!?」

　その事実に気付いたのは、ヘルマンが熟練の戦士だからこそであろう。

「力では、俺にはるかに及ばない。手綱さばきも、戦場での経験も、俺の方がずっと上のはずだ。なのに、なぜ攻撃が当たらない!?　なぜ俺の動きをそんなに先読みできる!?　まるで、俺がどう動くかをあらかじめ知っているかのような……」

　ヘルマンが真実の入り口に辿たどり着いたそのとき、ラシードは初めて動きを止めて、巨漢の戦士に剣を向けた。戸惑いつつも、ヘルマンは戦斧を大きく振りかぶった。その瞬間、それを受けて立つ振りをして、ラシードは左手に隠し持っていた二本の短剣を投げつけた。

　馬の嘶いななきが、雷鳴のごとく轟とどろいた。巨漢の勇者ヘルマンは、たとえ短剣の一撃を腕や顔に受けることがあっても、怯ひるむことなく戦斧を振り回したことだろう。だが彼の馬はそうではなかった。ラシードの短剣は、正確に馬の両目に突き刺さった。

　馬は暴れ、ヘルマンを振り落とした。今度はヘルマンの絶叫が戦場に響き渡った。倒れた拍子に、右膝に自らの戦斧が突き刺さったのだ。「二十人！」と呟いて、ラシードは立ち並ぶ敵の兵士たちに険しい眼光で語りかけた。

「どけ。これ以上の争いは無益だ。この戦いは貴様らの勝ちだ。勝ち戦で生命を落とすことほどばかげたことはないぞ」

　クルセイド兵たちはたじろいで、ラシードに剣や槍を向けたまま動かない。ヘルマンほどの猛者でもかなわない相手に、自分たちが対抗できるはずがない。ラシードの気迫が、彼らにそのような思いを植え付けた。

　その隙に、ラシードは再び馬首を巡らせた。味方の屍の山を乗り越えて、針葉樹の生い茂る深い森に、一気に入っていく。

　ラシードは自分に言い聞かせた。いつも通りの展開だ。今のところは、まだ大丈夫だ。




　　　　＊＊＊




　パルミラは恐怖にわなないていた。透明感のある短い銀髪は汚泥にまみれ、瑠璃色の鎧よろいは光沢を失い、負傷した右腕からは血がどくどくと流れ出していた。まさかこんな事態になろうとは、想像すらしなかった。

　自分の指示に従えば必ず勝てる、と総司令官は豪語していた。国柱将軍アミールの筆頭たるカハル将軍である。四十年の戦歴を誇り、『神の剣』と讃たたえられる尊敬する大先輩の言葉を、パルミラは素朴に信じていた。

　だが、現実は無情だった。サルファ河の北岸に陣取ったクーファ王国軍は、北から押し寄せたクルセイド覇帝国の軍勢に完敗した。兵法の常道に背き、あえて河を背後に陣取るというカハル将軍の策が、裏目に出たのである。

　味方が次々と斃たおれる中、四人の敵兵を斬り、包囲網を突破してこの森の中に落ち延びてくることができたのは、この会戦が実質的な初陣となるパルミラにとっては、上出来であっただろう。だが、それもこれまでのことだった。蓄積した疲労は限界に達している。四方八方が敵だらけ、ということ以外、周囲の状況もまったく分からない。

　ぬかるんだ泥土に足をとられ、馬がよろめいた。パルミラは馬上から投げ出された。地面に叩たたきつけられたパルミラは、すぐに起き上がらずに、そのまま倒れていた。もうどうにでもなれ、という気持ちだった。いくら逃げたところで、どうせ敵に追いつかれる。いつかは必ず殺される。

　迫りくる死の臭いとともに、クルセイド語の叫び声が森の中にこだました。

「いたぞ！　あの女騎士だ！」

　見つかった！　悔しさに、歯を嚙かみ締しめる。騎士になって国と民を守りたいと切望し、六年にわたって男たちに交じり鍛錬を続けてきた。ようやくその思いが叶かなったばかりだった。これからだったのに。こんなところで、自分の騎士としての生は終わりを迎えてしまうのか。

　声の方角に目を向けた。数人のクルセイド歩兵の姿が見える。隊長らしき男が、何やら味方に号令をかけている。次の瞬間、ごう、という風を切る音が鳴り響いた。

　降り注いだのは、滝のごとき矢であった。

　とっさに盾をかざした。クーファ建国にあたり目覚ましい活躍を見せた彼女の祖先が、建国王から賜った聖なる盾アイギトラである。カン、カン、カンと鈍い音を立てて、鳳ほう凰おう紋に彩られた白い丸盾は、持ち主を守った。

「よく反応したな。やるではないか」

　クルセイド軍の隊長は余裕の笑みを浮かべて、パルミラにじりじりと接近した。

「だが、守るだけでは勝てんぞ？」

　長剣は四人目の敵を仕留めたときに折れてしまった。パルミラは立ち上がり、腰に下げた短剣を引き抜く。だが、多勢を相手にするにはあまりにも心細い。

　敵の数は……木々に遮られて、よく分からない。四人か、五人か。もっといるようにも見えるが、彼女の恐怖心が、敵を実際よりも多く見せているのかもしれない。

「その銀月のごとき髪……なかなか美しい娘だな。殺すには惜しい」

　舌なめずりをするような声がクルセイド語で発せられると、別の声がそれをたしなめた。

「神の御名において遂行される聖戦だ。余計な気は、起こすなよ？」

「わ、分かっておる。ただ、女を殺すのはどうかなと思っただけで……」

「異教徒は、特に武器を持って神に逆らう異教徒は、すべて皆殺しにせよとの総主教猊げい下かのお達しだ。女だからとて容赦はすべきでない」

「上等じゃないの」

　パルミラは颯さつ爽そうと短剣を構え、虚勢を張った。騎士としての、せめてもの矜きよう持じだった。

「わたしの首をとるまでに、何人があなたたちの神の御み許もとに旅立つことになるのかしら？」

「ほざけ！　異教徒を根こそぎ討ち滅ぼすまでは、死ぬわけにはいかぬわ！」

　敵は、パルミラと戦いに来たのではない。消耗し、ろくに抵抗もできない相手を一方的に狩るために来たのである。彼らは、よもやパルミラに不覚をとるなどとは考えもしていない。そして、その認識はまったく正しかった。

　内心、ここまでか、とパルミラは観念した。負傷した右腕は、力が入らなかった。もう限界だった。自分は十分に戦った。祖国を守って死ぬのだ。無念だが、悔いはない。

　敵兵の一人が棍こん棒ぼうを振りかざした。ただの一撃で、パルミラはこの世に別れを告げることになるはずだった。

　そうはならなかった。

　白銀の閃ひらめきが、棍棒を持つ敵兵の腕をまっすぐに貫いた。

　パルミラは目をしばたたいた。どこからともなく飛来した短剣が、彼女を救ったのだ。馬ば蹄ていの乾いた音とともに、剣を振りかざした一人の騎士が閃せん光こうのように現れる。

「二十三人！」

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。一刀の下に、騎士はクルセイド兵を薙なぎ払った。自分の生命を奪うはずだったクルセイド兵の頭が首から零こぼれ落ちるのを、パルミラは呆ぼう然ぜんとして眺めていた。

「なっ、貴様、何者だ!?」

　動揺したクルセイド兵の声が、パルミラを現実に引き戻す。彼女をかばうように敵の前に立ちはだかったのは、真っ赤に染まった黒鉛色の甲かつ冑ちゆうをまとった黒髪の青年であった。竜紋の装飾が入った宝剣を手にしている。

「まさか……ラシード、あなたなの？」

　とうに戦死したとばかり思っていた同僚騎士の姿に、パルミラは目頭が熱くなった。生きていてくれたばかりか、助けに来てくれたのだ。パルミラと同じ二十歳、昨年そろって騎士に叙勲されたラシード。いつもは頼りなく見える彼が、とても凛り々りしく思えた。

「よくも仲間を！　名を名乗れ！」

「死を告げる天使イズラーイールに名前など不要だろう。それよりも、早くあの世に行く準備をしておけ」

　面白くもなさそうに呟つぶやいて、ラシードは再び剣を輝かせた。

　一方的な殺さつ戮りくが後に続いた。流れるような動きで、ラシードは敵の眼球に、首筋に、胸に、脇腹に、鋭く剣を突き立てた。まるで敵の動作を、すべてあらかじめ見切っているかのようだった。

「二十四人！　二十五人！」

　とどめを刺す度に、倒した敵の数を数えている。本当にそれだけの人数の敵を倒しているのだとすれば、驚異的な活躍ぶりだといえる。

「二十六人！　二十七人！　そして二十八人！　これで最後だ！」

　瞬く間に五人の敵を仕留め、ラシードは紅あかく染まった鎧を五人分の血でさらに紅色に染め上げた。

　パルミラは目を疑った。ラシードのことは幼い頃から知っている。昔から、大人しい少年だった。騎士仲間からは、『臆病者のラシード』と呼ばれている。騎士の階級に生まれたにもかかわらず、馬を乗りこなせるようになるのも、剣を握るのも、遅かった。

　ラシードは他の騎士たちとは違い、パルミラに「女のくせに」などとは決して言わない。臆病なのではなく、優しくて繊細なのだ。そう彼女は思っているが、およそ騎士に向いているとは言いがたいのは確かだ──少なくとも、つい先月まではそうだった。

　ところが今のラシードはどうだ。ほとんど超人の域である。いったい彼に、何があったというのか。

「……ありがとう、助かったわ」

　喉元まで出かかった疑問を吞のみ込んで、パルミラは言った。今は他に、尋ねるべきことがある。

「戦況はどうなっているの？　国柱将軍アミールたちは？」

　ラシードが駆け寄り、負傷したパルミラの右腕に素早く包帯を巻く。

　クーファには現在、八人の国柱将軍アミールがいる。王国を支える最高位の指揮官たちである。そのうち、王都の守りを任された一人を除き、実に七人もの国柱将軍アミールがこの戦いに加わっていた。

「『神の剣』カハル、『左腕将軍』イドリース、『虎烈将軍』ターヒル、『天命軍師』ヤズィードの四将軍はすでに戦死。『鮮紅の剣聖女』シャフルナーズと『北辺の守護者』ザイナブは敵の虜囚となった。『黄金の聖者』ムウタミドは行方不明」

「ああ……」

　パルミラは天を仰いだ。つまり健在の者は一人もいないということである。文字通りの大敗北だ。

「戦死者に重傷者、捕虜を含めた味方の損耗は八千。敵の損耗は二百足らず。すでにクルセイド軍の別動隊四千が、サルファ河の南岸に回り込み、我が軍の退路を断っている。王都に帰還するには、いったん東に抜け、山岳地帯を大きく迂う回かいするしかない」

　一抹の疑惑が、パルミラの脳裏をよぎった。この混こん沌とんとした戦場において、ラシードはどうしてここまで正確に敵味方の情報をつかんでいるのだろう。

「疑問はあるだろうが、話は後だ」

　心の中を見透かしたかのようにラシードは言い、パルミラに馬に乗るよう促した。頷うなずいて、パルミラは愛馬に跨またがった。

　二人は森の中を駆け抜けた。先導するラシードは、けもの道を迷うことなくすいすいとかき分けていく。どの道がどこに通じているのか、熟知しているかのようだった。

　パルミラにはもはや方角もさっぱり分からなくなっていたが、どうやら東に向かっていたらしい。森を抜けた先には、サルファ河の奔流があった。

　クーファ全土を北と南に分ける大河である。すでにクーファの《北部地域マー・ワラー》を支配下に置いているクルセイド覇帝国から王都を守るための、生命線というべき河だ。王都に逃げ帰るためには、ここを越えなければならないが──。

　飛び込んできた光景に、思わず、パルミラは口元を覆った。

　美しい清流として知られるサルファ河は、見渡す限り、赤黒く濁っていた。血だ。クルセイド軍によって討ち取られたクーファ兵の血で満たされているのだ。

　しかも朝見たときよりも、水面がずっと高い。いったいどれほどの死が、サルファ河を埋め尽くしているというのか。

「ここを突っ切る」

「え、でも……」

　何も言わず、ラシードは河へ向けて馬を走らせた。問答している暇はない、ということだろう。このおぞましい死の水の中を、突き進まなければならないのか。ましてこの水の量である。本当に馬で渡り切れるのか。不安しかなかったが、ここで立ち止まっては、パルミラは敵中に取り残されてしまう。抵抗はあったが、ラシードに従うしかなかった。

　ラシードの馬は、意外に軽快に、水の中を駆けていく。パルミラの馬も、後に続いた。馬の脚が水に浸つかる程度で、見た目ほど水量は多くない。

　その理由に気付いて、パルミラはぞっとした。堆積した味方の死体が、積み重なって河底を押し上げているのだ。二人はその上を踏みつけて馬を走らせている。

　このような冒ぼう瀆とく的な行為を、神々はお赦ゆるしになるだろうか。だが、生き延びるためにはどうしようもなかった。

「気を抜くな」

　ラシードが、短く言った。また何か、危険が迫っているということか。

　馬蹄の轟とどろきが、パルミラの耳を殴打した。顔を上げると、河の向こうにも敵が押し寄せている。二人が戦場を離脱しようとしているのを見て、駆けつけてきたのだ。異教徒を一人残らず殺そうと。たった二人の敵も逃すまいと。

「こんなところにまで……！」

　だが、ラシードに驚いている気配はなかった。想定通りだとばかりに、毅き然ぜんとして彼は言った。

「あの一軍の中を突っ切る。行けるな？」

　この期に及んで尻込みしても仕方がない。一度は諦めた生命を、ラシードが救ってくれた。できる限りは、悪あがきしてやりたい。

「いいわ。やってやろうじゃない」







































































２　葡萄の月イナブ　十九日






　ラシードは目を覚ました。いつもの悪夢。もう何度も見た光景。

　何度見ても、慣れることのない、ぞっとするような光景。

　千億の亡国の……最初の滅亡。あのおぞましい滅びの日。

　全身、汗だくだった。まだ悪寒がひどい。

「俺はこの悪夢を、あと何回見なければならないんだ……」

　不安に押しつぶされそうになる。恐怖に打ちのめされそうになる。だが、ラシードにはなすべきことがあった。ここで立ち止まるわけにはいかなかった。寝台から起き上がり、呼び鈴を鳴らす。銀の水差しからガラスの装飾杯に水を注いでいると、青灰色の髪の青年が、ひょっこりと姿を現した。

「おはよーございます、ラシード先輩」

　麻でできた服を着て、腰には剣を下げている。騎士見習いのクライシュだ。ラシードより二歳年下で、人懐っこい笑顔が印象的である。見習いの身分ゆえサルファ河の戦いには参加せず、そのために戦死を免れていた。

「今日は何月の何日だ？」

「……覚醒暦七四九年、葡萄の月イナブの十九日ですけど、それが何か？」

「いや、何でもない」

　そう、それで合っている。今日は葡萄の月イナブの二十二日──あの滅びの日ではないし、まして葡萄の月イナブの朔日ついたち──すべての始まりの日でもない。

　ここは宮殿の一室だ。パルミラとともに王都へと帰還したのが昨夜のことである。国王マリクハシム七世に敗戦の報告をした二人は、そのまま宮殿に部屋をあてがわれ、そこで休息を取ることになったのだ。サルファ河の戦いから生還できた騎士は、彼とパルミラだけだった。それ故に特別な待遇を受けたのである。

「王女殿下から伝言っス。目が覚めたら『七天使の間』に来てください、とのことでした」

「分かった。すぐ行こう」

　黒鉛色の甲かつ冑ちゆうに、金装飾の籠こ手て、光沢のある漆黒の脛すね当て。大事なルスタムの竜閃剣ドラコニアを腰に下げる。身支度をしながら、ラシードは思い出す。

「ああ、そうだ」

　忘れるところだった。これを怠ると、また最初からやり直しだ。

「クライシュ。今日の夜は、月が綺き麗れいだぞ。メディナでも誘って見に行け」

　クライシュと同期の騎士見習いの少女の名前を、ラシードは持ち出した。

「へ？　先輩、突然どうしたんスか？　だいたい、オレが何でメディナと？　オレがパルミラ先輩一筋なのは知ってるでしょ？」

　クライシュはきょとんとしている。今は、それでいい。後でその意味に気付いてくれるはずだ。

「もしかしてラシード先輩もパルミラ先輩を狙ってるんスか？　いいですよねー、パルミラ先輩。あの、クールでキリッとした表情とか、生真面目で頑張り屋なところとか、それでいて意外におっちょこちょいなところとか……」

　緊張感というものを、母親の胎内に置き忘れて生まれてきたような男だった。サルファ河での歴史的大敗を受け、宮廷が騒然となっているにもかかわらず、クライシュは平常通りの明るさである。

　部屋を出ると、瑠璃色の鎧で完全武装した長身の娘が、こちらに向けて歩いてくる。ラシードの姿を認めて、頭を上げる。銀ぎん箔ぱくで巻いたような髪が揺れた。パルミラだ。

「よく眠れたか？」

　ラシードが問うと、女騎士は軽く頷うなずいた。

「久しぶりにね。あなたは？」

「まあまあだ」

「そう、よかった。クライシュも、気分はどう？」

「先輩の姿を見て、たった今、最高の気分になりました。先輩、今日も綺麗ですね！」

「もう、調子がいいんだから」

「それだけがオレの取り柄っス」

　胸を張るクライシュをその場に残し、ラシードはパルミラとともに『七天使の間』へと向かう。

「それにしても、どうしてルカ様がわたしたちを？」

　王女ルカイヤがなぜ彼らを呼びつけるのか、その理由をラシードは知っている。国王マリクや王国宰相ハージブではなく、なぜ王女とはいえ無位無官のルカイヤが彼らを呼んだのかも。

　だが、ラシードはあえてすっとぼけた。

「さあな。ルカイヤ様のお付きが長かったお前なら、お考えが分かるんじゃないのか？」

　パルミラはサルム家にひとり娘として生まれた。建国の功臣サルムを始祖に持つ、輝かしい軍事貴族の家柄である。幼い頃から物もの怖おじせず活発な性格のパルミラを見て、国柱将軍アミールを務めた父ハミドは彼女が男でないのを悔しがった。家を断絶させるわけにはいかないから、有望な騎士を婿にして後を継がせようと考えていたのだが、幼いパルミラは父の提案を一蹴した。

「わたしが騎士になり、父上の後をお継ぎします！」

　凛りんとしてそう言い放ち、父を驚かせたという。

　父に剣を習い、鍛錬を続けた。やがてその才能と努力が認められ、十四歳で騎士見習いとなった。彼女に与えられた任務は、王女ルカイヤの護衛であった。

　様々なことがあった。ルカイヤへの暗殺計画を、パルミラが事前に阻止したこともある。名門貴族の出身で、珍しい女の騎士見習いということもあって、パルミラは当時から宮廷ではちょっとした有名人だった。確かなのは、パルミラがルカイヤの信頼を得て、王女直々の推薦で騎士に選ばれたということだ。「王女に取り入って騎士の位を得た女」と揶や揄ゆする者もいるが、それが不当な評価であることをラシードは知っている。

「分からないわ。ルカ様は、わたしの思いもよらないことをお考えになる方だから」

「そうか、お前でも分からないか。じゃあ俺なんかには想像もできないな」

　不審そうに、パルミラは目を細めた。サルファ河での逃避行以来、ラシードが何やら不思議な力や知識を持っていることを、彼女は薄々と感じ取っている。素直に彼を信じないのは当然だろう。

「まあ、悪い知らせではないだろう。これ以上悪い状況になど、なりようがないからな」

　何しろ、彼ら二人を除く騎士たちがことごとく戦死するほどの大敗を喫したのである。どこの砦とりでが陥落したとか誰が裏切ったとか聞かされても、いまさら大した衝撃ではない。実際には、ルカイヤはまったく別の話をするために二人を呼んだのだが、そのことはまだパルミラに知らせなくていい。

「落ち着き払っているのね。ラシードは、凄すごいわ」

「俺は凄くなんかない」

　ぎょっとしたように、パルミラが足を止めた。ラシードの語気が強すぎて、怯おびえさせてしまったのだろう。構わず、彼はもう一度繰り返した。

「凄くなんかないんだ」

　パルミラは何も言わなかった。気まずい雰囲気のまま、二人は『七天使の間』にやってきた。王女ルカイヤの甘やかな声が聞こえてきた。

「待っていましたよ、二人とも」

　ルカイヤは今年で十六歳。まばゆい金髪と碧へき玉ぎよくのような澄んだ瞳が印象的な美び姫きである。今朝のラシードの夢に出てきたときと同じ、金銀の麗しい絹のドレスを着ている。

　触れると溶けてしまいそうなきめ細やかな白い肌、いかにもか弱そうな華きや奢しやな身体からだつきで、宮廷の人々からは「深窓の姫君」と思われている。だが、その内部には天をも焦がす灼しやく熱ねつの竜のごとき強い意志が宿っていることを、ラシードは知っている。

　ラシードとパルミラが挨拶を済ませると、ルカイヤは二人に椅子を勧め、単刀直入に切り出した。世間話などしている余裕がないことを、彼女は知っているのだ。

「今、この国は危機的な状況にあります」

　クルセイド覇帝国の侵略を受け、主力軍は先のサルファ河の戦いで歴史的な大敗を喫した。クルセイド軍は、明日にでもこの王都ヘネラリーフェへと進軍してくるだろう。

「八人いた国柱将軍アミールのうち、七人が先の戦いに従軍し、ただの一人も生還しませんでした。この国にはもう、軍を率いるべき国柱将軍アミールが一人もいません」

「え、でも、アフダル将軍は？」

　最後の一人の名を、パルミラは挙げた。『勝利者』の異名ラカブで知られ、王都の防衛指揮官を務めている。

「王国宰相ハージブともども、今朝から姿が見えません。おそらく、王都の陥落は免れないと悟って、敵前逃亡したものかと……」

「そんな……」

　パルミラは、がっくりと肩を落とした。

「そこで、あなたたち二人に『国柱将軍アミール』の地位を授けます」

「は!?　わ、わたしたちが!?　国柱将軍アミールに!?」

　パルミラが仰天するのも無理はない。二人はまだ二十歳で、去年、騎士になったばかりだった。戦歴も、先の敗戦が事実上の初陣である。王族でもない身で、二十歳の若さで国の最高位の将軍に上り詰めるなど、四百年にわたるクーファの歴史でも前例がない。

「『慈悲深き羊騎士団』の、たった二人の生存者です。敵の大軍の中をわずか二騎で駆け抜けて、敵の度肝を抜いたと聞いています。国柱将軍アミールにふさわしい勇猛ぶりです」

「そ、それは……」

　ちらりと、パルミラはラシードに視線を向けた。自分はラシードに助けられただけだという思いが、彼女の中にはあるのだろう。

「本来であれば国王陛下が叙勲すべきですが、陛下は病に臥ふせっておられます。ですので、代わって王位の第一継承者である私が叙勲の儀を執行します」

　ルカイヤの父であるクーファ国こく王おうハシム七世は、かつては理想に燃える名君だった。少なくとも、名君の片へん鱗りんは見せていた。だが、それも遠い過去のことだった。

　即位直後のわずかな隙を突かれて、クルセイド覇帝国の侵略を受けたのだ。なすすべもなく豊かな《北部地域マー・ワラー》を奪われると、彼は急激に国政への意欲を失った。宿敵国の圧倒的な力の強さを見せつけられ、もはや自国の衰亡は時間の問題だと悟ってしまったのだ。それから十五年、無為無力な王の下で、クーファ王国は少しずつ、だが確実に滅亡への道を歩み続けた。

　それでも八人の国柱将軍アミールと『慈悲深き羊騎士団』が健在のうちは、最低限の務めを果たすだけの気力はあった。だが昨夜、ラシードたちから敗戦の報告を聞いている最中に、心が折れてしまったのだろうか、突然、気を失った。今も昏こん睡すい状態にあるという。

「ちょっと待ってください。ラシードはともかく、わたしにはあまりにも荷が重すぎます。考え直していただけませんか、ルカ様」

「今は王女殿下とお呼びなさい」

　ぴしゃりと、王女は信頼する女騎士の公私混同をただした。

「今はこのような事態ですから、栄誉よりも責任の方が重い、損な役回りかもしれませんが、私としてはあなたたちを頼るしかないのです。国王マリクハシム七世の執務代行者ワキールとしての命令です。二人とも、異議はありませんね？」

「謹んで拝命いたします」

　ラシードは言って、その場でルカイヤに跪ひざまずいた。パルミラは、あっけにとられている。彼が即諾するとは思わなかったのだろう。

　一方、ルカイヤは満足げに指を組んだ。

「ラシードは素直ですね。さて、パルミラはどうしますか？　まだ続けますか？」

　パルミラが了解するまで、決して撤回はしないとルカイヤは言っているのである。そんなルカイヤの性格を、もちろんパルミラが知らないはずがない。

「……わ、分かりました。お受けいたします、王女殿下」

　上機嫌にルカイヤは頷き、軽く手を叩たたいた。すでに手て筈はずを整えさせていたのだろう、侍従や宦かん官がんたちが集まってきて、手際よく準備を整える。

　儀式専用の絹の絨じゆう毯たんが部屋に敷かれ、侍女たちはルカイヤに儀礼用の錦と黒貂てんの長なが衣ぎぬを着せる。ダイヤモンドとルビーの王笏しやくが厳かに準備され、ルカイヤの手に納まった。王の代理であるから、王の格好をしなければならないということだろう。

　叙任の儀式は本来ならば一日かけて行うのだが、今は一刻も惜しい。手続きは極端に簡略化された。前置きも何もなく、国柱将軍アミールであることを証明するエメラルド入りの短剣と金の印章を、ルカイヤは二人に手渡した。

「ラシード、あなたには『黒い雷電アル・フルマード』の異名ラカブを授けます。クルセイド軍の間では、すでにそのような名で呼ばれ、恐れられているようですね。かろうじて逃げ帰った兵士たちが、噂うわさをしていましたよ。その名に恥じぬ活躍を期待します」

　一礼して、ラシードは短剣と印章を受け取った。

「パルミラ。あなたには、『国家の盾アル・ペルテイーヤ』の異名ラカブを。言うまでもなく、これは亡きお父君の異名ラカブでもありました。その名の通り、祖国を守るために奮闘してください」

「はあ……」

　まだ実感がないらしく、パルミラは気の抜けた返事を返している。

「何をぼうっとしているのです。しゃきっとなさい、パルミラ」

「し、失礼しました。この盾で、わたしがクーファを守ります」

　パルミラは慌てて背筋を伸ばし、先祖伝来の聖なる盾アイギトラを天高く掲げた。

「言っておきますが、たまたまあなたたち二人が生き残ったから国柱将軍アミールに叙勲したというわけではありませんよ。誰にでも務まる職務ではありません。でも私は、あなたたち二人はいずれ必ず国柱将軍アミールになるものだと思っていました。それが十年早まったというだけのことです」

　証人となる参列者もおらず、「おめでとう」の言葉もない。おそらくクーファ王国の歴史上最後となるであろう国柱将軍アミールの叙任式は、それで終わった。

　印章を籠こ手ての内側にしまい込みながら、ラシードは言った。

「ではさっそく、国柱将軍アミールとしての責務を果たしたいと存じます。近この衛え兵へいを招集し、これからの指示を与えます」

　少しでも時間が惜しかった。

　絶望の中の、たった一つの希望。

　それを叶かなえるために、彼にはやらなければならないことがあったのだ。





３　同日　夕刻






「いったい、何が何だか……」

　日が沈む時刻を迎えても、パルミラはまだ混乱していた。衝撃的な敗戦からどうにか王都に逃げ戻ったと思ったら、思いがけない叙勲である。騎士になったばかりのパルミラにとっては、身に余るほどの栄誉だ。光栄なことだが、気持ちの整理がつかない。

　国柱将軍アミールになったことで、パルミラには宮殿内に自室が与えられた。多幸と豊ほう穣じようを意味する百合ゆりの花の意匠が施された羊毛の絨毯、最高級の更さら紗さで作られた飾り布のベッド、クーファの建国伝説に取材した高価そうな細密画。名門貴族の生まれとはいえ騎士としての宿舎暮らしが長いパルミラにとっては、どうにも居心地が悪い。

　一方、ラシードは堂々たる振る舞いで、国柱将軍アミールとしてなすべきことを果たしている。今も近衛兵の閲兵に当たっているはずだ。驚いている様子も、戸惑っている風情もない。与えられた使命だから粛々とやるしかない、ということなのだろうか。熟練の宿将のような貫かん禄ろくすらある。『臆病者のラシード』とは、まるで別人である。何が彼をここまで変えたのだろう。

　サルファ河の戦いに臨んで、突然、ラシードの才能が開花したのだろうか。いや、その少し前から、彼はどこか様子がおかしかった。

　クルセイド覇帝国がクーファ王国の完全征服を目もく論ろみ、にわかに大軍を動員したとの報が王都ヘネラリーフェに寄せられたのが、駱駝の月ジヤマルの二十八日。その三日後である葡萄の月イナブの朔日ついたちには七人の国柱将軍アミールに率いられ、クーファ軍が王都を発たつことになった。

　その出立の朝のこと。『神の剣』カハルの指揮下に加わって整列していたパルミラは、むずがゆい感覚に襲われた。視線を感じて振り返ると、同期の若い騎士たちが、パルミラの方をちらちらと窺うかがって、何やら品のない笑みを浮かべていた。「尻が」「俺は胸だな」などという声がわずかに聞こえた。

　男たちから卑ひ猥わいな目で見られることに、パルミラは慣れている。彼らと交じって、何年も騎士としての鍛錬を積んできたのだ。今さらどうということはないと、無視を決め込もうとしたとき、視界の片隅に端正な顔立ちの黒髪の青年が映った。

「お前はどうよ、ラシード」

　へらへらと笑いながら、一人の騎士がラシードを小突いた。猥談に加わらないつまらない男をからかってやろうと思ったのだろう。途端に、ラシードは血気迫る形相で、小突いた男を睨にらみ返した。ぎょっとして後ずさるその男を、ラシードは怒鳴りつけた。

「国家の存亡がかかっているこんなときに、能天気なものだな」

「そ、そうだな、すまん、俺が悪かった……」

　男は蒼そう白はくである。ラシードの顔つきは、千年の時を生きた魔神イフリートのそれであった。ひと睨みで相手の肝を潰してしまうような、凄すさまじい威圧感があった。

　騎士たちは、ざわついた。ラシードは仲間たちから『臆病者』と揶や揄ゆされるほど、大人しく柔弱な青年だと思われている。その彼が、思いもかけぬ険しい表情を見せたのだ。

「お、おいおい。『臆病者のラシード』なんかに、びびってんじゃねえよ」

「いや、でも、今のこいつはマジで怖えよ」

　驚いたのはパルミラも同様である。パルミラのサルム家はラシードのルスタム家と先祖以来の交流があり、二人は子どもの頃から顔を合わせている。だが、ラシードがそんな表情で怒るところなど、一度も見たことがなかったのだ。

「あんな風に言ってくれて、わたしはとても嬉うれしかったけど……」

　あのときから、ラシードには何か思うところがあったのだろう。

「それにしても、メディナは遅いわね……」

　パルミラはひとりごちた。国柱将軍アミールともなると、護衛も兼ねた侍従武官を選ぶ権利が与えられる。侍従武官は上官である国柱将軍アミールと常に寝食を共にする。女性であるパルミラに男性の侍従武官をつけるわけにはいかないから、騎士見習いの中から唯一の女性を選んだのだが、その彼女が夜になっても上官の前に姿を現さないのだった。

　待つこと、しばし。どたばたと、何やら騒がしい音が聞こえてきたので、パルミラは扉を開けて部屋の外を窺った。やや癖のある鴇とき色いろの髪の少女が、慌てた様子でパルミラの部屋へとやってくる。柔和な顔つきと無骨な革かわ鎧よろいが、まるで不似合いだった。

「パ、パ、パ、パルミラさんっ。大変なのです。メディナは慌てているのです！」

「ああ、やっと来たわね、メディナ」

　落ち着きの足りない騎士見習いの名を呼ぶ。正直なところ、国柱将軍アミールの侍従武官としては相当に頼りない少女である。騎士見習いになったときには既に父から猛特訓を受けていたパルミラとは異なり、剣の扱いもまだ素人同然だ。

　メディナの後ろから、もう一人、青灰色の髪の男がこちらにやってくる。今朝も顔を合わせた、騎士見習いの若者だ。

「……クライシュ？　あなたも来たの？」

「パルミラ先輩、大出世、おめでとうございます！　クーファ王国の歴史上、一番美しい国柱将軍アミールの誕生っスね、めでたい！」

「緊張感のない男は、嫌いよ」

　そっけなく言って、パルミラはメディナに問いかける。

「で、どうしたの」

「パルミラさんっ。それがそれがっ、王女さまの姿が見えませんっ」

「ルカ様の？」

「はい。メディナは王女さまから侍従武官の任官を受けるはずだったんですが、いつまで経たっても王女さまがいらっしゃらないので、おかしいなと思ったら……」

「ラシード先輩の姿も見えなくなったんス！　こりゃ、ちょっとヤバくないっスか？」

　すっかり取り乱した二人の説明はなかなか要領を得なかったが、大まかに言うとこういうことらしい。

　クライシュはラシードの、メディナはパルミラの侍従武官に任命される予定になっており、二人は謁見の間でルカイヤから勅書が与えられるのを待っていた。ところが、なかなか王女が姿を見せない。侍女に確認すると、最後に見たときは、兵舎に向かっていたという。そこで二人が兵舎に向かうと、近衛兵たちが困った様子で駆け寄ってきた。

　話を聞いたところ、閲兵を終えたラシードの幕営に、ルカイヤが入っていったのだという。二人きりで話をしていたようだが、いつまで経っても出てこない。どうしたものか。相談を受けたクライシュとラシードが幕営に入ると、中はもぬけの殻だった……。

「もしかしてラシード先輩、ルカイヤ様と逢あい引びきですかね。なかなか隅に置けませんね」

「そんなあ。ラシードさんと王女さまに限って、そんなことありえないよお」

　パルミラはため息を吐ついた。次から次へと、困ったことが起きる。

「参ったわね。クルセイド軍は、明日にも王都に進軍してくるというわ。少しでも時間が惜しいときなのに……」

　唇を嚙かみ締しめる。するとクライシュが妙なことを言い出した。

「そうだ。今夜は月が綺き麗れいだから、ちょっと見に行きませんか、パルミラ先輩」

「こんなときに、何を言ってるの!?」

「いや、その。ラシード先輩が今朝、そんな冗談を言ってたんスよ。今日は月が綺麗だから、メディナでも誘って見に行けって。オレがパルミラ先輩に夢中なのを知ってて、どうしてメディナなんだろうって思ったんス」

「メディナだって、クライシュとなんか嫌だよお」

　パルミラは眉をひそめた。ラシードがそんな冗談を言うだろうか。だがクライシュが噓うそを言っているようにも思えない。もしやラシードからの何かのメッセージなのだろうか。

　王都で月が綺麗に見える場所といえば、北門の塔が有名だ。どこから眺めようと月は月だ、何も変わらない。正直、パルミラはそう思っているのだが、数多あまたの詩人たちがそう歌っているので、そういうことになっているのだ。

　二人の騎士見習いを連れて、王都の北門に向かう。辺りは、すっかり暗くなっている。馬を駆りながら、不安ばかりが募る。今からこんなことで、侵略者たちから王都を守ることができるだろうか。この国は本当に大丈夫なのだろうか。

　パルミラは国柱将軍アミールであった父の背中を追って、騎士を志した。騎士見習いになってルカイヤと出会い、自分は何があってもこの聡そう明めいな王女を守ると誓った。

　名門貴族出身のパルミラを「騎士ごっこをしている世間知らずのお嬢さま」と揶揄する者も多かった。パルミラは一切反論しなかった。実力と実績によって黙らせるしかないと思ったからだ。父が亡くなり、サルム家当主の座と先祖伝来の聖なる盾アイギトラを受け継いだ。それから少しして、正規の騎士に任じられた。恋愛や結婚はしなかった。ルカイヤと王国のために人生を捧ささげると決めた。

　クルセイド軍がこの王都ヘネラリーフェを攻略するのも、もはや避けられぬ運命カダルなのかもしれない。そのときには、自分は国を守って死ぬだろう。自分に残された時間は、あとほんの数日かもしれないのだ。

　北門を守る衛兵は、パルミラの姿を見て明らかに動揺した。追及すると、つい先ほど、ラシードが護衛も付けずたった一人で馬車を駆り、王都を出たという。

「そんな……。どうして通したの!?」

「と言われましても、国柱将軍アミール閣下のご命令ですし……」

　馬車の中には、ルカイヤが乗っていたに違いない。北門から出たということは、南下しつつあるクルセイド軍の方角へ向かったということだ。まさか、彼女の身柄を手土産にクルセイド軍に投降するつもりなのだろうか。そうは考えたくないが、他にルカイヤを連れて王都を離れる理由が思いつかない。

「彼だけが、頼りだったのに。国を守る同志だと思っていたのに」

　妙に落ち着き払っていたのは、国を売る覚悟を決めていたからなのだろうか。では、サルファ河の戦いであれだけ奮闘していたのは、何のためだったのか。自分の武勇を敵に高く売りつけるためか。分からない。

　絶望的な状況の中でもパルミラがかろうじて平静を保っていられたのは、一人ではないと思っていたからだ。ラシードがいてくれる。ラシードが、一緒に戦ってくれる。その前提ががらがらと音を立てて崩れて、パルミラは動揺した。

「とにかく追うわ」

「えっ、駄目ですよ。パルミラさんまでいなくなったら、王都の守りはどうするんですか!?」

　メディナが目を丸くした。

　パルミラは迷った。そうだ、今の自分は、一介の騎士ではない。国柱将軍アミールとして、国家や国民の生命いのちを預かる、責任ある立場なのだ。

　だが、やはりパルミラにはルカイヤを見捨てることはできなかった。パルミラの忠誠の対象は、まず誰よりもルカイヤだった。

　それに、クーファ人にとって国の象徴となり得るのは、ルカイヤしかいない。国王マリクはもはや国政には何の関心もない無気力な病人である。ルカイヤを失うことは、クーファの滅亡に直結するといっていい。

「王都の守りは、当面、問題ないわ。ラシードが近この衛え兵へいたちに、これからなすべきことをすべて完璧に指示していたもの」

　だからこそ、彼の裏切りが解せないのだが。

「新米国柱将軍アミールのわたしがここにいても、できることは何もない。だからわたしは、ラシードを追うわ。二人とも、ついてきて」

「えっ、えっ、メディナがですか!?」

「パルミラ先輩の方からオレのこと誘ってくれるなんて、感激っス！」

「馬鹿なことを言わないの」

　衛兵は門を開くことを渋ったが、ラシードの命令は聞き入れてパルミラの命令を拒否する道理はない。不承不承といった体でパルミラたちの通過を認めた。

　本当は、国柱将軍アミールに何と言われようと、何なん人ぴとも通すべきではないのである。それが門を守る兵士の役割なのだから。内心、パルミラはそう思う。

　四百年前、クーファ建国の祖である英雄王ターリク一世は、兵士たちの慰い撫ぶのため、北辺で異民族との戦いを継続していた腹心の将ルスタムの陣営を訪れたことがある。そのとき、対応した兵士は王の乗る馬車を止め、その入陣を認めなかった。

「たとえどれほど高貴なお方であろうとも、陣営の中ではすべて下馬していただく決まりになっています。馬車での入陣は許可できません。これは将軍閣下のご命令で、例外はありません」

「おのれ、たかが一兵卒ごときが、恐れ多くも国王陛下に指図するか！」

　王の側近たちは激怒したが、兵士は頑として聞かない。その報告を聞いて、英雄王はむしろ感嘆した。

「ルスタムこそまことの名将よ。兵卒の一人ひとりにまで、その統制はあまねく行き届いており、一糸の乱れもない。彼に任せれば、必ず北辺は安定するだろう」

　そう言って自ら馬車を下り、雪深い泥道をルスタムの幕舎まで歩いたという。

　当時と比べると、今の王都の守りは随分と弛たるんでいる。パルミラはそう実感した。もちろん、これは一兵士の責任ではない。指示を出す指揮官や権力者に問題がある。

　いずれ規律は徹底的に立て直すとして、今はラシードを追わなければならない。彼が一人で馬を走らせているのであれば、パルミラが急いだところで追いつけるものではないだろう。だが、馬車ならば。

　月明りを頼りに、国柱将軍アミールと騎士見習い二名は、馬を北へと走らせた。
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　丘の向こうに、ホタルの群れのような明るい光が見えている。王都へ進軍するクルセイド軍の野営地があるのだ。

　岩場の陰に、ラシードは馬車を隠した。中にいるはずのルカイヤに、声を掛ける。

「ここで大人しくしていてください、ルカイヤ様」

　腰の剣に手をかけて、しばらく待つ。そう長く待つ必要はないことを、ラシードは知っている。

　すべては、たった一つの『正解』に至るための布石だ。それを成し遂げるために、ラシードはどんなことでもやるつもりでいる。

　程なくして、馬ば蹄ていの轟とどろきがラシードの耳を打った。それに合わせ、ラシードが岩場の陰から不意に姿を現すと、三名の騎兵は慌てて手綱を引き、馬を止めた。先頭を行く女騎士が、険しい誰何すいかの声を上げる。

「誰!?　ラシードなの!?」

「そうだ、俺だ。ようやく来たか、パルミラ。遅かったな」

　パルミラの眉が、一瞬、違和感に歪ゆがむ。まるでパルミラたちを待ちかまえていたかのようなラシードの態度を、不思議に思っているのだ。事実、ラシードはパルミラたちを待っていたので、その直感は正しい。

「クライシュとメディナも、ご苦労だったな」

「ラシード先輩、顔が怖いっス。闇堕おちした暗黒騎士って感じっス」

「え、本当の本当にラシードさんが王女さまを連れ去ったんですか？　メディナには信じられません……」

　動揺する騎士見習い二人とは対照的に、パルミラは厳しくラシードに問いかけた。

「ルカ様はどこ？　ラシード、あなた何を企たくらんでいるの」

「落ち着け、ルカイヤ様ならここだ」

　岩場の陰に、ラシードは三人を手招きした。馬を下りて、三人は彼に従った。そこに置かれているのは二頭の馬に曳ひかれたみすぼらしい馬車である。ラシードが幕を持ち上げると、月明かりが、美しい金鎖の髪を照らし出した。両手両足を縛られ、口には猿ぐつわをはめられたルカイヤの姿だ。碧へき色の目を見開き、首を振ってパルミラたちに何かを伝えようとしている。

　腰の剣に手をかけ、パルミラはラシードへと詰め寄った。

「ラシード、あなた本当に、ルカ様を拉致したのね!?　どうしてこんなことを」

「今に分かるさ」

「分からないわ、国を裏切り主君を敵に売り渡そうとしている卑ひ怯きよう者の気持ちなんて！」

　激高して、パルミラは剣を抜き放った。左手には、もちろん先祖から受け継いだ聖なる盾アイギトラがある。鋭い眼光に、殺気が宿った。

「サルファ河で助けてくれたときのあなたは、本当に頼もしく思えたわ。でも、あのときのあなたはもういないのね……」

　無言で、ラシードも剣を抜いた。ルスタムの竜閃剣ドラコニアを受け継ぐ者とサルムの聖なる盾アイギトラを受け継ぐ者が、激しく睨にらみ合った。

　先に動いたのはパルミラだった。剣を横薙なぎに振り回し、ラシードの脇腹を狙う。斬る、というより、叩たたきつける、という印象の攻撃だ。

「踏み込みが甘い！」

　ほとんど身体からだを動かさず、腕だけを振るって、ラシードはおのれの剣でパルミラの攻撃を弾はじき飛ばした。驚いたように、パルミラは硬直した。ラシードの動作は、よほど実力に差がないとできないような絶技である。パルミラの動きを完全に見切っているからこそ、それが可能なのだ。

　内心の戦慄を隠すように、パルミラは次の攻撃を放った。その動作は、彼女にしては緩い。及び腰なのが、ラシードには手に取るように分かった。

「思い切りが足りない！」

　難なく受け止めて、今度はラシードが動く。解き放たれた斬撃を、パルミラはかろうじてかわした。だが衝撃で、身体がわずかによろめいた。

「隙が多すぎる！　もっと顎を引け！」

　たちまち防戦一方になるパルミラに、ラシードは𠮟しつ咤たの声を投げつける。

「目で見るな、五感で感じ取れ！　盾に頼りすぎるな！　守るだけでは後がなくなるぞ！」

　おかしい。そんなはずはない。パルミラの表情が、そう語っていた。

　ラシードの剣技は、パルミラを圧倒した。かつて騎士仲間同士の模擬試合では、ラシードはパルミラに何度も打ち負かされていた。「女にも勝てないのか」と、『臆病者のラシード』は仲間たちからよく馬鹿にされたものだ。だが今のラシードは、パルミラに負ける気はしなかった。彼女がどこにどう剣を振るつもりなのか、手に取るように分かる。フェイントに容易に引っ掛かることも、ラシードの斬撃を盾で受け止めた直後に動きが鈍ることも、すべて彼にはお見通しだった。

　クライシュとメディナは、遠巻きに二人の戦いを見守っている。

　今の二人の実力では、ラシードにはまったくかなわない。パルミラの足手まといになるのが目に見えている。だからそうするしかないのだ。

　ラシードの猛攻に耐えかねて、ついにパルミラは転倒した。それを見逃すラシードではない。迷いのない一撃を、彼は女騎士の首筋に叩き込んだ。

　パルミラが、息を吞のむ。死を覚悟して、目を瞑つぶる。だがラシードの竜閃剣ドラコニアは、パルミラの首筋ぎりぎりのところで止まった。

「最後まで、諦めるな。目を瞑ると万に一つの好機も見逃すぞ」

「……いったい、何のつもりなの？　わたしに情けをかけているの？」

「お前が死んだら、誰がルカイヤ様を守るんだ」

「それは……確かにそうね」

　腑ふに落ちない顔のまま、パルミラは剣と盾を投げ捨て、両手を上げた。降伏の合図だ。

「クライシュ！」

　剣をパルミラに突きつけたまま、ラシードは騎士見習いの名を呼んだ。

「パルミラを拘束しろ。馬車の御者台に、ロープがある。それを使え」

　戸惑いの表情を見せるクライシュを、ラシードは脅迫した。

「指示に従わないと、お前が兵舎の屋根裏に何を隠し持っているか、パルミラにばらすぞ」

　たちまちクライシュの顔が真っ青になった。

「……そ、それだけは黙っててもらえませんかね、先輩」

「い、いったい、何を隠しているの……？」

「いやっ、パルミラ先輩、何でもないっス！　いやホント、何もないです」

「俺の言う通りにしてくれるな？」

「りょ、了解っス！　……まあ、そんなわけで、オレがパルミラ先輩を縛らせてもらいますよ。へっへっへ」

　たちまち三文芝居の小悪党に転身したクライシュは、ロープを手に取ってパルミラににじり寄った。

「裏切るつもり？　この人でなし！」

「そんな口を利いていいんですかねえ？　今のオレは先輩にエロいことだってやりたい放題なんスよ？」

　などと言いながら、クライシュはむしろちょっと腰が引けている。根が小心者なので、悪党になり切れないのだ。

「わたしは何をされてもいいわ。ルカ様に無礼を働いたら、許さないわよ」

「じゃ、じゃあ、先輩の許可もいただいたんで……」

　もたつきながらも、クライシュはパルミラの両手を縛り上げた。
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　パルミラはメディナとともに拘束され、馬車の中に放り込まれた。

　中には、すでにルカイヤがいる。彼女もロープで自由を奪われているが、外傷はないようである。絶体絶命の状況だが、その点だけは安あん堵どすることができた。

　外でラシードの声がする。

「クライシュ。三人を見張っていろ。俺はしばらく外す」

　この状況で、どこに行くというのだろうか。ラシードはいったい何を考えているのか。

　馬蹄の音がかすかに聞こえた。どうやら本当に、ラシードはこの場を離れたらしい。外にいるクライシュに、パルミラは声を掛けた。

「クライシュ。すぐに縄をほどいて」

「勘弁してください、先輩。ラシード先輩に後で何言われるか分かんないっス」

　パルミラはやきもきした。ラシードがいなくなった今が、脱出の好機なのだ。だが、それが分かっていて、あえてラシードがこのような行動に出たのはなぜか。クライシュが裏切らないという確証があるのか。

「顔を見せなさい、クライシュ。それとも自分だけ逃げる気？」

「や、今の縛られてるパルミラ先輩を見てたらムラムラしてきて、ぶっちゃけ理性を保てる自信がないっス。外で見張りでもしてますんで」

　なかなか頑固である。あるいは、屋根裏に何を隠しているのかパルミラに追及されるのが怖いのかもしれない。

「意外に紳士ですね、彼は」

　自力で猿ぐつわを振りほどいたルカイヤが感想を述べると、メディナがそれを否定した。

「ヘタレなだけですよ、クライシュは。メディナは呆あきれています」

　パルミラはさらに何度かクライシュに呼びかけたが、もはや返事も返ってこない。諦めて、今度はルカイヤに問いかけた。

「やはりルカ様は、ラシードにさらわれていたのですね」

「はい、申し訳ありません。不覚を取りました」

　ルカイヤは、これまでの経緯を話した。その内容は、おおむねパルミラが予想した通りだった。王都防衛のため、重大な秘密の話がある──そうラシードに呼び出され、彼の幕営を供も連れずに訪れたところ、気を失ってしまい、気が付いたら馬車の中だったという。出された茶チヤイの中に、眠り薬が仕込んであったようだ。

「本当にひどい奴やつだわ、あいつ。ルカ様に国柱将軍アミールにしていただいた恩も忘れて」

「恩、ですか」

　自嘲気味に、ルカイヤは呟つぶやいた。

「私はあなたとラシードに、恩を着せたつもりはありません。むしろ責任を押し付けてしまったのです。感謝されるいわれはありません」

　ぐう、とメディナの腹が鳴った。

「メディナはお腹なかが空すきました。パンが食べたいです」

「ごめんね、メディナ」

「え、どうしてパルミラさんが謝るんです？」

「わたしが弱いばっかりに、ラシードに勝てなかった。そもそも、三人だけでラシードを追ったのも、わたしの判断ミスだわ」

「それを言うなら、むざむざとラシードに囚とらわれた私の失敗です。責任は私にあります」

　ルカイヤが唇を嚙かみ締しめる。

「とはいえ、過ぎたことを悔やんでも仕方がありません。これからどうするか、が問題ですが……」

「とりあえず……メディナは寝ます……」

　メディナの唐突な宣言に、パルミラは耳を疑った。

「ど、どうしてそうなるの」

「え、だって他にすることがないでしょう？　だったら、今は寝て、体力を温存した方が得じゃないですか？　おやすみなさい、よい夢を……すやあ」

　すぐに、幸せそうな寝息が聞こえてきた。本当に寝てしまったのだ。何とも大胆な娘である。

　パルミラが呆れていると、くすくすとルカイヤが笑った。

「まあ、よいのではないですか。今は体力を温存しておきましょう」

「落ち着いていますね、ルカ様は」

「ラシードが本当に裏切ったとは、私には思えません」

「え、だって現に彼は……」

　ルカイヤを拉致して、王都を脱出したではないか。

「彼が本当に自分かわいさにクルセイド軍に寝返るつもりなら、王都を開城して、クルセイド軍を招き入れたことでしょう。妾しよう腹ふくの王女の身柄などより、よほどよい手土産になります。ラシードは、そうしなかった。何か考えがあってのことに違いありません」

「随分と、ルカ様はラシードのことを買っているのですね」

「言ったでしょう？　十年早まったというだけのことだと。あなたもラシードも、いずれは国柱将軍アミールになるものだと私は確信していました」

「ルカ様は、ラシードのことを以前からご存じだったのですか？」

　サルファ河の戦いでは鬼神のごとき活躍をしたといっても、それまでは特に目立つところのない、むしろ騎士としては落ちこぼれだったラシードである。先祖を辿たどると建国の功臣ルスタムに遡る名門の出だが、ルスタム家は様々な事情が原因で没落し、今はその栄光を知る者も少なくなっている。

「当然です。その質問は心外ですね」

「もしやルカ様、騎士一人ひとりの名前や特徴をすべて把握していたとか……？」

　ルカイヤの聡そう明めいさは、パルミラが一番よく知っている。彼女ならばありうる話かもしれない。そう考えたパルミラだったが、ルカイヤは、まさか、と首を振った。

「パルミラと同期の騎士たちの中では一番の美男子だったから、ひそかに注目していたというだけの話です」

「は、はあ……。美男子、ですか」

「侍女たちも、彼のことはよく噂うわさしていますよ。知らないのはパルミラだけでは？」

　確かに、ラシードの顔立ちは悪くない。悪くないどころか、美しい整った顔立ちだと、パルミラも思う。だが、騎士たる者には顔立ちよりも大事なものがあるだろうに。顔がよくても敵は斬れない。

「美男子は、ヘネラリーフェの薔ば薇らと並ぶ国の宝ですから」

「彼がみんなから何と呼ばれているかもご存じで？」

「『臆病者のラシード』。演習で狩りに出かけたときは、突然飛び出してきた猪いのししに驚いて、逃げてしまったこともあったようですね。でも、臆病ということは、それだけ慎重で思慮深いということです。若い騎士はとかく自信過剰になりがちですが、彼にはそれがない。指揮官として、得難い素質だと思いますよ。サルファ河の戦いでの活躍ぶりからしても、世間の評判の方が間違っていたということです」

「そうですね。わたしもそう思います」

「……で、どうなのです？」

「どう、とは？」

「サルファ河では、生死を賭けた逃避行を続けてきたのでしょう？　王都に帰還するまでの間、ずっと二人きりだったのでしょう？　何もなかったとは、言わせませんよ」

　このお姫様は、意外と下世話な話がお好きである。たちまちパルミラは真っ赤になった。

「か、からかわないでください。あの無愛想とは、何もありませんでした！」

「まあ、パルミラが言うのならそうでしょうね……」

「ど、どうしてちょっと残念な子を見るような目つきなんですか、ルカ様……」

　絶体絶命の危機を救ってくれたラシードが、とても頼もしく思えたのは事実である。正直、胸がときめいてしまったのも否定できない。だが、生き延びるのに必死でそれどころではなかったのだ。

「私はパルミラには、ちゃんと恋もしてほしいのですよ」

「わたしは恋などしませんよ」

「してほしいのです。私にはできないことですから」

　そう言われると、パルミラとしては何とも言えない気持ちになる。この戦争の結末がどうなるにせよ、ルカイヤはクーファ王国の王女であり、いずれは政略結婚をしなければならない身である。自由な恋愛などできるはずもない。

「で、あなたはラシードのことはどう思っているのです？」

「べ、別に何もありませんよ。そもそもわたしは、ラシードと結婚したくなくて騎士になったのです」

「え、今の話は、どういうことですか？　初耳ですよ？」

　しまった、藪やぶ蛇へびだった。パルミラは後悔したが、もう遅い。

「詳しく聞きましょう。これは王女としての命令で、拒否権はありませんよ」

「……父は、わたしをラシードと結婚させて、彼をサルム家の当主にしようと考えていたんです。わたしが一人娘だったから、どこかから婿を取らないといけないと考えて……」

　パルミラの父は、没落したルスタム家のことを絶えず気にかけていた。ルスタムとサルムはともにクーファの建国者ターリク一世を支えた盟友であり、ルスタム家はサルム家と並ぶ輝かしい武門の名家であるはずだった。不幸な出来事が原因でルスタム家が名誉を失ったとき、サルム家は彼らを救うべきであったのに、そうしなかった。父はそのことに引け目を感じていた。

「でも、彼がサルム家の当主になったら、ルスタム家は誰が継ぐんだって話になりますよね。それに、わたしは婿を取るのが嫌だったんです。わたしも名将サルムの血を継ぐ者として、自分がサルム家を継ぎたい、騎士になってこの国を守りたいと思って……それで……ああ、でも別にラシードのことが嫌いだったわけじゃなくて……つまり……」

　しどろもどろなパルミラの説明を、ルカイヤは独自の解釈を加えて要約した。

「つまり、愛する二人は家を守るために、泣く泣く一緒になることを諦めたというわけですね？　それでもラシードが忘れられないあなたは、愛する彼を追って騎士の道に……」

「もう、どうしてそうなるんですか！　悪ふざけするルカ様は嫌いですよ！」

　ふてくされて、パルミラはそっぽを向いた。ルカイヤがなおも何か話しかけてきたが、すべて無視した。

　確かに、ラシードのことは憎からず思っている。年の離れた大貴族や、パルミラが女というだけで上から目線で接してくる他の若い騎士たちよりも、結婚相手としてはるかに好ましい男だ。だが、自分は恋ではなく国のために生きると決めたのだ。

　そのためにも、何があってもルカ様をお守りしなければ。ラシードは何を企たくらんでいるのか分からない。クライシュもどんな気を起こすか知れたものではない。警戒を怠ってはならない。そう思いながら──。




　──パルミラは、いつしか眠りに落ちていった。
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　月が隠れ始めた。

　薄暗い夜道を、ラシードは馬で駆けている。

　向かう先は、敵の陣営である。王都ヘネラリーフェ攻略のためクルセイドが動員した三万近い軍隊が、そこに集まっている。

　三万といえば、大都市の人口にも匹敵する規模である。無数のかがり火で明るく、張り巡らされた柵は堅けん牢ろうだ。

　陣営に接近したところで馬を下りる。ひょろりと長い灌かん木ぼくに馬を繫つなぎ、歩いてさらに柵まで近寄った。草むらの中に身をひそめ様子を窺うかがうと、一人の男が、柵を飛び越えて陣営の中から姿を現した。

　だらしなく酒に酔い、ふらふらとおぼつかない足取りで、草むらの方へ近づいてくる。むろん、ラシードに気付いた様子はない。

　クルセイド覇帝国軍元帥、『魔将』ポメラ。それが男の名だ。

　ポメラ、という仔こ犬いぬのような可愛かわいげのある名に違たがい、『魔将』ポメラはとにかく非道な行いで有名なクルセイド軍の将だった。十五年前、クルセイド軍がクーファの《北部地域マー・ワラー》を占領した際、彼は住民に対してありとあらゆる虐待行為を行い、すべてのクーファ人と、クルセイド人のうちの良識的な人々とを戦慄させた。

「異教徒は、なるべく残虐に！　かつ冷酷に！　いたぶり尽くしてから殺してこそ、その汚れた魂の救済につながるのだ」

　というのが、彼の持論であった。

「医学の発展のために」と称し、医者に生きた捕虜を解剖させる。まるで遊戯のように、部下たちに殺したクーファ人の数を競わせる。およそ人間のやることとは思えないようなおぞましい所業の数々に、クルセイド人の信じる聖十字教の総主教も激怒したという。が、彼は強大な武力を有する大貴族であり、対クーファ戦の功労者でもあったから、誰も表立って逆らうことができなかった。

「今日の酒は、実にいい酒だのう」

　独り言を呟つぶやくポメラの口からは、血の匂いが漂う。ワインの中に、クーファ人の血を混ぜて飲んだのだ。

「明日は、何を試そうか。なめくじか。それとも焼きごてか」

　捕虜に対して行う、拷問方法を思案しているのである。よほど多彩な発想を持っているらしく、「狼おおかみと豚も捨てがたい」「風車もありだな」などと意味不明なことを呟いている。

「下げ種すが」

　心の中で、ラシードは罵った。彼はこの男を、すでに百回以上も殺している。だが、何度殺したところで、おぞましいこの男への憎しみが消えることはなかった。

　茂みの中に入って、ポメラは腰のベルトをゆるめ始めた。気持ちよく酒に酔ったところで、立小便をしようとしているのだ。

　背後から、ラシードはポメラに忍び寄った。

　戦場ではひとかどの武将であり、クーファ人にとっては憎い仇きゆう敵てきだが、今の彼は、だらしない、無防備な酔っ払いにすぎない。無警戒なポメラに対して、迷いなく、ラシードは剣を閃ひらめかせた。

　一瞬で、ポメラの首が飛んだ。

　ラシードの手に震えはなかった。汗一つかかず、音を立てることもなかった。今の彼にとって、ポメラの首を刈り取ることは、赤子の手をひねるよりも簡単なことだった。

「敵将の首、まずは一つ」







「先輩!?　な、なんスかそれは!?」

　馬車のところへ戻ってくると、クライシュが驚きの声を上げた。ラシードは、敵将の生首を手に下げている。まだ血がぽたぽたと滴っていた。恨めしそうな目つきが、生々しい。

　馬車の幕を開けた。寝ぼけまなこのルカイヤが、ぎょっとして悲鳴を上げた。

「な、何ですか、その首は」

　それには答えず、ラシードはクライシュに要請した。

「クライシュ。三人の縄をほどいてくれ」

「え、いいんスか」

　クライシュは戸惑った様子だが、ラシードには元々、三人を傷つけるつもりはまったくない。ポメラの首を取ってくるまで、あくまでも一時的に拘束しただけのことである。

　ルカイヤに続き、パルミラとメディナも目を覚ました。三人を自由の身にすると、パルミラは剣と盾を返すよう要求した。

　ラシードがそれに応じると、パルミラはすぐさま剣を抜き放ち、ラシードに突きつけようとした。だが、それを察したルカイヤが、そっと彼女に目配せをした。今は話を聞くべきだとの、合図である。困惑を顔に浮かべつつも、パルミラは剣を鞘さやに戻した。

　彼らが落ち着くのを待って、ラシードは口を開いた。

「これは、クルセイド覇帝国軍元帥、『魔将』ポメラの首です」

「え、あの『魔将』のですか」

　驚きを隠せない、ルカイヤの声だった。クーファ人にとっては憎むべき敵である。

「いったい、どうやって……？」

「敵は圧倒的優位に驕おごり、油断していました。『魔将』ポメラは酒に酔い、供も連れずに陣営を離れ、一人で立小便をしようとしていました。そこを襲いました」

　怪け訝げんな顔をしたのはルカイヤである。

「不可解な説明ですね。『魔将』が一人で陣営を離れることを、あらかじめ知っていたとでもいうのですか？」

「ええ。知っていましたから」

　ルカイヤは絶句した。それはそうだろう。常識では計り知れないことを、ラシードは口にしているのだから。

「え、でも、『魔将』って人が陣営を離れたのは、衝動的なものというか、ただの気まぐれだったんでしょう？　どうしてラシードさんに、そんなことが分かったんですか？」

　メディナの疑問はもっともだ。ラシードは、さらに説明した。

「その答えは簡単だ。俺は今日という日を、何百回、いや何千回も迎えている。だから知っているというだけのことだ」

「え、それはどういう意味……？」

　パルミラは、ひたすら困惑していた。ラシードは、言葉を続ける。

「これから俺が言うことは、すぐには信じられないかもしれない。だが、すべて事実だ。だから受け入れてもらうしかない」

　ぽかんとするパルミラの傍かたわらで、何かに気付いたように、ルカイヤがはっとした。

「まさか、あなたは──」

「はい。その通りです」

　淡々と、ラシードは告げた。




「クーファが滅亡するたびに、時間が遡るのです。何度も何度も。そして俺だけが、そのすべての記憶を持っています」
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　自分の身に起きた不可思議極まりない出来事を、ラシードはパルミラたちに語って聞かせた。パルミラとルカイヤは馬車の縁へりに腰掛けて、メディナは馬に寄りかかりながら、クライシュは岩の上に座り込んで、黙ってラシードの話を聞いている。

　すべてを語ったわけではない。最初の滅亡の際にルカイヤに見せたあの醜態は、彼の心の内に留とどめている。あの無様な自分をさらけ出す勇気を、彼はまだ手にし得ないでいた。

「なぜこのような現象が起きるのか、はっきりとは分からない。だが、この剣に宿った英雄王ターリク一世、それに名将ルスタムの霊魂ナフスが、クーファの滅亡を許すまいとこのような力を発揮しているとみていいだろう」

　クーファ人の信仰する崇遷教の教えでは、死んだ英雄は神になるとされている。ターリクやルスタムも神となって、自分たちがつくりあげた国を滅亡から守るべく、超常的な力を振るっているのだ。つまり、この現象を止めるためには、クーファの滅亡を回避するしかない。

　ラシードが説明している間、パルミラとメディナは、そろってぽかんと口を開けていた。最初は冗談だと思って聞いていたらしいクライシュは、話を聞くにつれ次第に笑顔が凍り付いていった。ルカイヤは一貫して険しい眼まな差ざしでこちらを見ている。

　この説明自体、何度目のことか、もはや覚えていない。なかなか素直に信じてもらえないことは、分かっている。

「俺はありとあらゆる手段を試した。サルファ河の戦いの行方を変えられないか？　駄目だった。どれだけやり直しても、サルファ河ではクーファ軍は歴史的な大敗を喫した。王都の陥落は避けられないか？　これも駄目だった。クルセイド軍に忍び込んで敵の総司令官を暗殺したら？　軍をサルファ河に向かわせないため、あえて自軍の兵糧を燃やしたら？　思いつく限りの策を試したが、一度として上手うまくはいかなかった」

　ターリクやルスタムの霊魂ナフスの力をもってしても、これだけは変えることができないらしい。『歴史』の大きな流れ自体は確定していて、時間を遡っても変えられないということなのだろうか。ラシードは苦悩した。『歴史』が変えられないのなら、『歴史』をやり直す意味がどこにある？　分からなかった。それでも彼は時を遡り続けた。そうせざるを得なかった。彼の意志とは無関係に、その不思議な現象は起こったからだ。

「ルカイヤ様を王位につけて俺の傀かい儡らいにするために、国王マリクを殺したことすらある」

「……！」

　パルミラが息を吞のんだ。メディナは、ラシードが何を言ったのか分からないという顔をしている。クライシュは「それ、言っちゃっていいんスか？」と小声で呟つぶやいた。ルカイヤは表情を変えなかった。その発言を、ある程度予期していた様子である。

「それでも、駄目だった。王都の陥落はもう確定している。どうしても防げない」

「それが、どうしてルカ様を拉致することにつながるの？」

　パルミラの質問に、ラシードは返答した。

「王都が陥落し、国王マリクが敵の捕虜になることはどうしても避けられない。ルカイヤ様が王都にいれば、必ず一緒に捕虜になる」

　そうなるとクーファは『滅亡した』ことになり、時間がまた遡ってしまう。

「だが、たとえ国王マリクが捕らわれてもルカイヤ様が無事なら、クーファはまだ完全には『滅亡していない』。従って『歴史』のやり直しは起こらない。陥落の直前にルカイヤ様を都の外へ連れ出すことが、唯一の策なんだ」

「あなたが何を言っているのか、よく分からないわ。そんなこと、信じられるわけが……」

　ラシードの言葉を否定しようとして、パルミラは口ごもった。

　サルファ河の戦いで、彼とパルミラだけが敵中を突破して王都へと帰還することができたこと。厳戒態勢の宮殿の中から、まんまとルカイヤを拉致して王都の外へ脱出できたこと。それを追うパルミラの行動をすべて予測し、剣技でも彼女を圧倒したこと。そして『魔将』ポメラを討ち取ることができたこと……。

　これらを合理的に解釈するためには、ラシードの説明を事実とみるしかない。だが今はまだ、心と頭の整理がつかないのだろう。

「まあ、英雄王とルスタムゆかりの宝剣ですからね。それくらいの力は、あるかもしれないっスね」

「神になった人の霊魂ナフスが、愛用の品に宿るってやつですよね。町の長老シヤイフから聞いたことがあります。メディナは今の今まで、迷信だと思っていましたけど……」

　騎士見習いの二人は、驚きつつも、ラシードの説明を受け入れてくれたようだった。

「これまでのこと、ご無礼をお許しください、ルカイヤ様」

　無言のまま彼を見つめ続ける王女に、ラシードは跪ひざまずいた。力ずくで彼女を拉致したことは本意ではなかったが、必要な措置だった。聡そう明めいなルカイヤは、簡単には彼の言葉を信じない。それを知っていたので、あえて乱暴な手段を使ったのである。

「面おもてをお上げなさい、ラシード」

　ルカイヤは、パルミラよりも早く衝撃から立ち直っていた。それでもやはり平静ではいられないらしく、慎重に言葉を選んでいることが窺うかがえた。

「私はあなたの言うことを、信じません」

「『魔将』ポメラの首を見てもですか」

「確かに、今の話の通りなら、あなたがいともたやすく『魔将』の首を取ってこられたことにも、説明がつきます。ですが、信じません。そのような不可思議なことが起きるわけがないからです。とはいえ、どうやらあなたのおかげで私は救われたようですから、その点ではお礼を言わせていただきます」

　王都ヘネラリーフェの陥落は、もはや避けられない。あのまま王都に留まっていたら、ルカイヤはなすすべもなく捕らわれていたに違いない。

「恐縮です。もっとも、助かった、と判断するのは、時期尚早かと存じますが」

「あなたには、今後について、何か案があるのですね？」

「ルカ様、お待ちください」

　眉をひそめて、パルミラが口を挟んだ。

「ラシードは、ルカ様をさらった男ですよ。信用すべきでないと思います」

　頰ほおを膨らませるパルミラに、ルカイヤはくすくすと笑った。

「パルミラ。あなたから、他人ひとを疑うことを教えられる日が来るとは思いませんでしたよ」

　騎士見習い二人も、ルカイヤに同調した。

「ですよねえ、パルミラさんが言っても説得力ないですよお」

「パルミラ先輩は、詐欺師に騙だまされても、騙した詐欺師の肩を持ちそうっス」

「あなたたちにとって、わたしって何なの……？」

　落ち込むパルミラを、ルカイヤはなだめすかした。

「パルミラ。私は、ラシードを信用したわけではありません。ですが、私たちにできる選択は限られています。本来知り得ないことをラシードが知っていることは、確かでしょう。今は彼に従う他に、よい手はありません。それともあなたが彼に代わって、この国難を打開するもっとよい方法を示してくれるのですか？」

「……いいえ」

　苦しそうに、パルミラは答えた。

「わたしには、策なんてありません。正直、どうしたらいいのか、分からないです」

「でしたら、今は一番ましに思える選択肢を選びましょう。それで駄目なら、何を選んでも駄目だったというだけのことです」

　そう言って、ルカイヤはラシードに向き直った。

「ラシード。仮に、仮にですよ。仮にあなたの主張を認めたとして、今回は上手くいくという、当てはあるのですか？」

　何千回やっても成功しなかったというなら、今回だって、失敗する確率の方が遥はるかに高いだろう。であれば、努力するだけ無駄ではないか。そうルカイヤは言っている。

「あります。ルカイヤ様が王都を離れ、安全なところへ避難することができれば、必ずやクーファを救ってみせます」

「安全なところとは、具体的には？」

「ポメラの死で、クルセイド軍は混乱しています。ですが、王都から王女が脱出したという情報は、すぐに敵に伝わるでしょう。彼らが動く前に、ズライハ城に向かいます」

　パルミラが小首をかしげた。そのような城塞カルアが国内にあっただろうか、と怪け訝げんそうな顔の彼女に、ラシードは説明した。

「辺境の古城だ。戦略上の価値は低いが、それだけに敵の注意も向いていない」

　仄ほのかに、東の空が明るくなってきた。朝の光が差し込もうとしていた。

「決して成功しない試みを、未み来らい永えい劫ごう、無限にやり続けるつもりは、俺にはありません。必ず、今回で最後にします」

「随分と、前向きですね」

　ルカイヤの口調には、皮肉の気配が漂っている。やはりラシードの説明を、素直に受け入れてはいないのだ。

「本当にそれだけ挫折を繰り返したなら、普通は心が折れていそうなものですが」

「もちろん、何度も挫くじけました」

　千回の試行錯誤の度に、千回の絶望がある。どれほどの苦しみを味わったことか、筆舌には尽くしがたい。

「でも今は、前を向いて行くことにしています」

　決然として、ラシードは言った。

「守りたいものが、できましたから」
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　乾いたパンと水だけの簡単な朝食を取ってから、五人は出発した。早くしないと、クルセイド軍がやってくる。道を外れ、荒野の中を東へと進む。馬車を手放し、全員が騎乗して速度を上げている。

　日差しが強い。太陽はじりじりと中天へと昇っていく。

　砂すな埃ぼこりが舞い、熱風が容赦なく一行を襲った。暦の上では、もう夏も終わり、秋が来ているはずだった。そもそもクーファの内陸部は高原や山岳が多く、比較的標高が高い。ゆえに夏でも気温はそれほど上がらないのだが、「異教徒を滅ぼせ」というクルセイド軍の宗教的熱狂が、クーファ全土を覆って蒸し焼きにしているかのようだった。

「この暑さは……ちょっと異常ね」

　我慢強いパルミラが汗を拭いながらそう呟いたほどだった。それにクライシュが、いつもの軽口で応じる。

「先輩を想おもうオレの情熱的な愛が、大地を焦がし尽くそうとしているんスよ」

「大丈夫？　暑さで脳がやられてない？」

「ちょ、真顔で言うのやめてくださいよ」

「当分、視界を遮るものが何もないところを進むから、クルセイド軍に見つかったらおしまいよ。もう少し我慢してね」

　パルミラの言う通りである。今は、とにかく少しでも王都から離れるしかない。今頃クルセイド軍は、王都ヘネラリーフェの包囲に取りかかっているはずだ。

　ラシードはルカイヤの様子を窺った。騎士としての鍛錬を積んでいる他の者と違い、それほど身体からだが丈夫ではないルカイヤは、この気温にはかなり参っているはずである。

　ラシードが繰り返した以前の『歴史』においては、ルカイヤが突然倒れ、ズライハ城へと向かう計画が失敗したことが何度もあるのだ。今のところ、顔色は悪くないように見えるが、口数は確実に減っている。

「あの……皆さん、少し休みませんか。メディナは疲れました」

　先に弱音を吐いたのは、騎士見習いの少女だった。

　パルミラが険しい表情を見せた。体力で劣るルカイヤが何も言わずに耐えているのに、メディナの方が先に音を上げたのだ。甘い、と思われても仕方のない振る舞いだった。

「聞こえなかったの？　休むわけにはいかないって言ったでしょう？」

　厳格極まりない、パルミラの声だった。

「今は駄目よ。もう少し耐えて頂戴。……できるわね？」

「は、はい……でも……」

「いや、ここはいったん休もう」

　ラシードは提案した。何も言わないが、ルカイヤはメディナ以上に疲れている。休めるうちに、休ませた方がいいのだ。

「今はまだ、クルセイド軍に見つかる心配はない。俺が保証する」

　馬を止め、木陰で休息した。メディナもそうだが、やはりルカイヤも無理をしていたらしい。無言のまま水を飲んで、横になっている。

　ラシードはパルミラに目で合図を送り、木陰から離れたところに呼び出した。駆け寄ってきたパルミラは、不安げな面持ちでラシードに懇願した。

「お願い、メディナを見捨てないで」

　すみれ色の瞳が、銀色の切なさをたたえている。メディナ本人に見せたのとは別人のような表情だった。

「あれでも、とてもいい子なの。だから、置いていくなんて言わないで」

　ラシードたちにとって何よりも優先すべきことは、王女であるルカイヤを逃がすことだ。非情に徹するなら、足手まといになるメディナは置き去りにすべきなのである。

　パルミラにも、それがよく分かっている。分かっていながら、それができないパルミラだった。メディナが甘ったれたことを言い出せば、きっとラシードはルカイヤを守るために彼女を置き去りにするはずだ。そう考えたからこそ、パルミラはメディナにあえて厳しく振る舞い、自分が置かれた状況をわきまえさせようとしたのだ。

「ああ、分かっている。メディナはちゃんと連れて行く。心配するな」

「え……本当に、いいの？」

　安あん堵どするよりもむしろ、パルミラは驚いていた。あっさりとラシードが彼女の要請を受け入れたので、拍子抜けしたのだろう。遠慮がちに、彼女は尋ねた。

「てっきり、あなたはもっとシビアな判断を下すと思っていたのだけど……それとも、メディナがここで弱音を吐くのも、あなたの筋書き通りってわけ？」

「まあ、そういうことだ」

　パルミラは、怪訝な顔である。彼女もルカイヤ同様、ラシードの主張を決して信じてはいないのだ。だが、他に合理的な説明が見み出いだせないので、混乱している。

「わたし……一つ気になっていたことがあったわ」

　ぽつりと、パルミラは呟つぶやいた。

「わたしはあなたとルカ様を追うために、メディナとクライシュを連れてきた。たまたまその二人だったのだと思っていたけれど、あなたは昨日の朝、自分が北門から王都の外に出るというヒントをクライシュに与えているわね。それもメディナの名前まで出して。それがなかったら、わたしは二人を連れて王都を出ていないはず。つまりわたしが二人を連れてくることは、あなたの計画の内だったのね？」

「そうだ。お前が二人を連れてくるよう、俺が誘導した」

「それは、どうしてなの？　正直、あの二人がそこまで必要不可欠な人材だとは思えないのだけど」

「あの二人は、ちょっと他の奴やつとは違うんだ。特に、メディナはな」

　メディナは、場の空気を読むのが苦手だ。時として、とんでもないことを言い出したり、思いもかけない珍妙な行動を取って、周囲を慌てさせることがある。何をしでかすか分からない怖さがある。

「正直、わたしもあの子の扱いには、手を焼いてきたわ」

「だが、メディナのあの性格が、よい方向に作用することがあるんだ。俺が手詰まりになったとき、あいつの普通と違う言動が、その状況を打破する契機になる……ことがある」

「どういうこと？」

「今に分かるさ。とにかくそういうことだから、心配しなくてもメディナは連れて行く。何かと世話の焼ける奴だが、助けてやってくれ」

　分かったわ、と返事をして、パルミラは木陰に戻っていった。遅れてラシードがやってくると、銀髪の女騎士はさっそくメディナに話しかけている。

「さっきはきつい言い方して、ごめんね。大丈夫？」

「あっ、いえいえ、そんな！　悪いのはメディナの方なのです」

「無理しないでね。何でも欲しいものがあったら言ってね」

「先輩、オレはパルミラ先輩の愛が欲しいっス！」

「あなたには訊きいてない」

　ラシードは苦笑いする。世話を焼いてくれとは言ったが、甘やかしてもいいとは言っていない。だが、それがパルミラの性分であることを、ラシードは知っていた。

「どうしようもないお人よしだからな、あいつは」
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　そこからの道のりについて、ラシードは一行に細かな指示を下した。いつ、どこに行けば何が起きるのか、彼はすべてを知り尽くしている。

「あの草木の生い茂った道は、クルセイド軍の分遣隊がうろついている」

「この道を行くと流民たちの群れにぶつかるが、大人しくしていれば問題ない」

「もうすぐ河に差し掛かる。橋は暴徒によって破壊されているが、この時期は水量も少ないので馬で渡れる」

　ラシードの予言は、ことごとく的中した。途中、ひやりとすることもあったが、何事もなく切り抜けることができた。

　あれほど暑かったのが噓うそのように、翌日にはどんよりした雨雲が天を覆った。これもラシードが宣言した通りだった。

「ラシード。まさかあなた本当に、『歴史』を何度もやり直しているというの？」

　困惑気味に、パルミラが問いかけた。涼しい顔で、ラシードは答えた。

「なかなか信じられないのは当然だが、いずれお前も、事実を受け入れるようになるさ」

　逃避行も五日目に突入したが、まだ敵に見つからずに上手うまく逃れている。クーファ南部の大動脈とも言うべき東西に延びる街道を、五人は危なげなく通過した。

「先輩、マジすげえっス」

「ラシードさんの言う通りにすれば、無事ズライハ城まで辿たどり着けますね！」

　騎士見習いの二人は、すっかりラシードを信頼している。

「いや、まだだ。メセタ山脈を越えなければズライハ城までは行けない」

　ラシードは冷静だった。気の早い二人を諫いさめるように、釘くぎを刺した。

　不意にルカイヤが前方を指差した。

「いえ、メセタまで行く前に、ひと悶もん着ちやく起きそうです」

　白磁の指が示す方角で、砂埃が激しく舞っていた。次第に大きくなっていく。

　軽装の騎馬の群れだ。クルセイド軍ではないようだが、各々が弓や刀、斧おので武装している。盗賊の集団だ。普段なら、このような街道沿いに大っぴらに現れることはありえない。クーファの正規軍ジユンドが壊滅したことで、治安の悪化に歯止めがかからなくなっているのだ。

　だだっ広い平原で、隠れる場所もない。ラシードたちは、たちまち取り囲まれた。

「ほう、女が混じっているぞ」

　舌なめずりをするように、盗賊どもはラシードたちを眺め回した。

　敵の数は、二十……いや、三十はいる。サルファ河では二万を超えるクルセイド軍の中を突破したラシードとパルミラである。だが、今はルカイヤを守らなければならない。

「その背の高い女もなかなかの上玉だが、そっちの金髪のお嬢さんは絶品だな。こんな綺き麗れいな顔立ちは見たことがねえぜ」

　下卑た声で、盗賊の一人がルカイヤを指差した。パルミラが慌てて聖なる盾アイギトラをかざし、ルカイヤをかばう。

　別の盗賊が、ぽつりと呟いた。

「おれはカタギだったころ、王都で王女さまの顔を見たことがある。綺麗な金髪に、碧へき色の瞳だったぜ。ちょうどこんな感じの、な」

　ルカイヤが身につけていた宝石類は、すべて羊毛の鞍くら袋の中にしまってある。衣服も、粗末な麻の服だ。それでもルカイヤの生まれ持った高貴な立ち振る舞いは、隠しようがなかった。

「民を見捨てて、自分だけ逃げるってか。けっ、立派なモンだぜ、王侯貴族ってのはよう」

「クルセイド軍に売り渡せば、高い値がつきそうだな」

　パルミラが、腰の剣に手をやった。一いちか八ばちか、一戦交えるしかなさそうだと覚悟しているのだ。だが、彼女が愛剣を抜き放つより早く、声を張り上げた者がいた。

「この、ばかあっ！」

　そう叫び、いきなり、メディナがルカイヤの頰ほおを平手で殴りつけた。容赦のない一撃に、パルミラはもちろん、殴られたルカイヤも啞あ然ぜんとしている。かまわず、騎士見習いの少女はまくしたてた。

「あんたが生意気にも王女さまにそっくりな顔してるせいで、メディナたちが疑いをかけられてるんだよ!?　分かってる!?　あんたはほんっとーに迷惑ばっかかけて、いい加減にしなさいよ！　このおばか！」

「おいおい仲間割れかよ」

　盗賊たちが、どっと笑う。

「メディナさん……そんなことを、言わないでください……」

　赤く腫れた頰を押さえながら、ルカイヤはいつもとは違うか細い声を発した。

「この顔に生まれたせいで、私が今までどれほど酷ひどい目に遭わされてきたか、あなたもご存じでしょう？　この……王女殿下とよく似た顔に生まれたばっかりに！」

　とっさに、メディナに話を合わせたのだ。迫真の演技であった。

「なあ、こいつ、ひょっとして娼しよう婦ふか？」

「なっ……」

　盗賊の一言に、ついパルミラは声を上げた。ルカ様に、何ということを。

「なるほど、王女と瓜うり二ふたつ、それもこんな美人なら、需要がありそうだな」

「構うこたあねえ。こんだけ美人なら、これはこれで高く売れる」

　鼻息を荒くし、盗賊たちはじりじりとルカイヤに近付いた。そのときだった。

「あんたたち、やめなよ」

　三十代の半ばくらいだろうか。盗賊の集団の中から、大柄な赤毛の女が姿を現した。活力に満ちた沈じん香こう色の瞳が、ひときわ精彩に満ちている。

「金持ちからふんだくる。娼婦と寡婦からは取らない。それがあたしらの流儀だろ？　かわいそうに、まだ少女じゃないか。さては、親に売られたんだね？」

　頷うなずいたのは、ラシードだった。彼だけは当初から平静な態度を崩さない。

「王都の『バラス通り』の店で働かされていた。財産を全部つぎ込んで、俺が買い取った。おかげで先祖代々の資産を使い果たし、親からも勘当されたが、彼女を助けられるなら安いものだ」

　そう言ってルカイヤに馬を寄せ、不意に彼女の腰に手を回した。たちまち、ルカイヤの顔が林りん檎ごのように赤くなる。

「ようやく彼女を自由の身にしたと思ったら、クルセイド軍の到来だ。陥落寸前の王都から、命からがら逃げてきた。この気の強い娘は妹で、あとの二人は傭よう兵へいだ。港湾都市ハンムードに親類がいるから、そこを頼るつもりでいる」

「ふうん、なかなかやるじゃないか、この色男。よほど彼女のことを愛しているんだね」

　ラシードは頷いて、今度はルカイヤの頰に手を寄せた。この聡そう明めいな姫君にも、どうして振る舞っていいのか分からない瞬間があるらしい。もはや演技も忘れて慌てふためく彼女を強く抱き締めて、ラシードは囁ささやいた。

「ふりだけです。少しの間、ご辛抱ください」

　そっと、顔を彼女に近付ける。ラシードの頭に隠れてはっきりとは見えないが、愛する恋人たちが熱い口づけを交わしたように、盗賊たちからは見えたはずである。口笛を吹いて、彼らは二人を冷やかした。

「ちゃんと彼女を幸せにしておやりよ」

「ああ、もちろんだ。何があろうとも、絶対に俺が守る」

　強い決意のこもった眼まな差ざしで、ラシードは断言した。これは、あながち演技ではない。今度こそルカイヤを守りクルセイド軍を撃退したいという気持ちに、偽りはなかった。

「ほら、あんたたち。その娘に手を出すんじゃないよ」

「まあ、姐ねえさんに言われちゃ仕方ねえなあ……」

　盗賊たちは苦笑いして、武器をしまい始めた。この女盗賊は、彼らの頭目のような立場にいるのだ。なかなかひとかどの義賊アイヤールである。

　最後に、女はルカイヤにこう語りかけた。

「絶対、幸せになるんだよ。どんなに辛つらくとも頑張って生きてりゃ、絶対、いいことがあるんだからね」

　この女自身、けっこうな苦労を重ねて今の人生があるのだろう。盗賊たちが去っていくのを、ラシードたちは静かに見守った。







　盗賊たちが姿を消すと、メディナはずり落ちるように下馬し、額を地面にこすりつけてルカイヤに謝罪した。

「ああああ王女さまごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　メディナは王女さまに何て失礼なことを！　王女さまはお返しにメディナの頰を千発殴ってください！」

「いえ……あなたのおかげで、助かりました」

　ルカイヤは上機嫌だった。実際、メディナのとっさの演技がなければ、どうなっていたかは分からない。

「ふふ……ラシードにも、ちょっとドキッとしてしまいました。なかなかかっこよかったですよ？」

「めっちゃおいしいところを持っていったっスね、ラシード先輩」

「すみません、ルカ様。わたしは何もできませんでした」

「パルミラはそれでいいのです。しれっと噓の演技ができるパルミラなんて、私は見たくありませんから」

　ルカイヤは馬を下り、ひたすら恐縮するメディナの手を取って、彼女を立ち上がらせた。パルミラはラシードに馬を寄せて、小声で呟つぶやいた。

「驚いたわ。メディナがあんな機転の利く子だなんて、初めて知ったわ」

　これがあるから、ラシードはメディナを連れて行くことにこだわったのだ。

「あなたは、こうなることを全部知っていたのね。だから何も言わなかった」

「ああ。知ってしまうと、つい、それを意識した行動をしてしまうからな」

「そのせいで『歴史』が変わってしまうかもしれない、ってこと？」

「そうだ。ここを通るとき、今の連中は避けては通れない。かなり手て練だれの連中だ。何度も負けたよ。正直、どれだけやり直しても、ここは抜けられないと思っていた。ところが初めてメディナを連れて行ったとき、今のような振る舞いをして、切り抜けることができた。だからメディナは必要なんだ」





４　同日　午後






　盗賊たちをやり過ごしたラシードたちは、灰色の砂と石と岩がどこまでも広がる茫ぼう漠ばくとした山地へとやってきた。メセタ山脈だ。

　断崖に左右を囲まれた険しい山道を目の前にして、クライシュが溜ため息いきを吐ついた。

「ずいぶんと険しい隘あい路ろですね。岩がむき出しで、足場も悪そうだし、草木が一本もないっス。……まさか、この道を通るんです？」

　ラシードは静かに首を振った。

「いや、この道は通らない」

「で、ですよね。さすがにこの道はないっスよね」

「通るのはここだ」

　クライシュが絶句する。ラシードが指差したのは、岩肌の露出した断崖絶壁であった。

「山道は、山賊や密輸商人の活動範囲だ。肉食動物と鉢合わせすることもある。危険だ。だから山道を避け、この断崖を登る」

「いやいやいや、その理屈はおかしいですって！　余計に難易度高いじゃないっスか！」

「馬と荷物は諦める。まず俺が先に登る。その後、ロープを吊つるすから、それを命綱にしてクライシュ、メディナの順で登れ」

「マジかよ……」

「メディナはこんなところを登れる自信がありません……。多分、落ちて死にます……」

　泣き言を口にする騎士見習い二人を、ラシードは無視した。

「パルミラは鎧よろいを脱いで、聖なる盾アイギトラと一緒にロープに括くくり付けろ。それを俺が上で回収した後、最後にパルミラがルカイヤ様を背負って登れ」

「わ、私だけ特別扱いしてもらうわけにはいきません」

　ルカイヤは強がった。珍しく、冷静さを欠いている。仲間たちに助けられてばかりで自分だけが何もしていない、という無力感を抱いているのだろう。

「駄目です。あなたは自力では登れません。落ちて死にます」

　簡潔なラシードの言葉に、皆の顔が蒼あおくなった。危険だ、でも、死ぬかも、でもない。死にます、である。実際にそのような『歴史』を、ラシードは見てきているのだ。

「でも、よりによって、ここを登るの？　随分と脆もろそうに見えるけど……」

　パルミラは不安がった。灰色の石ころが積み重なってできている礫れき層そうの崖だ。今にも崩れそうな、不安定な地層に見える。

「いや、これが意外に崩れない。石と石とがしっかりと嚙かみ合っているから、隙間の砂はこぼれても崖そのものが崩壊することはない」

「ここ以外は、全部駄目なの？」

「全部駄目だ。ここしかない」

　その結論を出すまでに、『歴史』を何十回やり直したことか。

「ラシードさん、さらりと言う一言が、メディナにはいちいち怖いです……」

　時間が惜しい。メディナの弱音には答えず、ラシードは岩壁の出っ張りに足を掛けた。ところどころに石が露出しているので、そこに足を掛けられるし、手でつかむこともできる。するすると上へ登っていく。

「先輩、めっちゃ器用ですね。先祖、猿っスか？」

「敬けい虔けんな崇遷教徒にあるまじき異端の考えだぞ、それは」

　クライシュの軽口に生真面目に応じると、ラシードはひたすら手足を動かした。

　ほどなくして、ラシードは崖の上まで登り切った。ロープを崖の上に一本だけ生えているオリーブの樹きに巻き付けて固定し、それを下へと垂らす。

　続けてクライシュが登る。「これ、シャレになんないでしょ」だの「先輩、これやべえですって」だの騒ぎながら、ラシードの辿たどった道すじを正確になぞり、ついには崖の上に手をかける。途端、クライシュの態度が一変した。

「思ったより楽勝でしたね」

　言った次の瞬間、クライシュの手が滑った。とっさにラシードがロープを引かなければ、真っ逆さまに落ちていったところだ。

「命綱がなければ死んでいたな」

　もはや冗談を言う余裕すらなく、クライシュは無言で崖を登り切った。

　問題は次のメディナである。クライシュよりもずっとどんくさく、腕力でも体力でも劣る。加えて注意力が散漫なところもある。

　途中までは、なかなか調子がよかった。ところがもう少し、というところで、メディナは力尽きようとしていた。

「もう駄目です。メディナはお腹なかが空すいて力が出ません」

　ラシードは崖の上から、大声で騎士見習いの少女を励ました。

「メディナ。上まで登れば、菓子パンにありつけるぞ。これまで毎日食べてきた乾パンじゃない。菓子パンだぞ」

「ほ、本当ですか!?」

　たちまちメディナの目が、陽光を受けた海原のように輝く。

「本当だ。俺は、食い物のことでお前に噓うそをつく勇気はない」

「分かり……ました。ラシードさんのことを信じます。でも、もし噓だったら……」

　最後の頑張りで、メディナはどうにか崖の上まで登り切った。ぜいぜい、はあはあと息を切らしながら、その場にぶっ倒れる。クライシュが疑いの眼差しをラシードに向けた。

「……菓子パンが手に入る当てなんて、あるんスか？」

「あれを見ろ」

　崖の上に建っているのは、古ぼけた石造りの施設である。薄汚れた赤い屋根の上には、銀の十字架が見える。

「修道院……ですかね？」

　クーファ建国よりも前に建てられた、聖十字教の修道院の廃はい墟きよだ。世俗との交わりを絶って修行に励む者たちが集団生活をする聖域である。

「あそこで生活している者たちがいる。彼らに分けてもらう」

「でも、こんなところに誰が住んでるんスか？　まさか、まだ聖十字教の修行僧が残っているとか？」

　崇遷教を奉ずるクーファ王国の支配が長きにわたった結果、国内に聖十字教の信徒はほとんどいなくなっている。

「そろそろ、あちらから接触してくるはずだぞ」

　言いながら、ラシードはパルミラがロープに括り付けた彼女の鎧と盾を拾い上げている。ほどなくして、建物の中から、斧おのを持った髭ひげ面づらの男が姿を現した。ラシードたちを見て、驚いたように叫ぶ。

「貴様ら、どうやってここに来た!?」

　明らかに人相がよくない。修行僧でないことは確かだった。

　困惑するクライシュに、ラシードは淡々と説明した。

「荒れ果てた修道院を、山賊どもが砦とりでとして活用している。よくある話だ」

「山賊を避けるために、山道をやめて断崖を登ったんじゃなかったんスか！」

「俺はそんなことは一言も言っていないが？」

「卑ひ怯きよう者！　鬼！　悪魔シヤイターン！　ラシード先輩、マジえげつねえっス！」

　パルミラは、まだルカイヤを背負って断崖を登っている最中だ。メディナは登ったところで体力が尽きてしまい、地面にへたり込んでいる。

　つまり、ラシードとクライシュの二人だけで山賊の相手をしなければならない。

「勘弁してくださいよ……」

　クライシュは頭を抱えた。山賊は、大声を出して仲間を呼びつけている。逃げ場はない。

「覚悟を決めろ。敵の数は十八。俺がそのうち十五を仕留めるから、お前はたった三人を殺やるだけでいい。簡単だろう？」







　両手両足を伸ばし、パルミラはまっすぐに断崖を登っていく。

　その背中で、ルカイヤは呟いた。半ば称賛、半ばは呆あきれるような声だった。

「パルミラは私を背負ったまま、よく登れますね」

「ルカ様は軽いですから」

「私は確かに軽いですが、普通は人間を一人背負って崖を登るなんて、無理ですよね」

「まだまだ余裕ですよ」

「そうですか。私はもう体力の限界です。背負われているだけの私が言うのも変ですが」

　しがみついているだけでも、体力は消耗する。日差しも強い。

「もう少し、もう少しですから！　きっと山上では、ルカ様がお好きな、真っ赤な薔ば薇らの花が咲いていますよ。だからもう少しだけ、頑張ってください」

　パルミラは、必死でルカイヤを励ました。断崖を登り切った先で出迎えてくれるのが、真っ赤な薔薇ならぬ、山賊たちの血まみれの死体とは知らずに……。





５　葡萄の月イナブ　二十五日






　ラシードは悪夢の中を彷徨さまよっていた。




　彼の前に広がっているのは、何度経験しても慣れることのない、おぞましい虐殺の光景だった。胴のない首。腕のない胴。無残な死体の中には、槍やりに串刺しにされたものもあれば、頭を鎚鉾メイスで潰されたものもある。勇敢に戦って非業の死を遂げた騎士もいれば、捕らえられ半ば戯れに嬲なぶり殺された兵士もいる。おびただしい数の死体が見渡す限りに広がっている。どれも味方の、クーファ軍のものばかりだった。

　いずれ獣たちに食い荒らされ、蛆うじが湧き、蠅はえが群がり、墓標すら作られず、彼らが確かにこの世に生きていたことすら忘れ去られてしまうのだろう。

　まただ。また、味方を救えなかった。ラシードは、苦悩する。どうして俺だけが。どうして俺だけが、何度も何度も、こんな目に。なんで俺なんだ。畜生。

　もうたくさんだ。もはや、クーファがどうなろうと知ったことか。いっそ死んだ方がましだと思いたいところだが、自分が死んでもまた『歴史』が遡るだけだということを、ラシードは知っている。実際、この戦いで生命いのちを落とした回数は、数えきれない。五十回目までは、このサルファ河で死ぬことの方が多かった。七、八十回ほど繰り返したところで、いくらかは生き延びるコツをつかんだ。それでも味方が大敗することには変わりはなく、クーファの滅亡を阻止することはできなかった。

　百を超えて、ついに数えることを諦めた。

　自分はこの地獄ジヤハンナムから、永久に抜け出せないのではないか。永遠に、苦しみ続けることになるのではないか。そう考えると、どれだけ戦ったところで虚むなしい。初めての頃と比べると自分は桁違いに強くなった。だが、それを活いかすことなど、できそうにない。

　鬱屈した心のまま、迫りくる敵の斬撃を立て続けに防ぎ、その首をまとめて竜閃剣ドラコニアで斬り落としたそのとき、ラシードの視界の片隅に、かすかに映るものがあった。

　騎士と騎士が、剣を交えている。

　一方的な殺さつ戮りくだけが行われているはずのこの狩猟場で、ラシード以外に、まだ戦っている者がいる。

　まだ生き残っているクーファ騎士がいるのだ。

「まさか……パルミラ!?」

　意外な相手に驚いて、ラシードは目を凝らした。間違いない。同僚の女騎士だった。女の身に、この戦場はあまりにも過酷だ。真っ先に殺されているものだとばかり思い込んでいた。だが、この絶体絶命の状況の中で、剣を振るい、盾をかざして、彼女は必死に生きようとしていた。血ち塗まみれになりながらも、まだ死ねない、自分には守るべきものがあるのだと、必死に運命カダルに抗あらがっていた。

　助けなければ。

　強く思った。同時に、よくぞ生きていてくれた、と胸が熱くなった。他の誰でもない、彼女が生きていてくれたことに、強い喜びを感じた。ラシードは一人ではない。一人ではできないことも、二人ならできるかもしれない。この戦況を覆すのは無理でも、敵に一矢報いてやることができるかもしれない。

　見渡す限りの絶望の大地に咲いた、ほんの一輪の希望の花に、ラシードはすがった。

　わずかな、だが確かな期待を抱いて、ラシードは馬首を翻した。

「パルミラ！　今、助けるぞ！」

　ラシードがそう叫び、馬を走らせた瞬間だった。

　どこからか飛来した一本の矢が、パルミラの肩に突き刺さった。よほどの剛ごう弓きゆうの使い手だったのだろう。矢は彼女の身体からだを貫通し、鮮血が薔薇のように舞った。

　パルミラは力なく落馬した。

　本当に唐突で、一瞬、何が起こったのか分からないほどだった。

　戦場では、誰かの死は、何の伏線もなく突然訪れる。

　分かってはいた。分かってはいたが……。

「いいや、お前は何も分かってはいなかったのだ……」

　ラシードの脳裏に、悪魔シヤイターンの嘲あざ笑わらう声が響き渡った。

　この無限に繰り返される地獄ジヤハンナムでは、希望とは、次に来る絶望をより深めるためにのみ在るのだ。本当の意味での希望など、存在してはいないのだ。

「ラシードよ。この悪夢の中を、お前は永遠に彷徨うのだ……」







　目を開けると、そこにあったのは銀髪の若い女の顔だった。

「パルミラ!?　死んだ、死んだはずでは……どうして、どうしてお前が……！」

「ラシード、落ち着いて」

　甘美な匂いがラシードの鼻孔をくすぐり、繊細なパルミラの指が、彼の額の汗を拭った。どうやらラシードは、パルミラの膝の上で眠っていたらしい。

「あなたは悪い夢を見ていたのよ。随分と、うなされていたわよ」

「ああ……」

　そうだ。ここは、山の上の修道院。山賊どもがねぐらにしていたのを襲撃したのだ。ラシードが十五人、クライシュも三人の敵をすべて倒して、ここを占拠したのが昨日のことだ。ルカイヤやメディナは、久々に柔らかいベッドで眠れると歓喜していた。

　状況を把握すると、すぐさま、ラシードは跳ね起きた。パルミラはむっとした。

「そんなに、わたしの膝の上は嫌だった？」

「……あまり、そういうことをするもんじゃない」

　良家の子女にしては、無防備である。パルミラ自身は、単に悪夢にうなされているラシードを介抱しようとしただけのつもりだろうが……。

「それはそれとして……すまない、取り乱した」

「ちゃんとベッドで寝たら？　ここ数日、ほとんど寝ていないんでしょう？」

　ラシードは藁わらの中で休息を取っていた。夜中まで見張りをしていた彼は、途中でクライシュと交代し、ここで眠りに就いた。短めの仮眠だけで済ますつもりだったのだが、やはり疲れが相当に溜たまっていたらしい。結局朝まで眠ってしまったのだ。

「寝ると、これだ。悪夢にうなされる」

「だから寝ないようにしているの？　それは順序が逆じゃない？　ちゃんと寝ないから、そんな夢を見てしまうのよ」

　そんな単純なものじゃない。

　反論したくなるのを、ラシードはぐっと堪こらえた。

　この孤独感は、誰にも分からない。

　ほんのわずかな希望さえ、次の瞬間には、絶望に取って代わられる。この無限の苦しみは、体験した者にしか、決して分からない。

「あなたが何度も繰り返しているという『歴史』の中で、わたしは何度も死んでいるのね」

「……そうだ」

「あなたの言うことを、わたしはまだ信じたわけじゃないわ。でも、そう告げられると、やっぱりきついわね」

　込み上げてくる思いに、ラシードは押し潰されそうになった。彼は、パルミラにすべてを話してはいない。たくさんのものを胸の内に抱えて、ずっと一人で戦ってきた。

　いっそ、話してしまおうか。

　不意にそんなこと考えて、彼は慌てて自分の心を否定した。

　馬鹿な。俺はどうかしている。絶対に、話せることじゃない。

　パルミラはきっと、優しく同情の言葉を投げかけてくれるだろう。それが、彼をなおいっそう苦しめると知らずに。だから、何も話すわけにはいかない。

　ただ一つの可能性、ただ一つの希望に、ラシードは賭けている。それを台無しにするわけには、いかないのだ。

「朝食の準備ができているわ」

　静かにパルミラは微笑ほほえんで、部屋の外へと戻っていった。







　パルミラがラシードを起こしに行っている間に、ルカイヤは一足早く食卓についていた。

　幸せを嚙かみ締しめるような表情で配膳をしているのはメディナだ。何しろ久々の、温かいパンとスープの朝食である。

「まさか山賊さんたちの蓄えに、ムルシア豆があるなんて。メディナはムルシア豆のスープが何よりも好物なのです。山賊さんたちに、心から感謝です」

　スープのいい匂いにつられてメディナが起き出したのは、つい先ほどのことだ。朝が苦手なルカイヤとは違い、起き掛けから元気いっぱいである。やたらと張り切って、スープの木皿と温かいパンをルカイヤの手元に運んだ。

「王女さまは、こんな庶民の食べるものは食べたことがないでしょうけど。これが意外とおいしいんですよお」

「知っていますよ。というか、そのスープ、私が作ったのですが……」

「え？　王女さまが!?　パルミラさんが作ったんじゃないんですか!?」

　仰天して、メディナはぱちくりと目をしばたたいた。

「そもそも王女さま、お料理できるんですか!?　王女さまなのに!?」

「ルカ様は、民間でお育ちになったのよ」

　隣の部屋から、声とともにパルミラが姿を現した。

　ルカイヤは国王マリクハシム七世の娘だが、王と王妃の間に生まれた子ではない。ハシム王が王妃の侍女を見初め、産ませた子がルカイヤだった。王の子を産んで、母は幸せとはいかなかった。嫉妬深い王妃の魔手から身を隠すため、ルカイヤの母は幼い娘を連れて鷲獅子グリフイン宮を去らなければならなかった。

「私は四歳から十歳までの日々を、母と二人で、下町で過ごしたのです。それはそれは貧しい生活でしたよ。それこそ、その日食べるパンにも事欠くような」

　その暮らしに終止符が打たれたのは、ルカイヤの母が疫病で死に、王妃の産んだ二人の王子もまた、相次いで同じ病でこの世を去ったためである。王はただ一人血のつながった娘を再び王宮に迎え入れる決意を固めた。

「そ、そうだったんですか。それは大変でしたねえ、ぐすっ」

「え、ちょっとメディナ？」

　メディナがいきなり涙ぐんだので、パルミラが慌てた。

「王女さま、苦労されているんですねえ、そうとは知らずに、メディナは能天気に……えっぐ、えっぐ」

「あの、メディナ？　わたしの服の袖で洟はなをかむのはやめてくれない？」

　パルミラは呆あきれている。ルカイヤはいたずらっぽく微笑んだ。

「そんなわけだから、私などよりも、実はパルミラの方が、よほどお嬢さまなのですよ」

「パルミラさんの実家、すごいですもんねえ」

　などと女同士で話をしていると、クライシュがやってきた。

「おはようございます。おほっ、このスープ、パルミラ先輩の手料理っスか？」

「残念ですね。作ったのは、私です」

「え、ルカイヤ様が!?　マジで!?」

「でもクライシュの分はありませんよ。あら、この胡桃くるみのパンはおいしいですね」

「……ルカ様も、クライシュの扱いに慣れてきましたね」

　パルミラが苦笑いした。クライシュが抗議の声を上げると、それを搔かき消すように、メディナが身を大きく乗り出して歓呼の声を上げた。

「この胡桃パンがおいしいとおっしゃいましたか！　王女さまはなかなかお目が高い！」

「ものすごい食いつきようですね。メディナはパンには詳しいのですか？」

「メディナはですね、パン屋になろうか、騎士になろうか迷って、騎士を志したんですよ」

「そ、それは珍しい経歴ですね……」

　最近は平民出身の騎士や騎士見習いも増えている。メディナもその一人であることは、ルカイヤも聞いている。

「メディナは実家がパン屋なんですけど、けっこう常連に騎士の方が多くてですね。皆さん、いつも本当においしそうにパンを食べていたのです」

「訓練したら、腹へるもんな」

　そう呟つぶやいたクライシュは、メディナがスープをよそってくれないので、自分で木皿を取り出している。

「そんな騎士の皆さんを見ていたら、メディナはパンを作るよりパンを食べる方が好きだから、騎士になるべきだという結論に達しました！」

「誰だよ、こいつを騎士見習いに採用したアホは……」

「あ、それは……」

　気まずそうに、パルミラが手を上げた。

「多分、うちの父だと思う……」

　メディナが騎士見習いに採用されたのは二年前。国柱将軍アミールだったパルミラの父ハミドが騎士見習いの採用担当官を務めていたのだ。亡くなる直前のことである。

「あ、そうでした。どうして騎士を志したのですか、って担当官の方に聞かれて、『王女さまの護衛をされているパルミラさんに憧れて、絶対騎士になりたいって思いました』って答えたら、即座に『採用！』って言われたんですよね。まさか、その人がパルミラさんのお父さんだとは、そのときは思いませんでしたけど」

「先輩のお父さん、けっこう親バカだったんスね……」

　国柱将軍アミールとて人の親ということだ。メディナの秘められた才能を見抜いた、という可能性もゼロではないが……。

「でも、パルミラさんに憧れて騎士を目指したのも本当ですよ！」

「それを言うならオレだってパルミラ先輩と結婚したくて騎士見習いになったんスよ！　先輩、結婚してください！」

「ちょっと、雑な求婚はやめてくれる!?」

　パルミラは呆れ顔だ。不意に、ルカイヤは噴き出した。どうということもない会話がなぜだか無性に楽しくて、笑いがこみ上げてきた。

「ルカ様……？」

「ああ、ごめんなさい。あなたたちを見ていると、飽きませんね」

　こんなときでも、いやこんなときだからこそ明るく振る舞う仲間たちが、ルカイヤには嬉うれしかった。
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　山賊のねぐらで馬を調達し、一行はズライハ城に向けて出発した。メセタ山脈を越え、さらに二日半の道のりを進んだ。街道沿いにいくつかの村々を通過したが、どこも閑散としており、人の気配は少ない。中にはクーファ軍大敗の知らせを聞いて、村人がこぞって逃げ出したと思おぼしき村すらあった。

「見えてきたぞ」

　先頭を行くラシードが、唐突に呟いた。目的地であるズライハ城がついに姿を現したのである。葡萄の月イナブ、二十七日のことであった。

　パルミラは馬上から前方を見晴かした。左から右、つまり北から南へ、小さな河が流れている。その向こうに赤みを帯びた砂岩の城が見える。これがズライハ城なのだろう。背後の三方は小高い山に囲まれている。

　古いなりに、なかなか立派な城ではある。天然の地形を上手うまく活用しており、見るからに堅固だ。だが、壮麗さにかけては王都ヘネラリーフェに比べるべくもない。聞けば、英雄王ターリク一世が近隣の敵を防ぐために建てた城だという。純軍事的な城塞カルアという印象で、ヘネラリーフェに代わるクーファの新たな都には到底なりえない。

　とはいえ、まずはここに腰を落ち着けるしかない。

「あれがズライハ城……やっと、着いたのね」

「だがその前に、奴やつらを片付けないとな」

　と、ラシードは何かを指差した。見ると、赤いマントを着た騎士のような雰囲気の者が二名、馬上からズライハ城の様子を窺うかがっている。マントの下で、陽光を受けて何かが銀色に光った。クルセイド軍の甲かつ冑ちゆうだ。

「斥候だな」

「まさか、こんなところにまで!?」

「倒してしまえば問題ない。パルミラ、お前は右を狙え。俺は左をやる」

　パルミラは緊張したが、ラシードは涼しい顔である。何度も体験している出来事なのだろう。二人は馬を下り、丈の長い草むらの中に隠れると、弓を強く引き絞った。

　二名のクルセイド騎士は、斥候任務のために兜かぶとを脱いでいた。それが仇あだとなった。パルミラとラシードが放った矢は、それぞれ敵の首と後頭部に命中した。もんどりうって落馬した二人のクルセイド騎士に素早く駆け寄って、容赦なくとどめを刺す。

「クライシュ。このクルセイド騎士の甲冑を剝はいでくれ。使い道がある」

「とほほ。このクライシュ、追い剝ぎに身を落としたくはなかったっス」

　ぼやきながらも、クライシュは騎士の死体に近寄り、作業を開始した。

　その様子を見ていたのだろうか。ズライハ城から、馬を走らせてくる者たちがいる。先頭にいる文官風の若い男が、ルカイヤを見て破顔した。

「王女殿下、よくぞご無事で。王都が敵に包囲されていると聞き及び心配しておりましたが、まさかこのズライハ城にお越しいただけるとは。感激の至りです」

「あなたが城主ですか？」

　それにしては若い。まだ二十代の前半くらいだろうか。

「いえ。僕はズライハ城主アムルの息子、イトバーンと申します。殿下のお姿は、王都の鷲獅子グリフイン宮でお見かけしたことがあります」

「そうですか。城主はいらっしゃいますか？」

「その……父はサルファ河での我が軍の大敗を知り、城に貯ため込んだ財貨を持って南方の港湾都市へと逃げてしまいました。今頃はたぶん、船の上かと」

　親の恥を話しているのに、取り繕うことをしなかった。随分と、正直な男である。

　城主が逃げたと聞いても、それほどの驚きはなかった。ここにやってくるまでにも、土地を捨てて流民となった人々を随分と見てきた。

「もはやクーファの滅亡は不可避だ。クルセイド軍は異教徒を容赦なく皆殺しにしていると聞くぞ。こうなりゃ、海の向こうに逃げるしかねえ」

　そんな考えが、クーファの民に広がりつつある。そもそもクーファ建国の祖であるターリク英雄王も、東の大陸での政争に敗れてこの地へと逃れてきたのである。同じことをするだけだ。

「で、あなたはどうして逃げなかったの？」

　パルミラが尋ねると、イトバーンはまっすぐな瞳を向けてきた。

「父はズライハ城の城主という地位を嫌っていました。本当は王都で国王陛下に仕えて華々しい活躍がしたかったのに、上官に憎まれてこんな辺境の地に左遷させられたと思っていたんです。でも僕はこの土地が好きです。この城で生まれ、この土地の人たちに育ててもらいました。だからここを見捨てることなんてできません」

「それはよい心がけですね。国王マリクに代わって、礼を言います」

　ルカイヤは深く頷うなずいて、イトバーンの手を取った。イトバーンは赤面しつつも感激して、ルカイヤへの忠誠を誓った。

「このズライハ城から、クルセイド軍への反撃の狼煙のろしを上げます。皆さん、私を補佐してくださいね」

　誇らしげにルカイヤは言い、イトバーンに城への案内を頼んだ。

「ルカイヤ様。水を差すようですが、悪い知らせがあります」

　馬を走らせながら、険しい顔でラシードが言った。

「クルセイドの大軍が、このズライハ城に向かって進軍中です」
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　クーファ王国が《西方大陸マグリーヤ》の最南部に建国されたのは、およそ四百年前、覚醒暦三五二年のことだ。

　当時、この地を支配していたのは、「ただ十字架に向かって祈ることのみが、魂の救済につながる」と説く聖十字教徒たちだった。統一された王国はなく、各地で諸侯領が乱立し、互いに激しく争っていた。民は貧しく、常に諸侯の争いの犠牲となっていた。

　そんなとき、海の彼方かなたから、ターリクという男に率いられた崇遷教徒の傭よう兵へい集団が現れた。《東方大陸オリエンテイーヤ》での権力争いに敗れ、クーファの地に逃れてきたらしい。

　崇遷教は、「人生とはすべて旅であり、見果てぬ土地にこそ神の叡えい智ちは宿っている」と教えている。彼らは初めて足を踏み入れた《西方大陸マグリーヤ》に無限の希望を見み出いだしていた。

　当初はたかだか百人程度の小さな集団だった。だが数年後には、ターリクは諸侯の誰一人及ばないほどの武力と影響力を保持し、ついには国王マリクを称するまでになっていた。

　名将サルム、ルスタムら傑出した部下たちに支えられ、ターリクはクーファ全土の征服戦争に乗り出した。異教徒にも寛容な彼の王国は民衆から広く支持されて、現在に至るクーファ王国四百年の礎が築かれた。

　聖十字教が支配的な《西方大陸マグリーヤ》にあって、崇遷教を国教とする異色の王国が、こうして成立したのである。

　歴代のクーファ王は海上交易を重視し、《東方大陸オリエンテイーヤ》や《南方大陸イフリーキーヤ》と積極的に通商した。その豊かな富に巧みな外交政策も織り交ぜて、クーファは繁栄した。

　その安定を一変させたのは、三十年ほど前、覚醒暦七二〇年に起こった、ある政治的変調だった。聖十字教を信奉する諸国のいくつかが統合され、《西方大陸マグリーヤ》の過半を支配する超大国が生まれたのだ。クルセイド覇帝国である。クルセイドは精強な軍隊を整えたのみならず、聖十字教以外の宗教を偽りの邪教と呼び、排除する方針を打ち出した。

　それは、クーファの繁栄の終わりの始まりだった。

　覚醒暦七三四年、クーファでハシム七世が即位すると、その政治的間隙を縫い、クルセイド軍はクーファに侵攻した。そして瞬く間にクーファの《北部地域マー・ワラー》を占領した。

　領土の割譲を条件に和平が成立したが、クーファは国土の五分の二を失い、ハシム七世は政治への意欲を失った。民衆は不満を募らせ、実直だが非常事態への対応には疎い当時の王国宰相ハージブが失脚し、クーファの政治的混乱は連鎖した。

　ユースフ家のアジーズという男が王国宰相ハージブに就任したのは、そんな折であった。名家の出身であること以外、何の能もない人物だが、野心と欲望だけは有り余っていた。

「クルセイド人ごとき野蛮な狼おおかみどもに、これ以上いい顔をされてたまるものか。俺が王国宰相ハージブとなったからには、これまでのようにはいかぬぞ」

　和平条約に反し、アジーズはクーファ国内の聖十字教徒を弾圧した。クルセイドは激怒し、国境付近の街にクーファの使節を呼びつけた。

　使節としてやってきたアジーズは、クーファ側を強く非難するクルセイドの使節たちを、逆に口汚く罵った。

「これは貴様ら卑劣なクルセイド人どもの陰謀だ！　世界で最も寛容で穏健なクーファ人は、異教徒を弾圧などしない！」

「今さら事実を否定するのか、アジーズどの。証人もいくらでもいるのだぞ」

「黙れ、この薄汚いクズめが！」

　いったん口火を切ると、アジーズの暴言は止とどまるところを知らなかった。

「これは捏ねつ造ぞうだ。クーファ人は世界で一番謙虚で礼儀正しく、差別や偏見のない民族だ。クルセイド人のごとき人間以下のウジ虫どもと一緒にするな！」

　一触即発の事態になってもおかしくはなかったが、そうはならなかった。アジーズのあまりに支離滅裂な主張に、クルセイドの急進派も真面目に怒るのが馬鹿らしくなったのだ。

「まあ、まあ。あの程度の愚物が王国宰相ハージブを務めている国です。今、攻めなくても、勝手に自滅していくでしょうよ」

　穏健派にこう諭されては、怒りもしぼんでしまう。他に対処すべき課題がいくらでもあるのも事実である。いずれ征服するにしても、慌てることはない。彼らはそう考えた。

　一方、王都ヘネラリーフェに帰還したアジーズは得意満面であった。

「俺が強気の外交で、臆病なクルセイド人どもを黙らせてやったのだ」

　そう彼は固く信じていた。主君であるハシム七世も彼の功績を讃たたえ、より多くの権限を与えて国政を任せた。

　愚劣な指導者の下で、クーファは徐々に衰退していった。

　そしてその十二年後、クルセイドではついに急進派が穏健派を押さえて主導権を握り、再びクーファへと侵攻してきたのである……。







　イトバーンの案内で、一行はズライハ城へと入城した。ゆっくり休みたいところだが、敵が迫っている。ただちに、作戦会議が始まった。集まったのは、『銀の間』と呼称される殺風景な部屋である。

　イトバーンが放った斥候により、およそ五千からなるクルセイド軍が、ズライハ城に向けて進軍中であることが確認された。ヘネラリーフェ方面に展開していたクルセイド軍が、その一部をこちらに差し向けてきた模様である。今夜にも、城に接近するだろう。

「こんな辺へん鄙ぴなところに、どうしてそんな大軍が……」

　呆ぼう然ぜんとして、パルミラが呟つぶやいた。もっともな話である。辺境の古城なら、敵の注意も引きにくい。そういう前提で、ラシードは一行をこの城に導いたのである。

「まさかとは思いますが、あなたの仕業ですか」

　ルカイヤが、疑いの眼まな差ざしをラシードに向けた。あっさりと、彼は認めた。

「そうです。俺が奴やつらを呼び寄せました」

「どういうこと？」

　困惑するパルミラに、ラシードは説明した。

「鷲獅子グリフイン宮の玉座アルシユの裏に、ルカイヤ様の名前で、クルセイド軍への挑戦状を隠しておいた。『クルセイド軍の諸君をズライハ城で待つ』とな。連中はそれを見て、部隊の一部をこちらに派遣したのだろう」

　その意味に気付いたらしく、パルミラの顔に暗い影が差した。王都や宮殿は、すでに敵の手に落ちたということだ。黄金の玉座アルシユもすでに略奪の憂き目に遭っているのだ。

「父は……国王陛下は、無事なのでしょうか」

　ルカイヤも蒼あおざめている。王としての務めを果たさぬ王とはいえ、血を分けた父である。

「まだ処刑はされていないはずです。俺が辿たどってきた、今までの『歴史』と同じなら」

「……そうですか。だとしても、さらに多くのクーファ人の血が流れたのでしょうね」

　ルカイヤは、目を伏せた。

「それなのに、私はおめおめと生きています。多くの仲間を犠牲にして……」

「それは感傷です。ルカイヤ様は、今のルカイヤ様にできることをするしかありません」

「ラシードの言う通りです。ルカ様がご健在だからこそ、クーファの民は最後の希望を持ち続けることができます」

「はい、それは分かってはいるのですが……」

　ラシードとパルミラが次々と諭しても、ルカイヤはすっきりしない顔である。

　メディナがおずおずと口を挟んだ。

「で、ラシードさんは、どうして敵を挑発なんかしたんですか」

「理由は二つある。一つは、ズライハの民や兵士たちから、俺たち一行が必ずしも歓迎されているわけではない、ということだ」

　すべてのクーファ人が王家に忠実なわけではない。「まさかクルセイド軍もこんな辺境までは来るまいと思っていたのに、王女が押しかけてきやがった。これでは敵の次の標的になってしまう」などと考える者も、多いだろう。

　その不満は、日に日に大きくなる。じきにクルセイド軍よりもルカイヤやパルミラたちに対して憎しみを抱くようになり、いずれそれが爆発する。若いイトバーンでは、それを抑えきれないだろう。

「むしろズライハの人たちの心の整理がつかないうちに、敵を呼び寄せた方がいい。我々に対する不満はいったん脇に投げ捨てて、彼らは懸命に戦うだろう。そして奇跡的な大勝利を上げれば、不満は軽く吹き飛ぶ。それどころか、クーファの旗頭であるルカイヤ様を守ったのは俺たちだ、俺たちこそがクーファの最後の砦とりでなんだと、強い誇りや一体感を覚えるだろう」

　そううまくいくだろうか、とルカイヤの瞳が告げている。彼女の懸念は当然で、ズライハ城には兵士が三百人ほどしかいない。

「もう一つの理由は、もっと大きな戦略上のことだ。ここで一度敵を叩たたいておかないと、クーファ全土があっという間にクルセイド軍に征服されてしまう。だから今のうちに一矢を報いる必要がある」

「いずれにしても、勝算あってのことなのね？」

「もちろんだ」

　パルミラの問いに、ラシードは深く頷うなずいた。

「本当に、たった三百の兵で、五千の敵を打ち破ることができると？」

「できる。俺の指示通りに皆が動いてくれたなら、の話だがな。それとも、まだ俺のことは信用できないか？」

　問いかけるラシードの瞳に、パルミラは生真面目な表情で答えた。

「分かった。あなたの作戦通りにやってみる。それでうまくいったら、あなたの言っていることをすべて信じるわ」

　パルミラの視線が、ルカイヤに向けられた。この金髪の姫君は、ラシードの話に極めて懐疑的な態度を取っている。だが、そろそろ認識を改めてもらわなければならない。

「この国は、ろくでもない国です」

　ルカイヤが口を開くよりも早く、ラシードは言った。率直な物言いに皆がぎょっとする中、ルカイヤは眉一つ動かさなかった。

「そうですね。国王マリクが政務を投げ出し、王国宰相ハージブが私利私欲に走るような国です。ある意味では、国が滅びるのも当然なのかもしれません」

「はい。それでも俺は、この国を救いたい。俺にとって、このクーファは自分が生まれ育った、特別なところだからです。それに……俺の守りたいものは、この国を守ることでしか守れない」

　千億の亡国、千億の絶望の中に見み出いだした、たった一つの希望。それを守るために、ラシードはあらゆる手段を用いるつもりでいた。

「分かりました。私もあなたを信じましょう」





２　同日　夜






　ズライハ城攻略の任を受けたクルセイド軍を率いていたのは、三人の武将であった。政戦両略に長たけた若手のギフレ将軍、恰かつ幅ぷくのよい親分肌のコルドバ伯、異教徒に対する強硬派として名高いラモン司教である。

　三人の率いる五千の大部隊は、数日間の行軍の末に、ついにズライハ城のふもとまで到達した。ズライハ城の手前を流れる河に臨んだ平原に三人それぞれが自身の部隊を取りまとめて陣営を築き、夜に備えた。

　野営地を一ヶ所にまとめていないのは、三人の関係に距離があることを示している。互いへの競争心がよい方向に作用することもあるが、ラシードとしては、そこに付け込む隙がある。先ほど奪ったクルセイド騎士の甲かつ冑ちゆうをまとい、ラシードはギフレ将軍の率いる右翼部隊の陣営に紛れ込んだ。

　ギフレは万事抜かりのない性格だ。その夜もまめに陣営を巡回し、外部への警戒に努めている。クルセイド騎士を装って、ラシードはギフレに近寄った。

「お前は？」

　ギフレが問いただした。安全な陣営の中にもかかわらずラシードが顔の正面を覆う兜かぶとを着けているので、不審に思ったのだろう。彼は部下たちの顔と名前をすべて覚えている。素顔を見せるわけにはいかない。

「マウリシオです。このような格好で、失礼します」

「どうして兜を着けたままなんだ？」

「最近、兜の調子が悪いもので、ラウルの奴に頼んで打ち直しをしてもらったんですよ。今、ちょうど試着していたところです。それより将軍、あれをご覧ください！」

　ラシードが指し示したのは、ズライハ城を囲む山脈の尾根だった。月明かりに照らされて、ひとつの騎影が浮かび上がった。

　美しい金髪をなびかせた、華きや奢しやな少女の姿である。

「あれは、ルカイヤ王女だ」

　ギフレは息を吞のんだ。彼は外交使節としてヘネラリーフェを訪れたことがあり、ルカイヤとは面識があるのだ。

「本当に、王女でしょうか？　偽者では？」

　あえてラシードが尋ねると、ギフレは力強く断言した。

「俺が彼女と面会したのは一度きりだが、これほどの美び姫きの顔を忘れるものか。間違いなく本人だ。ズライハ城では防衛は不可能と見て、単騎で脱出したに違いない。追うぞ！」

「お待ちください。罠わなかもしれません」

「敵に十分な仕掛けや伏兵を用意するだけの余力があるとは、到底思えない。仮に何か小細工がしてあったとしても、簡単に蹴散らせる」

　自信たっぷりにギフレは言い、すぐさま側近たちを招集した。

「ルカイヤ王女を捕らえれば、それで遠征の目標は達成される。ズライハ城のごとき辺境の城は、放置してよい。逆に王女を捕らえ損なうようなことがあれば、ズライハ城を占拠しても意味がない。ここは追うべきだ」

　ギフレは部下たちからの信頼が厚い。彼の判断に、誰も異議を唱えなかった。

「将軍。コルドバ伯には、私の方から連絡します」

　ラシードが申し出ると、ギフレは頷いた。

「よろしく頼む」







「なぜギフレの奴はわしの指示通りに動かないのだ!?」

　クルセイド騎士になりすましたラシードの報告を聞いて、コルドバ伯は苛いら立だちを側近たちにぶちまけた。中央部隊を率いる彼は、ズライハ方面軍全軍の総司令官でもある。

「敵が挑発行為をしてきても、決して乗るな──。わしは打ち合わせのとき、奴にそう何度も念を押したではないか」

　ラシードはほくそ笑んだ。自分の才覚に自信があり、独自の判断で動くギフレを、コルドバ伯は「自分勝手な行動をする困った奴」と思っている。彼なりにそれを憂慮してギフレに忠告したのだろうが、見事に裏切られる結果になったのだ。

「奴は、自分だけが頭がいいと思っているのです」

「さよう。若い者は、本当に生意気で。年長者であるコルドバ伯閣下を軽視すること、はなはだしいものがあります」

　ここぞとばかりに、側近たちはギフレへの不満をぶちまけた。自分たちより若く、しかも出自もよくないギフレが将軍に抜ばつ擢てきされたことに、彼らは嫉妬の念を持っている。

「ギフレ将軍は、自分が王女を捕らえて、手柄を独り占めする気かもしれません」

　ラシードが煽あおると、コルドバ伯はさらに発想を飛躍させた。

「あるいは……考えたくはないが、裏切ったか」

　使節としてヘネラリーフェを訪問したギフレがルカイヤ王女の美貌を褒めちぎっていたことを、コルドバ伯は知っている。

「奴はもしかして、愛いとしい女を守るために、祖国を捨て、仇きゆう敵てきの下に走ったのではないか。王女を捕らえるためではなく、保護して味方するために、軍を動かしたのではないか。そもそもそのために、ズライハ方面への遠征に志願したのでは……？」

　コルドバ伯の推量は、邪推として一笑に付されるべき類のものであった。だが、それを強く支持する者がいた。

「その可能性はあります。いえ、きっとそうに違いありません」

　声高に断言したのは、身の丈ほどもある大剣を背負った騎士であった。

「イグレシアス……！」

　畏怖の念とともに、ラシードは心の中で男の名を呟つぶやいた。クルセイド軍で最強の勇者と自任している男だ。それがうぬぼれではないことを、ラシードは知っている。彼にとっては、もっとも警戒すべき敵であった。

　実はイグレシアスは、もともとギフレとは親しい仲であった。ギフレの才能を認め、何とか彼を引き立てようと考えたイグレシアスは、ギフレに自分の妹との結婚を持ちかけた。猛将イグレシアスの義弟となれば、貧しい平民出身のギフレにとっては大変な名誉であろう。そう考えてのことだったが、ギフレにとっては有難迷惑な話であったのだ。

　何しろイグレシアスの妹というのが、「兄そっくりのいかつい顔」「兄そっくりのごつい肩幅」「兄そっくりの野太い声」と、三拍子そろっている。容姿だけが女のすべてではないが、性格まで「兄そっくりの乱暴者」で、機嫌が悪くなるとすぐ召使いを顔が腫れるまで殴る、というのだからギフレとしてはたまったものではない。自分はヘネラリーフェで見たあの美姫が忘れられない、などと適当な口実を設けて結婚話を断ったのである。

「俺の妹ほど美しく淑しとやかで家庭的でしっかり者のよくできた女はいないというのに、ギフレの奴やつ、よほどその女に惚ほれこんでいるのだな」

　イグレシアスは、そう思い込んでいる。あくまでも兄の目には、妹がそう見えているのだ。これを機に二人は絶縁関係となっている。

　それらの事情を、ラシードはすべて熟知していた。

「やはり、そうか。ギフレをよく知るイグレシアスが言うのなら、十分ありうる話だな」

　そんなイグレシアスの言葉を聞いて、コルドバ伯は頷いた。すかさずラシードがたたみかけた。

「実は、我々ギフレ将軍の幕僚の間でも、将軍の動きが不審だという噂うわさがあります。ギフレ将軍はズライハ城に斥候を放ったはずですが、戻っている様子がありません。実は内応の使者で、今ごろズライハ城で歓待されているのではないかと……」

「なるほど、それは決定的だな」

　コルドバ伯は立ち上がった。邪推が、彼の中では真実となったのである。

「ギフレの部隊を、背後から攻撃するぞ！」







　コルドバ伯の下を離れたラシードは、ラモン司教率いるクルセイド軍左翼部隊の陣営へと駆け寄った。入り口で、見張りの兵士が呼び止める。

「どうした、コルドバ伯から何か連絡でも？」

　問いただした兵士の首すじに、ラシードは馬上から容赦のない斬撃を浴びせた。一瞬で刎はね飛ばされた男の首に、クルセイド軍の兵士たちは驚きよう愕がくした。

　慌てふためき、逃げ惑う兵士たちを、ラシードは一人、また一人と斬りつけた。竜閃剣ドラコニアが銀色の輝きを閃ひらめかせるたびに、断末魔の悲鳴が天高く轟とどろいた。死の旋律は、止とどまることを知らない。たちまち十人ほどのクルセイド兵が、異郷の地に骸むくろをさらした。

「クルセイド騎士がなぜ、我が軍に攻撃を仕掛けるのだ!?」

　ラシードがクルセイド騎士の鎧よろいを着ていたことから、ラモン陣営は混乱した。

「落ち着け。どんな姿だろうと、奴は敵だ。迎撃態勢をとれ！　弓兵部隊、射撃用意！」

　ラモン司教が兵士たちに指示を下した。さすがに指揮官だけあり、一般の兵士よりは冷静である。

　だが、兵士たちが弓を構えるより早く、ラシードは疾駆した。首を刎ね、腕を斬り裂き、あるいは弓の弦を断ち切って、速やかに弓兵たちを敗走に追いやった。

　ラシードはさらに馬を駆り、ラモンのいる本営へと肉薄した。すでにラモンは、屈強な護衛兵で脇を固めている。

　ためらいなく、ラシードは竜閃剣ドラコニアを振るう。四方八方を敵に囲まれながら、ラシードは正確無比な動作で、敵に付け入る隙を与えない。逆に一人を血溜だまりに沈め、もう一人に致命傷を負わせると、驚愕したラモンが、声を震わせながらクルセイドきっての猛将の名を口にした。

「さては貴様、イグレシアスだな！」

「違う」

　ラシードが短く答えると、ラモンはそれを一蹴した。

「噓うそを吐つけ、我が精鋭を相手にただ一騎でここまで戦えるクルセイド騎士など、貴様以外にいるものか！」

　ラモンがもう少し注意深ければ、謎のクルセイド騎士の武器が、イグレシアスの大剣ではないことに気付いたはずである。だが、ラシードの武威に圧倒され、平静を失ったラモンには、暗闇の中でそれを見分けることはできなかった。

「さてはコルドバ伯め、私のことを逆恨みしたか」

　ラシードは、ほくそ笑む。ラモンとコルドバ伯には、確執がある。彼はそこに付け込んだのだ。

　サルファ河での勝利の直後、コルドバ伯は崇遷教徒の美女を捕虜にした。奴隷にして連れ歩き、夜ごと慰み者にしようとしたのだが、ラモン司教は「異教徒の女に現うつつを抜かすなどもってのほか。この女は、伯を悪の道に誑たぶらかす悪魔の化身だ」と言い出して、拷問にかけたあげく殺してしまったのである。

　ラモンにしてみれば、コルドバ伯をひとかどの武将と評価していたからこそ、彼を堕落させる異教徒の女を排除したのだ。だがコルドバ伯の方ではそうは思わない。表向きは「司教のおっしゃること、まことにもっともだ。わしが間違っていた」などと殊勝なことを言いながら、内心は穏やかではなかった。二人の間には、深い溝が横たわっていたのだ。

「コルドバ伯め、恩を仇あだで返すとは、罰当たりが！　さては、ずっと私への復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていたのだな。本隊と遠く離れた辺境にいる今なら、私を暗殺してもばれはしないと思っているのだな」

　いったん筋書きが頭の中に出来上がると、ラモンはそれが真実であると信じ込んでしまったようである。

「そうはいかんぞ。イグレシアス、貴様の生命いのちはここで終わりだ！」

　ラモンが号令を下す。巨大な盾と長なが槍やりを持った兵士たちが、ラモンの前に整列した。これでラシードを串刺しにしようというのである。

　いくらラシードが武芸に秀でていても、これでは突破のしようがない。そもそも、するつもりもない。ラシードは馬首を翻した。飛んでくる矢を打ち払い、突き出された槍をかわして、ラシードは疾駆した。

　おびただしい数のクルセイド兵の死体を残して、彼はラモンの陣営を退いた。







「コルドバ伯が裏切ったぞ！　クーファの残党ごときを相手にしておる場合ではないわ！　奴に攻撃を仕掛けるのだ！」

　ズライハ城とクルセイド軍を隔てる河を、ラシードは馬で渡った。背後から、ラモンの絶叫が聞こえてくる。

「イグレシアスは、ズライハ城の方角に逃げていったぞ！　今ならコルドバ伯の陣営に奴はいない。その隙を突くのだ！」

　ラモンの部隊が、ゆっくりと動き始めた。コルドバ伯の陣営は、その動きに気付いていない。ギフレの部隊に気を取られているのだ。

「いいぞ。仲間同士で、派手にやってくれ」

　ラシードは冷ややかな笑みを浮かべた。彼の吹く笛に合わせて、クルセイド軍の全軍が踊り始めたのである。





３　葡萄の月イナブ　二十八日未明






　無我夢中で、ギフレはルカイヤの姿を追い、山道をひた走った。今夜は風が強い。順風に乗って追いすがるうちに、ギフレの速度についてこられる騎兵の数は、わずか百騎程度になっていた。

　ギフレを始め、クルセイド騎兵は馬術の達人ばかりで、かつ全員が選よりすぐりの駿しゆん馬めに乗っている。軍人としての訓練を受けたわけでもないルカイヤ王女が、それほど巧みに馬を操れるはずがない。必ず追いつけるはずだ。

　その希望を胸に峠に差し掛かったとき、思わぬことが起きた。左右の小山から矢の雨がギフレたちに降り注いだのである。悲鳴が上がり、何人かの兵士が落馬した。

「まさか、伏兵か！」

　暗闇の中で敵の数は分からない。だが、少なくとも二百か三百、あるいはそれ以上はいると思われた。数的に圧倒的な劣勢であるはずのクーファ軍が、ここでギフレを待ち受けるためにまとまった人数を揃そろえたこと自体が、彼の予測を超えていた。

「ばかな。ズライハ城に、まだこれだけの予備兵力があったとは。敵の兵の数を、過小評価していたかもしれん」

　予備兵力どころか、実はこれがズライハ城の総兵力なのだが、そんなことはギフレには分からない。まさかクーファ軍が城を空にしているなどとは、思いもしない。

「ええい、引け。まんまとしてやられたわ。味方のところに戻り、態勢を整えるぞ」

　ギフレの決断は早かった。無理に応戦しても一方的な矢の攻撃を浴びせられ、味方の被害が増えるばかりである。冷静に考えれば、ここでルカイヤ王女を取り逃がしても、挽ばん回かいはできる。どうせクーファ全土がじきにクルセイド軍のものとなるのだ。沿岸の都市をすべて抑えてしまえば、王女は海に逃れることもできなくなる。

　流星のように降り注ぐ矢を盾で防ぎながら、ギフレは兵をまとめて、来た道を引き返した。勝手に部隊を動かしたことでコルドバ伯には説教されるだろうが、そのくらいはやむを得ない。そう考えを巡らせていると、陣営に残してきたはずの歩兵たちが、血相を変えてこちらへ駆け寄ってくるではないか。

「大変です、ギフレ将軍！」

「今度は何だ」

　嫌な予感がした。破滅の予感である。

「味方が、コルドバ伯の軍勢が襲いかかってきました！」







　コルドバ伯は、部下たちに命じ、ギフレ将軍の陣営を襲わせた。留守を任されていた歩兵たちを蹴散らし、ギフレ本人の騎兵部隊の背後を攻撃すべく準備をしていると、驚くべき報告が寄せられた。左翼部隊を率いるラモン司教が、彼の陣営に夜襲を仕掛けてきたというのである。

「味方を襲うとは！　ばかな、何を考えている！」

　ギフレ将軍が聞いたら「お前が言うな」と憤慨したであろう。コルドバ伯はギフレを攻撃しようとしていたところを、逆にラモンから襲撃されたのである。

　もしや、ギフレとラモンは共謀しているのか。自分を挟み撃ちにするつもりなのか。

「コルドバ伯をお守りしろ！」

　動揺のあまり心臓が止まりそうになったコルドバ伯を励ましたのは、戦場全体に響き渡るような、勇ましいイグレシアスの声であった。

「クーファ人であろうとクルセイド人であろうと、コルドバ伯に弓引く者は我らの敵だ。討ち滅ぼせ！」

　イグレシアスは剣や槍の腕でも敵なしの猛将だが、彼と戦う者は、まず彼の声に肝を潰すという。ここでもその能力はいかんなく発揮され、ラモン司教の兵たちは怯ひるんだ。本来味方のはずのコルドバ伯を相手にしているという後ろめたさがあるのでなおさらである。

「何とも頼もしい男よ」

　コルドバ伯は、安あん堵どの溜ため息いきを吐いた。イグレシアスは指揮官としても一級であった。ギフレ将軍との戦いに備えていた自らの部隊を巧みに反転させると、奇襲を仕掛けてきたラモン司教の部隊へと、逆に突撃を開始したのである。

　吹き荒れる強風を巧みに利用して、勢いに乗っている。イグレシアス自身が、まるであらゆるものを薙なぎ倒す暴風であるかのようだった。ラモンの兵士たちはなすすべもなく、次々と討ち倒されていく。大剣を振りかざし、瞬く間にイグレシアスはラモン司教へと肉薄した。

「ひいっ、イグレシアス！」

「これはラモン司教。この度の蛮行は、いったいいかなる意図によるものか。神に仕える身が、どうして仲間を裏切るのか」

「なぜだ。お前はズライハ城の方向へ逃げたはず。なぜ、ここにいる!?」

　イグレシアスは首をかしげた。ラモンが何を言っているのか、彼には理解できない。

「いかなる意図で、コルドバ伯に背いたのだ。答えろ！」

「そ、それは……違う、コルドバ伯の方が先に……」

「言い訳をするな！　問答無用！」

　自分から問いかけたくせにそう言って、イグレシアスはラモンの胸に大剣を突き出した。ラモンは、イグレシアスの武威に圧倒され、身じろぎもできない。一瞬で剣がラモンの心臓を貫通し、血が乱れ散った。

　悲鳴は、ごく短かった。ラモンは一瞬で絶命した。

　司教の首を斬り落としてから、イグレシアスは急に不安になった。討ち取ってしまったが、果たしてよかったのだろうか。彼の実力なら、殺さず捕らえることも容易であった。頭に血が上ってつい殺してしまったが、生かして捕らえて、なぜこのようなことを企てたのか尋問するべきではなかっただろうか。

　とにかく、コルドバ伯の指示を仰ごう。イグレシアスは、主将を失って散り散りに逃げるラモン軍の兵を放置して、主君の下へと引き返した。恰かつ幅ぷくのいいコルドバ伯の姿を見つけて駆け寄ろうとすると、不意に部下が何かに気付いた。

「将軍、あれを！」

　ズライハ城の方角に見えるのは、馬に乗った背の高い女の姿であった。城の方からこちらに向かっているのだから、クーファ人だろう。いったい、何のつもりなのか。

　和睦を申し入れる使者だろうか。だとしたら随分と間が悪い。今はそれどころではない。

　追い払おうか、とイグレシアスが考えたとき、女は意外な行動に出た。弓を取り出し、こちらに向けて構えたのだ。

　矢文のつもりだろうか。彼はそう考えた。女が矢で攻撃してくるのではないか、と心配したりはしなかった。たかが女の弓一つで、コルドバ伯の大軍に太刀打ちできるはずがない。それにこの強風は、女にとっては逆風になる。ここまで矢が届くとは到底思えない。

　女が弓を引き絞った。

　その瞬間。風が、激しく唸うなりを上げた。







「強い逆風が、順風に変わる瞬間がある。その時を狙え」

　女が弓を構えるところをイグレシアスが目撃する、その少し前のことである。ラモンの陣営から撤退したラシードは、ズライハ城の前でパルミラ、メディナと合流した。メディナに手伝ってもらい、鎧よろいを着替える。クルセイド騎士の甲かつ冑ちゆうを脱ぎ、いつもの黒鉛色の鎧をまとったラシードは、パルミラに次の手順を説明した。

「放つ矢は、二本でいい。その二本に魂を込めろ」

「分かったわ。でも、本当に大丈夫なの？」

　不安げな表情の女騎士に、ラシードは言った。

「お前は、約束したはずだ。この戦いは、俺の指示通りに動くと。それで上手うまくいったら、俺が『歴史』を何度もやり直していることを、信じてもいいと」

「そう……だったわね」

「大丈夫だ。必ず勝てる。心配しなくていい」

　パルミラは頷うなずき、意を決したように、馬に乗り、敵陣に向けてゆっくりと歩を進めた。少し後ろから、ラシードもついていく。

　河を挟んで、パルミラはコルドバ伯の陣営と向かい合った。緊張した様子で、弓を引き絞る。

　次の瞬間だった。

「風向きが、変わった……？」

「今だ、撃うて！」

　ラシードが叫んだ。パルミラは、力強く矢を放つ。追い風を受けて、勢いよく矢が飛んでいく。

「外れた!?」

　パルミラが驚きの声を上げた。ラシードの指示は、「大剣を持ったいかつい騎士を狙え」だった。言われた通り、彼女はイグレシアスを狙って撃ったのだ。しかしイグレシアスはやすやすとパルミラの矢をかわしてしまった。

「いや、それでいい」

　ラシードは言った。すべては彼の狙い通りである。

　一瞬、間をおいて、コルドバ伯の陣営が赤く光った。

　イグレシアスの背後にあったかがり火が、矢を受けて倒れたのだ。倒れた先には、ズライハ城攻略に備えて運び込まれた木材があった。攻城兵器を組み立てるための資材だ。

　普段ならば、司令官の幕舎のすぐそばに木材が放置されることはありえない。その横に、不用意にかがり火が置かれることも。だが、もともとコルドバ伯は物資の管理が杜ず撰さんなうえに、ギフレに攻撃を仕掛けたり、ラモンから逆に攻撃を仕掛けられたりと忙しく、それどころではなかったのだ。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、激しく燃え広がった。

　血相を変えて、恰幅のいい貴族風の男が、イグレシアスに近寄ってきた。コルドバ伯だ。

「次は、奴やつを狙え！」

　ラシードが指示を出した頃には、すでにパルミラは矢をつがえていた。迷いなく、正確無比な一撃を、コルドバ伯に向けて放った。

　次の瞬間には、コルドバ伯の額に矢が突き刺さっていた。

「コルドバ伯！　ああ、何ということだ、コルドバ伯が矢で撃たれた！」

　味方を鼓舞するのには最適なイグレシアスの大声が、このときはクルセイド軍に災いした。総司令官が斃たおれたことと、軍で一番の猛将がそれに動揺していることが、全軍に伝わってしまったのだ。

　指示を下してくれる者がいないため、兵士たちは混乱し、ざわついている。

　乾いた風がいっそう激しく吹き荒れた。たちまち火は一気に燃え広がった。

「よし、よくやったぞ、パルミラ」

　ラシードは銀の髪の女騎士に近寄って、声を掛けた。

「後は、俺が片付ける」

　竜閃剣ドラコニアを引き抜き、ラシードは馬を走らせた。河を渡り、クルセイド軍の陣営に、一気に斬り込みをかける。呆ぼう然ぜんとするクルセイド兵を二人、挨拶代わりに斬り捨てると、畏怖の念とともに、誰かが呟つぶやいた。

「『黒い雷電アル・フルマード』……！」

　戦慄が、クルセイド兵たちの肝を押し潰した。サルファ河の戦いで幾人もの同胞の生命を奪った黒鉛色の鎧の男の異名ラカブは、彼らの心の中に深く刻み込まれていた。

「死を恐れぬ勇者は、かかってこい。俺の剣の錆さびになる栄誉を与えてやるぞ！」

　単騎で斬り込みを仕掛ける大胆さが、すでにしてラシードの驍ぎよう勇ゆうを物語っている。たちまち戦意を失い、兵士たちは逃げ惑った。

「おい、押すな！　向こうは、火の海だぞ」

「早く火を消せ！　何をしているんだ！」

「ぐああああ！　熱い！　熱い！　誰か、火を消してくれえ！」

「ラモン司教を殺したから、天罰が下ったんだ！　神がお怒りだ！」

「ギフレ将軍の部隊が、攻撃を仕掛けてきたぞ！　クーファ軍も一緒だ！　とんでもない大軍だぞ！」

　クルセイド軍は混乱し、偽情報が飛び交った。彼らは恐怖に駆られて逃げ惑った。だが、木材を焼いた炎は、すでに幕舎へと燃え広がっている。紅ぐ蓮れんの悪魔が退路を塞いだ。

　コルドバ伯の兵士たちは、ラモンもギフレも敵だと認識している。もはやクルセイド兵だからといって、味方とは限らない。疑心暗鬼から、激しい同士討ちが、いたるところで繰り広げられた。

　たった二本の矢を契機に、クルセイド軍は壊滅的な大混乱に陥ったのである。彼らにとっては、禍まが々まがしい悪夢と言うしかないだろう。

　サルファ河の戦いが、攻守を入れ替えて再現されたのだった。







「ばかな。こんなことが……」

　主将を死なせ、部下をすべて失いながら、ただ一人、烈火の戦場を離脱するクルセイド騎士の姿があった。自らも激しい火傷やけどを負いながら、驚異的な生命力で炎の中を突破したのは、クルセイドきっての猛将イグレシアスであった。

「異教徒どもめ。雑魚の分際で、小細工などしおって。お前たちは必ず、俺が討ち果たしてやるぞ」

　復ふく讐しゆうを誓いながら、彼は王都ヘネラリーフェの方角へと落ち延びていった。





４　同日　夜明け前






「お久しぶりですね、ギフレ将軍」

　両手の自由を奪われたギフレの前に姿を現したのは、金糸のような髪とまばゆい碧へき色の瞳を持つ少女であった。クーファ王女ルカイヤである。

　クーファ軍の伏兵に遭い、味方であるはずのコルドバ伯の軍勢に攻撃され、さらにクルセイド軍の陣営全体を吞のみ込むかのような炎に襲われて、ギフレの部隊は無残に壊滅した。逃げ惑ううち、彼は黒髪のクーファ騎士の挑戦を受け、敗れて捕虜となったのである。

「覚えていただいていたとは光栄です、ルカイヤ姫。あなたのお美しい顔をぜひもう一度拝見したいと思っておりましたが、まさかこのような形になるとは」

「クーファ語でそこまで巧みにお世辞が言えるクルセイド人は、あなたくらいのものですね」

「お世辞ではありませんよ。私は祖国に誇りを抱いておりますが、あなたと同じ国に生まれたという一点においては、クーファ人をうらやましく思います」

　イグレシアスの妹との結婚話を断る口実とはいえ、ギフレがルカイヤの美貌にひどく感嘆したのは事実である。

「で、私をここまで完璧に追い込んだ策士は、いったい誰です？」

「紹介しましょう。我が国の国柱将軍アミール、ラシードです」

　現れた黒髪の青年を見て、ギフレははっとした。先ほど一騎打ちでギフレを下した男だが、そういえば以前にも見たことがある。

「思い出した。どこかで見たと思っていたが、サルファ河の戦いで見かけたぞ。ただ一人で何人ものクルセイド騎士を討ち果たした……『黒い雷電アル・フルマード』だな？」

「そう呼ぶ者もいるようだな」

　つまらなそうに、黒髪の騎士は頷うなずいた。あの輝かしい武勲も、彼自身は何の栄誉とも思っていないことは明白だった。大勢の味方を死なせた戦いで自分だけが武勇を誇っても仕方がないということだろうか。

「ギフレ将軍。俺たちの仲間になってほしい」

「……！」

　ラシードの暗紅色の瞳が光った。ギフレは即座に反応ができなかった。

「返事は今すぐでなくてもいい。だが、もはやクルセイド軍にあなたの居場所はない、ということは伝えておく」

「どういうことだ？」

「クルセイド軍の武将を一人だけ、討ち漏らした。恐ろしく巨大な剣を振り回していたが、知っているか？」

「その男なら、よく知っている。イグレシアスだ。自他ともに認める、クルセイド軍随一の勇者だ」

「ただ一人生き残ったその男は、当然ながらクルセイド軍の総帥から敗戦の責任を厳しく問われることになるだろうな」

「……なるほど、そういうことか」

　ギフレは、ラシードの言わんとすることを理解した。イグレシアスはこう弁明するだろう。「ギフレやラモン司教が裏切った。そのせいで負けた」と。誰かに責任を押し付けないと、彼自身の居場所がなくなるのである。

「だがこう言っては何だが、クーファ王国に果たして未来はあるのか？　すでに王都は陥落し、国王マリクも我がクルセイド軍の捕虜となった。クーファ全土が制圧されるのも、時間の問題だろう。同胞を裏切ってお前たち異教徒に味方する引き換えに、私は何を得られる？」

「困難であればあるほど、その事業には挑戦する価値がある。ギフレ将軍は、そうは思わないか？」

　ギフレは沈黙した。貧しい平民から身を起こした彼の人生は、最初から困難の連続だった。それ自体は彼にとって苦ではなかった。だが何より不快だったのは、困難に打ち勝とうとする彼を賢さかしらに否定するような連中だった。

「そんなこと、できっこないよ」

「無理だよ、やめなよ」

　初めから諦めてかかるような輩やからを、彼は軽蔑した。誰もが不可能と思うことをやってのけてこそ、歴史に名を残すことができるのではないか。そんな彼の志を理解してくれる者は誰もいなかった。卑ひ賎せんの身から若くしてクルセイド軍の将軍に成り上がったが、心は満たされぬままだった。

「出自、性別、民族、宗教……。そんなものに囚とらわれず、能力のある者を、私は取り立てたいと考えています。あなたが一緒に来てくれるのなら、歓迎します」

　ルカイヤがそう言ったので、彼は驚いた。どんな身分に生まれたかに一切関係なく、ただ実力だけで正当に評価される国家。そんな理想を掲げる指導者が、果たしていただろうか。この王女はひょっとして、とてつもない英主の器を秘めているのではないか。

　祖国に愛着がないわけではない。だが、ギフレは同胞であるはずのクルセイド人たちから、数えきれないほどの偏見や差別の目にさらされてきた。それに比べて、このクーファ人たちの対応はどうだろう。

「器量ある君主の下で才覚を発揮することだけが、我が望み。いいでしょう、あなたに仕えさせていただきます、ルカイヤ姫」





５　同日　朝






　朝の光が、砂岩の城を美しい黄金色に照らし出した。

　ズライハ城は沸き立った。

　何しろ、たった三百の兵で、五千もの敵軍を撃退したのである。しかも敵は全滅に近い被害を被っているのに対し、味方の戦死者はゼロであった。サルファ河の大敗に一矢を報いた形である。

　ラシードはパルミラと並んで入城し、人々の歓呼の声に応えた。

「何から何まであなたの手て筈はず通りに事が運んだわね。まるで予言者ね」

「俺の言うことを信じる気になってくれたか？」

「どうやら、信じざるを得ないようね」

　城内で待機していたメディナが、元気よく二人に笑いかけた。

「お腹なかが空すきました。ご飯にしましょう」

　ズライハ城の大広間には、すでに城主代理イトバーンの手配で料理が準備してあった。

　もし味方が負けていたら、最後の食事になるかもしれない。勝てば、祝賀会だ。だからせいぜい腕によりをかけていいものを準備してほしい──ラシードにそう頼まれた彼は、自ら城の炊事係に指示を下して、精一杯のご馳ち走そうを作って待っていてくれたのだ。

　ルカイヤの両隣には、ラシードとパルミラが座った。その彼らの隣には、メディナとクライシュがいる。よほど空腹だったのか、二人の騎士見習いは席に着くとすぐにご馳走に食らいついた。王女の御前でも何の遠慮もない。

「このパン、本当においしいですねえ。この羊肉のスープも、このモロヘイヤと駝だ鳥ちようの卵のサラダも、このキノコの和あえ物ものも。アーモンドに、ピスタチオ!?　ナツメヤシのデザートもあるんですか!?　ああ、困りました。メディナはまた太ってしまいます」

「それはいいですね。私はいくら食べても太れない体質なので、正直メディナがうらやましいです」

「王女さまは今、全国百万のクーファ乙女を敵に回しましたよ!?」

「それは困りましたね。クルセイド軍よりもはるかに大軍です」

「クルセイド軍、案外チョロかったっスねえ。ま、俺の手にかかれば奴やつらなんてこんなモンですよ」

　肉を頰ほお張ばりながら胸を張ったのはクライシュだ。

「……あなたは大して活躍していないでしょう？」

　冷ややかにパルミラが呟つぶやくと、クライシュは不本意そうに反論した。

「ラシード先輩が捕虜にしたギフレ将軍を縛ったのはオレっスよ？」

「だから？」

「パルミラ先輩は冷たいっスね。ま、俺は先輩のそんなクールなところも好きなんスけど」

「で、ラシード、これからどうするの？　まずは城の守りを固めるべきよね」

「あれっ、パルミラ先輩!?　オレの渾こん身しんの愛の告白はガン無視ですか!?」

「……ズライハ城は放棄する。ここに立て籠もっている限り、俺たちに勝機はない」

「え、どういうこと!?」

　パルミラは驚いている。それはそうだろう。たった今、防衛したばかりの城を放棄するとは、普通の発想ではない。

「ちょっと待ってください」

　慌てて口を差し挟んできたのは、ズライハ城主の息子イトバーンだった。

「ズライハ城を敵に明け渡すというのですか。ここには、多くの民がいるんです。彼らを見捨てるのですか」

「心配ない。ルカイヤ様がいなくなれば、クルセイド軍にはあえてズライハ城を狙う理由がなくなる」

　ルカイヤがクルセイド軍に捕らえられ、クーファ王国が完全に滅亡してしまえば、王国全土を統治するために、いずれはクルセイド軍がやってくるだろう。だがそれまでは、ズライハ城は後回しにされると考えて間違いない。

「はっきり言って、クルセイド軍にとってズライハ城はどうでもいい城だ」

「そんな言い方しなくたって……」

　パルミラは眉をひそめたが、イトバーンは首を振った。

「いえ、確かに、その通りです」

「そういうことだ。むしろルカイヤ様がズライハ城を去ることが、ズライハ城と、近隣の民を守ることにつながる」

「で、どこに向かうつもりなの？」

　クーファは《西方大陸マグリーヤ》の南端の国である。さらに南には、海があるだけだ。

「まさか、海の向こうに行く、なんて言わないでしょうね？」

「もちろんだ。クルセイド軍を撃退し、クーファの国土全体を解放しなければ、時間の遡りは止められない」

　ルカイヤが海に逃れると、その時点で竜閃剣ドラコニアが輝き始め、葡萄の月イナブの朔日ついたちに戻されてしまう。剣に宿る英雄王の怨念が、踏ふみ止とどまって戦えと命じているのだ。だから陸の上で戦うしかない。

「北に向かう」

「北へ!?」

「そうだ。敵の占領地の真っただ中を突っ切り、あえて北へ向かう」

「なるほど、クルセイド軍の意表を突くというのですね」

　ルカイヤの桜色の唇に、薄い笑みが浮かんだ。

　向かう先にあるのは、クルセイド軍に占拠された《北部地域マー・ワラー》だ。

「ズライハ城の兵士三百名を連れて北上し、《北部地域マー・ワラー》の軍営都市ミスルのいずれかを強襲して占拠する。そこを拠点に、クーファ各地で発生するクルセイド軍への自発的な抵抗運動を支援し、敵に消耗を強いて撤退を促す。俺の基本的な戦略は、こんなところだ」

　他の者が口にしたなら、「机上の空論」と笑われただろう。だが、誰も笑わなかった。すでに何度も奇跡を起こしているラシードである。幾度も『歴史』をやり直し、無数の選択肢の中から、クーファ再興のためにもっともよい方策を選び抜いている。

「約束だったわね。あなたの言うことを、信じるって。だから従うわ」

「私も、異論を唱えるつもりはありません」

「随分と無謀な作戦っスねえ。でも他に方法はなさそうっスね」

「メディナはいいと思います！　やってやりましょう！」

　すんなりと、今後の方針は定まった。

「イトバーン殿、あなたにも同行していただく。ズライハ城の兵士たちはもともとあなたのお父君の配下だし、あなた自身の能力にも、期待している」

　そう言ってラシードはイトバーンを安心させると、ルカイヤとパルミラだけに聞こえるように、声をひそめた。

「イトバーンは武術の心得こそありませんが、数字に明るく、会計の知識を持っています。文章もしっかりしたものが書けます。何より、誠実な男です。ルカイヤ様のお側そばで書記官カーテイブとして起用し、いずれは高官ワジールに任命するのがよろしいかと」

　昨日初めて会ったにもかかわらず、ラシードはイトバーンを古い友のように語っている。これまで経験した無数の『歴史』の中で、イトバーンの人となりを熟知しているのだ。

「ま、ラシード先輩、今日は飲みましょうや」

　崇遷教は飲酒を戒律で禁止しており、クーファ人は普段は酒を飲まない。だが、特別な祝い事のときだけは神々も目をつぶってくれると言われている。

「断る」

　静かにレモン水を飲みながら、ラシードはそっけなく答えた。

「俺は酒が飲めない」

「マジで!?　一滴も!?」

「一滴もだ。飲むと、ぶっ倒れる」

「そうなのよ。わたしたちが騎士に昇格したとき、先輩たちにお祝いされて、勧められて一杯飲んだのよ。そしたら、ラシードはあっという間に倒れ込んで、かわいい寝息を立てていたわ」

　パルミラが暴露したので、ラシードは渋い顔で抗議した。

「パルミラ！　それは言わない約束だ」

「へええ。そういえば、騎士の先輩たちからそんな噂うわさを聞いたような気がするっス。ラシード先輩をからかってるだけだと思ってたんスけど、マジだったんですね……」

「メディナが付き合うよぉ。メディナはこう見えて、お酒強いんだから！」

「お前、もうすでにべろべろじゃねえか」

　クライシュが笑うと、皆がつられて笑った。







　宴会が終わると、仲間たちはそそくさと自分たちの寝所へと引き下がった。

　夜通し戦っていたので、疲労も限界なのだ。夕方までぐっすり眠ることだろう。

　ラシードも自室に戻ろうとした。それをパルミラが呼び止めた。

「待って、ラシード。ちゃんと伝えたいことがあるの」

　ラシードは、静かに息を吞のむ。彼だけが知っている、ある出来事の『兆し』。その到来を、彼は感じ取った。

「あなたには、本当に感謝してるわ。あなたがいなかったら、わたしはとっくに戦死していただろうし、ルカ様は敵に捕らわれていた。あなたのおかげで、わたしたちは小さな、でも確かな可能性に、望みをつなぐことができる」

　声がうわずっているのは、酒のせいだろうか。

「あなたは、凄すごいわ」

　パルミラの頰は、紅潮している。その瞳には、ラシードに対する特別な好意の眼まな差ざしがあった。ラシードの手を取り、強く握り締める。興奮の余りの無意識の動作だろうが、その温ぬくもりが、彼女の強い想おもいを伝えてきた。

　無言で、ラシードは立ち尽くした。

「どうしたの、ラシード？　何か、心配事でも？」

「いや、何でもない」

　ついに、この時が来たか。この『歴史』を辿たどっている限り避けては通れない、この瞬間が。内心の戦慄を、だが彼は押し隠した。極めて平静を装いながら、彼は繰り返した。

「何でもないんだ……」







　ズライハ城の中で、ラシードだけが眠らなかった。自室としてあてがわれた小さな部屋で、彼はじっとこれからのことを考えていた。

　いや、やるべきことは、すべて考えてある。検討すべきことは、もう何もない。

　だが、それを実行する覚悟が、自分にあるのか。そんなことが、自分にできるのか。

「……何を迷っているんだ、俺は」

　できるか、できないかではない。やらなければならない。他に方策はないのだから。

　昨夜の戦いを経て、パルミラはすっかりラシードを信用してくれるようになった。それは必要なことだ。だが、それ以上の感情を持ってもらっては困るのだ。

「あなたは、凄いわ」

　そう言ってラシードの手を握り締めたときの、パルミラの表情を思い出す。頰の紅潮は、勝利による興奮によるものだけではあるまい。明らかに、それ以外の感情が含まれていた。

　彼女自身は、まだ自分の気持ちに気付いていない。だが、このままではそれに気付くのも時間の問題だろう。

　しかし、それはあってはならないのだ。

「今から、俺は鬼となる」

　ラシードの右手から、ぽたり、またぽたりと、血が滴った。握り締めたこぶしに力を入れすぎて、爪が肉を裂いたのだ。

「パルミラ、すまない」

　彼女には、つらい思いをさせることになるだろう。

　自分が傷つくことには、もう慣れた。だが、この計画は、彼女を苦しめることになる。

　それでも、やるしかない。

　ラシードは、決意を固めた。

　これが最後の希望、最後に残された、たった一つの可能性なのだから──。

















１　羊の月ガナム　朔日ついたち






　葡萄の月イナブから羊の月ガナムへと月が代わった。

　日が落ちるのが、少しずつ早くなってきている。

　ズライハ城の三百名の兵士を引き連れて、王女ルカイヤの一行は北へ向かって出発した。

　それに先立ち、ラシードたちは自らの部隊を「ルカイヤ軍」と公式に呼称した。これには従軍する兵士たちに、自分たちが王女を守る特別な使命を帯びていることを自覚させる意図があった。クーファ王国が再興されたあかつきには、王女を守り抜いた精鋭として、最高の栄誉を占めることになるだろう。

　ルカイヤ軍の総帥にはルカイヤ自身が就任し、実際に戦闘が発生したときは、ラシードとパルミラが国柱将軍アミールとして指揮官を務め、ギフレが幕僚としてこれを補佐する。イトバーンは書記官カーテイブとしてルカイヤに仕え、クライシュとメディナは国柱将軍アミールの副官として兵たちの調整や物資の調達などの雑務に関わる。

　また、ルカイヤは自らが国王マリクの執務代行者ワキールであることを改めて宣言した。父王がクルセイド軍の捕虜となった今、彼女こそが王権の唯一の正統な継承者であることを明確にしたのである。

「王国宰相ハージブもいない。裁判官カーデイーもいなければ徴税官アーミルもいない。議会マジユリスも開けない。そんな私が王権の継承者を名乗るなど、おこがましいことですけれど」

　ルカイヤが雪サルジユのような頰ほおを赤らめて自嘲すると、パルミラも笑った。

「それを言うなら、率いる兵がたった三百人の国柱将軍アミールなんて、前代未聞ですよ。まあ、わたしにとっては三百人の指揮ですら、荷が重いことですけど」

　何しろ、つい十日ほど前までは、パルミラは一介の若手騎士に過ぎなかった。そう、まだ半月も経たっていない。環境の変化の、何と目まぐるしいことだろう。

　過酷な状況だが、不思議と気持ちは前を向いている。

「ラシードがいるから」

　結局は、そういうことだろう。彼の存在が、自分の中でどんどん大きくなってきている。そのことに気付かないほど、パルミラは鈍感ではなかった。もっとも、

「これは、恋とは違う」

　と、自分では思っている。これほど頼もしく判断に優れた指導者に、敬意や憧憬の念を抱くのは当然のことだ。それを恋心と錯覚するような、わたしは初う心ぶな少女ではない。パルミラはそう思っている。

　ルカイヤ軍はラシードの指示に従って、平野の大きな道を避け、雨の降り続く中、狭い山道を行軍した。

　クルセイド軍はクーファ制圧のため、総勢三万にも及ぶ大軍を動員している。そのうち五千は先日のズライハ城の戦いで壊滅したが、なお圧倒的な数的優位を維持している。たった三百人の軍隊では、見つかればひとたまりもない。

　出発から三度目の朝を迎えた。ルカイヤ軍は深い森の中で野営し、次の進路を慎重に選んでいる。朝露に濡ぬれた葉をかき分けて、パルミラとラシードが二騎で先行し、前方の様子を窺うかがう。すると針葉樹の木々を隔てた向こうに、思いがけない相手を発見した。

「どうしてこんなところに……？」

　クルセイド軍の分遣隊だ。森の中の開けた場所で、こちらも野営のテントを張って休憩中だ。敵味方が、お互いに気付くことなく、同じ森の中で夜を過ごしたことになる。危ないところだった。幸い、まだパルミラたちに気付いていないようだ。

「ラシード、どうすれば……」

　いつものように黒髪の騎士に尋ねようとして、パルミラはぎょっとした。サルファ河での逃避行以来、万事に冷静だったラシードが、いつになく蒼あおざめていた。

「しくじった。道を間違えたんだ。くそっ！」

　ここで敵と遭遇してしまったのは、想定外の出来事だったらしい。パルミラは戸惑った。ラシードは、あらゆる可能性を何から何まで把握しているのではなかったのか。

　王都を脱出してからズライハ城でクルセイド軍を撃滅するまでは、すべてラシードの計算通りだった。万事が彼の思うままに運んでいた。だが、ここにきて次第にラシードの計算が狂い始めているようだった。

「……まあいい。この程度なら問題ない。ルカイヤ軍でも問題なく勝てる相手だ」

「本当に、大丈夫なの？」

　パルミラは、不安を隠せない。ラシードだけが頼りだったのだ。その彼が、額に汗を浮かべている。

「問題ないと言っているだろう」

　苛いら立だったように、ラシードは声を荒らげた。こんな振る舞いを見るのも、初めてのことだった。ラシードはそんなにも余裕を失っているのか。それほど異常な事態なのか。

「……分かったわ。味方のところに戻りましょう」

　二人はルカイヤ軍の陣地まで戻った。その頃には、ラシードも幾分か落ち着きを取り戻していたようだった。少なくとも、仲間たちには動揺を気取られてはいない。今の状況とこれからの作戦を、淀よどみなく仲間たちに伝えている。勘のいいルカイヤだけは、わずかに眉をひそめる素振りをしたが、特に何も言わなかった。

「敵はこちらに気付いていない。数も少ない。連中は我々を探しに来たわけじゃない。単に征服地の地形を把握するための調査隊だと思われる。難なく勝てる相手だ」

　サルファ河で敵に畏れられた『黒い雷電アル・フルマード』として、ズライハ城の奇跡の勝利の立役者として、ラシードはルカイヤ軍で絶対的な信頼を受けている。パルミラを除いては、誰もが彼の言うことを信じて疑わなかった。

　ルカイヤ軍は兵士を百名ずつ三つの部隊に分け、三方から敵の分遣隊を包囲し、小雨の降る中、奇襲を仕掛けた。

「左右に広く展開して、敵を取り囲め！　一兵も逃すな！」

　中央部隊を指揮するラシードが、単騎で敵の真っただ中に躍り込んだ。あいも変わらず、魔神のような働きだった。白刃が翻れば血ち飛沫しぶきが飛散し、馬首を巡らせば断末魔の叫びが森の中で反響した。

　右翼部隊を指揮したパルミラは、敵の殲せん滅めつよりも、その背後に回ることを優先した。敵の数はおよそ五十名。数は少ないが、一人でも逃せば後が厄介だ。

　パルミラが敵の背後のけもの道を遮断し、敵野営地に後方から斬り込みを掛けたときには、すでに戦いはあらかた終わっていた。ラシードの戦いぶりもさることながら、左翼部隊を率いるギフレが、際立った統率ぶりで巧みにクルセイド軍を追い込んでいた。

　ギフレが実戦経験の豊富な優れた武将であることを、パルミラは改めて痛感した。見習いたいところだ。自分がこの域に達するまでに、あと何年かかるだろう、と思わずにいられなかった。

　結局、一人も討ち漏らすことなく、戦闘は終了した。味方の死者はゼロ。負傷者は七人。

　パルミラは、ほっと溜ため息いきを吐ついた。戦う前は心配だったが、さすがラシードである。一方的な大勝利といえた。

　しかも敵は食糧や登山用具、野営用の資材などの物資を所持していた。これを回収すれば、これからの道のりがさらに楽になる。

　額の汗を拭って、ラシードは次の行動をパルミラに告げた。

「予定外の事態だったが、これで問題なく北に進めるな。敵は分遣隊が全滅したことには気付くだろうが、そこからさらに俺たちが北上するとは、夢にも思わないはずだ」

　不意に、ラシードがよろめいた。顔色があまりよくなかった。

「大丈夫？」

「何がだ？」

「毎晩、ほとんど眠っていないんでしょう？」

　準備があるとか、見張りが必要だとかいう理由で、ラシードが夜通し目を覚ましていることを、パルミラは知っていた。クーファを守るためにそれだけ必死なのだろうが、無理をし過ぎではないだろうか。

「あなた自身が、見張りをする必要なんてあるの？」

「ズライハ城の兵士たちは、まだ実戦経験に乏しく未熟だ。何か大事なことを見落とす可能性がある」

「いつ何が起きるのか、あなたにはほとんど分かっているんじゃないの？」

「俺にだって、何でも予測できるわけじゃない」

　ぶっきらぼうに、ラシードは呟つぶやいた。いちいちパルミラに指摘されるのを、面白く思っていないようだった。繰り返される『歴史』の中で同じことを何度も聞かされて、億おつ劫くうになっているのかもしれない。

　確かに、予定外のことは現に起きている。自分で見張りをしないと安心できないというのも分かる。だが、もう少し味方を信用してくれてもいいのではないだろうか。パルミラはそう思う。うかつに信用した結果、痛い目を見たのかもしれないが……。

「あ、ラシード先輩。ちょっといいっスか？」

　物資の回収を手配していたクライシュが、ラシードににじり寄った。

「どうした？」

「奪った物資なんスけど、やっぱり全部持ってくのは無理ですよね？　何を持ってけばいいのかなあって」

「それくらい、自分で判断できないのか？」

　ラシードは苛立ちを隠さなかった。

「いちいち俺に頼るな。もうお前は、ただの騎士見習いじゃない。国柱将軍アミールの侍従武官で、ルカイヤ様の側近の一人という立場なんだ。クーファ再興のために全身全霊を捧ささげて奮闘しなければならない男だ。その自覚が、お前にはないのか？」

　思わぬ痛罵の言葉を浴びせられて、いつも口巧者のクライシュが、すぐには二の句が継げなかった。

「……いやあ、先輩、無む茶ちや言わないでくださいよ」

　やがて捻ひねり出したクライシュの声は、消えてなくなりそうなほどか細かった。

「俺はただのお調子者の騎士見習いっスよ？　先輩が一番よく知ってるっしょ？　そんな、期待されても困るっス」

「……お前が頼りないから、俺がいつも苦労させられる」

　いつになく手厳しく、ラシードは呟いた。パルミラは悲しい気持ちになった。そんな風に、彼はクライシュのことを見ていたのだろうか。

「クーファには優秀な騎士が何人もいた。彼らはことごとく、サルファ河で戦死してしまった。なのに、どうしてお前みたいなのが生きている!?」

　暗紅色の瞳に悲しみをたたえるラシードに、パルミラはやるせない思いを募らせた。彼の言葉は、明らかに一線を越えていた。

「それ以上は言っちゃ駄目よ。確かにクライシュは頼りないけど、でも……」

「お前もだ、パルミラ。いつまで甘ったれたことを言っている？」

「え……」

「いつもクライシュにちやほやとおだてられて、本当はまんざらでもなかったんだろう？　騎士仲間たちは、みんな噂うわさしていたぞ。パルミラが騎士団に入ったのは、男漁あさりをするために違いない、って……」

　乾いた音が、轟ごう然ぜんと響き渡った。

　パルミラの平手が、ラシードの頰を強く打ちつけたのだ。

「あなたが、そんなことを言う人だとは思わなかった……」

　パルミラはうつむいた。自然と涙が零こぼれてきた。

「わたしのことを、騎士団のみんなが好き勝手に言っていたことは知っていたわ。でも、ラシードだけは、絶対にそんなことは言わないと信じていたのに……」

　気まずそうに、ラシードは顔を背けた。その肩が、わずかに震えた。

　ラシードの足下に、ひとしずくの水滴が、ぽたりと落ちた。パルミラは驚いた。

　まさか、泣いているの──？

　パルミラは困惑した。ラシードも、つらいのだろうか。だが、だったらなぜ、そんな心無いことを言うのだろう。

「最重要は、水と食糧だ。身分にかかわらず、公平に分配しろ。例外はなしだ。いいな？」

　それだけ言うと、ラシードは一人で森の奥へと向かっていった。頭を冷やしてくるつもりなのかもしれない。失言を自覚して、反省しているのだろうか。

　力なく、パルミラは涙を拭った。溜息を吐く。クライシュはがたがたと震えていた。

「今日のラシード先輩、マジで怖いっス」

「そうね。今日のラシードは、ちょっとおかしいわ……」

「あんな機嫌の悪いラシードさん、メディナは初めて見ました……」

　おずおずと姿を現したのは、メディナである。普段は何の遠慮もなく、空気を読まないことで定評のある彼女ですら、顔を出しづらかったのだ。

「クライシュがあれだけ罵倒されるのですから、メディナも何を言われるか分かりません。ラシードさんと顔を合わせるのがつらいです」

「え、お前、自分がオレ以下だっていう自覚があったの？　オレはそっちの方がびっくりなんだけど」

「いくら何でも、メディナがクライシュ以下ってことはないよお。そんなことは言ってないじゃん」

「いいや、お前はオレ以下だね。バーカバーカ！」

「むむー。知らないのお、オレ以下っていう方がオレ以下なんだよ!?　バーカバーカ！」

　罵り合う二人に、パルミラは涙を堪こらえて無理に笑顔を作りながら礼を言った。

「二人とも、ありがと」

　ラシードの態度に一番傷ついたのはパルミラだ。二人はそれを気遣って、わざとおどけてみせたのだ。

「ラシードは、きっと疲れてるのよ。やっぱりちゃんと寝なきゃ駄目だわ」

　それでもパルミラがラシードを弁護しようとすると、メディナに続いて現れた金髪の少女が、冷たく言い放った。

「彼のことは、放っておきなさい」

「え、ルカ様……？」

「国柱将軍アミールらしからぬ振る舞いで軍の秩序を乱すようなら、私の責任で彼を国柱将軍アミールから解任します。彼を見込んだのは私ですが、私の目が曇っていたということです」

　そんな、とパルミラは呟いた。これまでラシードは、数々の奇跡を起こして助けてくれたではないか。

「最初から、私は彼のことを信用していません」

　ルカイヤの物言いは、極めてそっけない。パルミラと同様、彼女もラシードのことを頼りにしているものだとばかり思っていたが、そうではなかったのか。

「でもルカ様は、ラシードに拉致されたときだって、『ラシードが本当に裏切ったとは思えない』って、彼のことを信じていたじゃないですか」

「それはまた別の話ですよ」

「顔、お好みなんでしょう？」

「それは、なおさら別の話です。パルミラ、あなた私のことを、顔のいい男なら誰でも歓迎な軽い女だとでも思っているのですか？」

「……違うんですか？」

「真顔で尋ねるのはおやめなさい。正直なところ、クルセイド軍も怖いけれど、私にはラシードが怖いのです」

　パルミラは戸惑った。ラシードが怖いとは、いったいどういうことだろう。

「彼は、何かを隠しています」

「それはわたしも感じます。行き先も詳しくは教えてくれませんし」

「そういうことではありません。過去に、何をしているのか分からないということです。この場合の『過去』というのは、ラシードがこれまでに繰り返した別の『歴史』ということですが」

　ルカイヤは、何を言おうとしているのか。無数の『歴史』の試行錯誤の中で、ラシードがいったい何をしていたというのか。

「ラシードの言うことをすべて信じるなら、彼は私やあなたがクルセイド軍に殺される『歴史』を、何度も見てきているはずです。きっと、私たちを見殺しにしたことだってあるはずです。そうなっても、また最初からやり直せばいいと考えて……」

「……ルカ様、それは考え過ぎでは？」

「いいえ。それどころか、試みに私たちをクルセイド軍に売り飛ばしたり、王位を簒さん奪だつして自らクーファ王を名乗ったり、私をクルセイド軍の目の届かないところに監禁したり、そんなこともしているに違いありません。それで上手うまくいかなかったら、また最初から『歴史』をやり直せばいいだけのことだと考えて」

「まさか、そんな……」

　笑い飛ばそうとして、パルミラは絶句した。ラシード自身、言っていたではないか。「ルカイヤ様を王位につけて俺の傀かい儡らいにするために、国王マリクを殺したことすらある」と。

「無限に繰り返される『歴史』の中で、彼はありとあらゆる方法を試しているはずです。自分自身が、その永久に回り続ける『歴史』の輪の中から抜け出すために」

「どうしてそんなことが、分かるのですか」

　ルカイヤの言うことも、一理がないわけではない。だが、決めつけるのは、どうなのか。

「分かりますとも」

　確信に満ちた、力強いルカイヤの声だった。その瞳の碧へき色の光が、鋭い雷らい霆ていとなってパルミラを容赦なく射抜いた。

「私が彼の立場なら、必ずそうするからです」

　騎士見習いとなったときから、パルミラはこの気高い王女と常に行動をともにした。彼女にすべてを捧げようと、彼女のために生きようと、パルミラは必死だった。彼女と同じものを見ようと、パルミラは常に高みを目指した。

　二人はいつも同じものを見ていた。そのつもりだった。だが同じものを見ているようで、実は違うものを見ていたのかもしれない。

「それでも、わたしは彼を信じます」

　お人よしと笑われようが何と言われようが、パルミラは自分の正しいと思う道を、歩みたかった。

「わたしは彼を、ラシードを信じます」





２　羊の月ガナム　六日






　行軍六日目。

　あれから、パルミラはラシードとほとんど口をきいていない。気まずいままだった。

　軍の最高幹部たる二人の不仲は、全体の士気にも影響する。ただでさえ、戦況は絶望的だ。ちょっとした負の要因で、今まではうまくいっていたルカイヤ軍が、一気に崩壊してしまうかもしれない。兵士たちもそれは分かっている。

　暗く沈みがちなルカイヤ軍を励まし、味方をまとめるために奔走してくれたのは、意外にもクライシュだった。彼は誰よりも早く兵士たちと打ち解けて、まるで長年の戦友のように接した。

「まっ、ラシード先輩がダメでも、オレがいるから安心しろよ」

「あんたじゃラシード様の代わりにゃなれねえよ。でもまあ、そんな心配するこたぁねえと俺は思うぜ。アレだろ？　あの二人、倦けん怠たい期きってやつだろ？」

「ちょ、ラシード先輩とパルミラ先輩はそんな仲じゃねえから！　あの二人に限ってそんなことはねえから！　マジで！」

「……というクライシュの願望か？」

「ちげえって。あの二人は恋愛とかにはマジで興味ない朴念仁だから！」

「じゃあクライシュがパルミラ様と結ばれる可能性も皆無ってことだ。残念だったな」

「だーかーらー！　そうじゃないって！　恋愛にまるで興味のなかったパルミラ先輩も、いつかはオレの魅力に気付くんだって！」

「いつかって、いつだよ。その前にクーファが滅びる方が早そうだな」

「お前、その冗談はシャレにならないからやめろ……」

　彼の周りには笑いが絶えない。どこか近寄りがたい雰囲気のあるラシードよりも、ある意味ではクライシュの方が兵士たちから信頼されているふしすらあった。

　ギフレともかなり打ち解けたようで、最近は彼からクルセイド語を熱心に習っている。「頼りない」とラシードから酷評されたことを彼なりに気にして、自分のやり方でそれを克服しようとしているのかもしれなかった。







　もうすぐ森を抜けて川沿いの峡谷に出るというところで、ルカイヤ軍は立ち往生してしまった。

「クルセイド軍が峡谷に陣を張っています。今は、出るべきではありません」

　斥候からの情報を、ラシードがルカイヤに伝えた。

「クルセイド軍？」

　パルミラは首をひねった。自分が受けた報告とは違う。

「わたしは、クーファ人の部隊だと聞いていたけれど」

「その通り。あれはアブド・アリー侯の軍隊だ」

　クーファの有力諸侯の一人だ。父の喪に服しているとかで、サルファ河の戦いには従軍していない。その彼が、どうして部隊を率いてこんなところにいるのか。そして彼の部隊を、なぜラシードは「クルセイド軍」などと呼んだのか。

「サルファ河での敗戦を聞いて、奴やつはクルセイドに寝返ったんだ。俺が繰り返している『歴史』どおりなら、今は聖十字教に改宗して、アンジェロと名乗っているはずだ」

「野郎……アンジェロなんてツラかよ……」

　クライシュがぼやいた。パルミラの記憶にあるアブド・アリーは、脂ぎった脂肪の塊のような中年男である。確かに天使アンジエロなどというクルセイド語の典雅な名前は似合わない。

「しばらくこの森の中に身を隠すしかない」

　クルセイド軍のために、この峡谷を封鎖しているらしい。ルカイヤ軍の存在に気付いているわけではなく、野盗の対策のためだろう。クーファの中央政権が崩壊した一方、クルセイドの支配もまだ行き届いておらず、治安は極度に悪化している。

　何日かすればアブド・アリーは部隊を引き上げるはずだ、とラシードは言う。もはや彼の予測は、はずだ、でしか語れなくなっている。それでも、彼の言うことを信じるしかなかった。

　ルカイヤ軍は息をひそめて待ち続けた。だが、アブド・アリーは動かない。ここを抜けない限り、《北部地域マー・ワラー》へは辿たどり着けない。ただ待つしかない。

　そのまま五日が過ぎた。深い霧のおかげで、ルカイヤ軍は気付かれずにいる。だが、先日の雨が原因で小川に泥水が混ざってしまったのは痛かった。水の補給ができなくなってしまったのである。

　そのうち、ルカイヤが体調を崩した。水を節約していたので、脱水症状になってしまったようである。パルミラは、自分の銀杯をそっと差しだした。

「ルカ様、わたしの水を飲んでください」

「いえ、これはあなたの水です。私が飲むわけにはいきません」

「遠慮しないでください。わたしは、平気ですから」

　ルカイヤはなおも拒んだが、彼女が苦しんでいるのを見てじっとしていられるパルミラではなかった。半ば強引に、レモン汁の入った水をルカイヤに飲ませた。

　それをラシードが見み咎とがめた。彼はパルミラを離れたところに呼びつけ、初めから詰問口調で、彼女を𠮟りつけた。

「どうしてルカイヤ様に、自分の水を分け与えた？」

「え、だって……」

「俺は言ったはずだ。水と食糧は、身分にかかわらず分配しろと」

「そうは言っても、ルカ様が体調を崩したら、元も子もないでしょう？」

　ルカイヤは決して身体からだが丈夫な方ではない。今、もしルカイヤに何かあったら。そう心配したのは、いけないことだったのだろうか。

「駄目だ。ルカイヤ様であろうと、特別扱いはしない」

「どうしてそんな冷酷なことが言えるの!?」

　ラシードにとっても、ルカイヤは大事な主君のはずだ。どうなってもいいというのか。彼の真意が、分からなかった。

　静かに、だが容赦なく、ラシードはパルミラを責め立てた。

「ルカイヤ様ですら、少ない水と食糧で耐えている。自分たち一般の兵士たちと同じ境遇で頑張っている。そう示すことで、兵士たちに敬慕の念を抱かせることができる。それをお前は台無しにしたんだ」

「そ、そんなこと、あなたは言わなかったじゃない」

「言わなくとも、お前なら分かってくれていると思っていた。いずれにせよ、今後ルカイヤ様には一切水を与えるな」

「そんな。今も、苦しそうなのよ、ルカイヤ様」

「これが最上の策なんだ。黙って俺の言うことを聞け」

「そんな言い方ってないでしょう!?」

　パルミラは、苛いら立だった。ラシードがこんなに聞き分けのない男だとは思わなかった。

「そもそもあなた、何様のつもり!?　ねえ、わたしとあなたは、どちらも国柱将軍アミールで、対等の立場のはずよね？」

「本気で言っているのか？　お前は、自分が俺と対等なつもりでいるのか？　お前に、俺と同じことができると？」

「そ、それは……」

　そう言われると弱い。ほとんどラシードの策と武勇頼みなのが、ルカイヤ軍の現実だ。

「確かに、あなたはわたしよりずっと立派だわ」

「俺は立派なんかじゃない」

「立派よ」

「違う。俺は、立派なんかじゃない。むしろ最低の男だ」

　ラシードの横顔を、暗い影がよぎった。パルミラは戸惑った。

「最初に体験した『歴史』で、俺はルカイヤ様を見殺しにした」

「……！」

「俺は別に愛国心や忠誠心からクーファを守ろうとしているわけじゃない。何度やり直しても、何度も何度もやり直しても、クーファが滅亡して、『歴史』が遡る。だから仕方なく、滅亡を避けるための手段を探している。それだけだ。好きでやっているわけじゃない」

「どうして、そんな言い方するの……」

　これが、あのラシードか。パルミラには、信じられなかった。サルファ河で彼女の生命いのちを救ってくれて以来、彼はずっと毅き然ぜんと振る舞って、的確な判断を下してくれた。頼もしかった。それなのに、どうしてこんなことを言うのだろう。ルカイヤを拉致したとき同様、何か企たくらみがあってのことなのか。そうならいいが。

「ねえ。どうしてわたしを助けたの？」

「何の話だ」

「サルファ河の戦いのことよ」

「……」

　ラシードは、そっと目を逸そらした。

「ルカ様に、言われたわ。ラシードがあの戦いで頑張ったのは、わたしを助けるために違いないって。ラシードがどれだけ孤軍奮闘しようと、あの戦いがクーファ軍の大敗北になる『歴史』は決まっていた。だったら、ラシードがあの戦いに加わる意味はない。戦線を離れて、もっと別の有意義なことをした方がいい。その間に地方で抵抗運動を組織するとかね。でも、あなたはそうしなかった。あの戦いに加わって命懸けで戦ったのは、きっとわたしを助けるためだって、ルカ様は思っているわ」

「お前が知る必要のないことだ」

　パルミラは、溜ため息いきを吐つく。きっとわたしは、クライシュやメディナと同じく、ラシードの計画に必要な「駒」なのだろう。だからラシードはわたしを助けた。ただそれだけの話で、彼は「駒」にすぎないわたしには、事実を告げる必要などないと思っているのだ──パルミラは、そう感じた。

「じゃあ、せめてこれだけはそろそろ教えてくれてもいいんじゃない？」

「何だ？」

「分かっているくせに。わたしたちの目的地よ。わたしたちは、いったいどこへ向かっているの？　《北部地域マー・ワラー》のどの都市を攻略するつもりなの？」

　実はそれほど練られた計画があるわけではなく、行き当たりばったりなのではないか。失敗したら、また『歴史』をやり直せばいいと思っているのではないか。ルカイヤはそう疑っている。

「お前が知る必要はない」

「またそれ!?」

　秘密主義にも、ほどがある。こんなことを伏せておいて、いったい何の意味があるのか。パルミラがそれを知ってしまうとまずい理由が、何かあるのか。何の意味もなく、ラシードがただ嫌がらせをしているようにすら思えてくるパルミラだった。

「もう、いい加減にしてよ……。さすがにわたしも、忍耐の限界が……」

「ラシード先輩！　どこっスか？　ラシード先輩！」

　パルミラの抗議を遮るように、クライシュの声が響いた。ラシードを追及する機会を逃して、パルミラは内心で残念に思ったが、結果的にはそれでよかったのかもしれない。このまま彼を問い詰め続けていたら、修復不可能な破局が訪れていたかもしれなかった。

「いたいた、先輩。やったっス！　アブド・アリーの軍が、やっと移動したっス」

「そろそろだなと思っていたんだ」

　ラシードは頷うなずいた。クライシュはアブド・アリー軍の動向をさらに報告する。南からの野盗の侵入はないと判断して、陣を引き払うつもりらしい。ラシードの予言通りに事態が動いてくれたという点では、パルミラは少しだけ安あん堵どした。

「よし、行軍を再開する」

　兵士たちを整列させるよう、ラシードはクライシュに命じた。青灰色の髪の騎士見習いがそれを実行すべく踵きびすを返すと、急にラシードは渋い顔をつくり、パルミラに向き直った。

「だが、いろいろと計算が狂った」

　確かに、このところ彼の予想外のことが起きている。

「おかげで、やらなければならないことができた。俺はしばらく隊を離れる。パルミラ、お前が全軍の指揮を執れ」

　困惑に、パルミラは肩を落とした。

「え!?　その間に、何かあったらどうするのよ？」

「少しくらいは、お前たちが自分で何とかしろ」

「やらなければならないことって？」

「お前が知る必要のないことだ」

「もう！　いいわ、勝手にしなさい！」

　今のラシードは、何を言っても聞かないだろう。やりたいようにやらせるしかなかった。

「明日の夕刻、ヘレス橋で落ち合おう。ここから六パルサグほど北に向かえ」

　そう言い残して、荷物も持たず、馬にも乗らず、ただ家宝である竜閃剣ドラコニアだけを携えて、ラシードは森の奥へと消えていった。

　一人取り残されたパルミラは、悄しよう然ぜんとして呟つぶやいた。

「ラシード。いったいどうしてしまったの」







　たった一人で山地の奥深くへと分け入りながら、ラシードは呟いた。

「すまない、パルミラ……」

　あんな言い方でパルミラを傷つけるのは、本意ではなかった。

　だが、必要なことだった。

「お前は俺のことを、軽蔑しただろう……」

　後悔はしない。

　それこそが、ラシードの目的だったのだから。

　すべては、たった一つの、最後の希望へと到達するための鍵であり、ラシードがどうしても守りたいものを守るための、唯一の策なのだ。

「お前に許してもらおうとは思わない。俺は、俺が選んだ道を行く」





３　羊の月ガナム　十二日






　パルミラは不安でいっぱいだった。ラシード抜きで、危険だらけの行軍を指揮しなければならない。自分一人のことならいいが、ルカイヤと三百名の兵士の生命がかかっている。

　アブド・アリーが陣を張っていた峡谷へと侵入した。河の水を採取して、おのおのの水筒に補充した。進めるだけ進み、野営して夜を過ごした。

　翌朝にはルカイヤの具合もよくなっていた。

　峡谷を抜け、山裾の田園地帯へと部隊を進めた。ここからは、味方を遮るものは何もない。敵が襲撃してきたら、正面から応戦しなければならない。アブド・アリーの軍は姿が見えないが、他にまとまった規模の敵部隊と遭遇しないとも限らない。

　改めて、国柱将軍アミールの重圧を感じた。たった一つの判断の誤りで、すべてを失ってしまうかもしれないのである。

「わたし、本当にラシードに頼り切りだったんだわ」

　いなくなって初めて、ラシードの凄すごさを本当の意味で理解したパルミラだった。

「彼は、本当に必要な存在なのだな」

　しみじみと、ギフレ将軍が呟いた。

「もちろん、そうよ。ルカイヤ軍は、彼ひとりで持っているようなものだわ」

「そうじゃない。パルミラどのにとって、ラシードは必要な男なのだと言いたかった」

「ち、違うわ！　いえ、違わないけど、その言い方は、ちょっと……」

　パルミラはしどろもどろになった。ギフレの言い方では、まるでパルミラが彼に惚ほれているかのようではないか。いや、ギフレははっきりとそう思っている。

「その、確かにラシードは、わたしの精神的な支えになっていると自分でも思うけど……。とても頼もしくて立派な人だし、それなのにどうしてあんなことを言い出したりするんだろうって不思議に思ったりするけど……。だけどそれは……」

　ギフレは笑った。

「しっかりしてくれ。貴女あなたは国柱将軍アミールなんだ。こればかりは、私が代わってやるわけにもいかん。軍事に関する助言なら、いくらでもしてやれるが」

「じゃあ訊きくわ。こんな状態で敵軍に出会ってしまったら、どうしたらいいの……？」

「堂々としていればいいさ。クルセイド軍に遭遇したら、アブド・アリー侯麾き下かのクーファ人部隊だと名乗ればいい」

　涼しい顔で大胆なことを、ギフレは言った。

「それでも疑われたら、私が身分を明かし、この者たちはクルセイド軍に投降したのだと証言してもいい」

　ギフレがルカイヤ軍に寝返ったことを、クルセイド軍はまだ知らないはずである。確かに、クルセイドの下級指揮官程度なら、上手うまく騙だまし通せるかもしれない。

　昼になり、柵で覆われた丘状の広い土地が見えてきた。

　クーファの王国宰相ハージブであるアジーズが当主を務める、ユースフ家の所領であった。

　アジーズはクーファ王国の今の事態を招いた直接の責任者であった。政治家としての能力も責任感も欠落していながら、国王マリクの信任を盾に権勢を維持し続けた。鷲わしのように尊大な男で、賄賂を取り、気に食わない者を投獄し、貧しい庶民には重税をかけ、聖職者を冒ぼう瀆とくし、知恵ある人々の意見に耳を傾けなかった。おまけに武力で圧倒的に勝るクルセイドに対して強硬な態度を取り続け、彼らとの戦端を開いたのだ。

　そのくせ、サルファ河で味方が大敗すると、アジーズ自身はさっさと王都ヘネラリーフェから逃亡している。卑ひ怯きよう者、という言葉は彼のためにあると言っていいだろう。今頃は海の彼方かなたかもしれない。だが、その領地は今、どうなっているのか。

　迂う回かいした方がいいのか。それとも中を突っ切ってよいものか。

「どうしてこんなときにいないのよ、ラシード……」

　パルミラは呟いた。彼がいれば、どうしたらいいのか教えてくれたはずだ。

　そう、彼なら、どうするだろう。パルミラは考えた。きっと、自分の目で確かめようとするに違いない。

「わたしが偵察してきます」

　パルミラが提案すると、ルカイヤは碧へき色の瞳に険しい光をたたえて反対した。

「いけません、危険です」

「危険だからこそです。ラシードがいない以上、他の誰かに任せることはできません」

　ズライハ城から連れてきた兵士たちは、先日の「ズライハ城の戦い」が初陣という者がほとんどだ。クライシュは剣の腕前は騎士見習いとしては並といったところだが、判断力に不安が残る。兵士たちの取りまとめ役としては欠かせない存在になっているので、残ってもらった方がいいだろう。メディナはまだ剣の扱いも覚えていないので論外だ。

「私が一緒に行こうか。その、パルミラどのがよければ、だが」

　遠慮がちに、ギフレがそう名乗り出た。

　自分が単独で偵察に行く、とは彼は言わなかった。ギフレはクルセイドからルカイヤ軍に寝返ったばかりであり、パルミラもルカイヤも、彼を完全に信用しているわけではない。偵察に出てそのまま逃亡するとか、噓うその情報を持ち帰ってルカイヤ軍を罠わなに嵌はめるとか、そういった行動に出るかもしれないという疑いを完全に拭うことはできなかった。ギフレ自身、そのことをわきまえているのだ。

　その一方で、剣の腕も立つギフレならば、パルミラの護衛として最適である。難しい判断だったが、最終的にルカイヤは二人が偵察に出ることを認めた。他に信頼できる者もいないので、仕方がなかった。

「でも、絶対に無理をしてはいけませんよ」

　ルカイヤはそう諭したが、無理に無理を重ねて、やっとここまで辿たどり着いたのである。無理をするなとは、それこそ無理というものだ。







　ユースフ家の所領は、いくつかの村から成り立っている。かつては、大勢の村人が主あるじのために働いていたはずである。

　だが、今は人の気配はほとんどない。クルセイド軍を恐れて逃げてしまったのだろう。

「どうやら、敵の襲撃を受けたようだな」

　柵の外から村を窺うかがって、ギフレが呟いた。荒らされた跡がある。柵はあちこちが破損しているし、収穫されたばかりの果物が散乱し、水車小屋がめちゃくちゃに壊されている。火を放たれたらしく、焼けただれた家もある。牛や羊など、家畜の死骸も見受けられた。

　ここを越えなければ、ラシードと約束したヘレス橋には辿り着けない。クルセイド軍の部隊がいなければ素通りしたいところだが、果たしてそう上手くいくだろうか。

　二人は壊れた木の柵の隙間から、ユースフ家の所領に立ち入った。

「あれを見ろ……」

　顔をしかめながら、ギフレがオリーブの木陰に転がっているものを指で示した。それは人間の死体だった。それも若い女性である。衣服はずたずたに裂けて、胸や下腹部が露出した状態で、血ち塗まみれになって倒れている。何事が生じたのかは明白だった。

「司教どもは、この征服戦争は神の名の下に遂行される聖戦だと言っていたが、聞いて呆あきれるな。騎士たる者が、野盗の真ま似ね事ごとか」

　ギフレは同胞に対する怒りをぶちまけた。

　丘の上に、大きな城が見えた。ユースフ家の居城である大鷹バーズイー城だ。

　正面に、聖十字教の青い旗が掲げられている。すでにクルセイド軍に占拠されてしまった様子である。

「ところで、クーファの宰相とやらは、どのような人物だったのだ？」

　ギフレがクルセイドの使節としてヘネラリーフェを訪れたとき、アジーズは入れ違いで自分の所領へ戻っていた。ゆえに彼はアジーズに会ったことがないのだ。

「それを語ることは、我が国の恥を語ることになるわね……」

　伏し目がちに、パルミラは応じた。

　王国宰相ハージブアジーズに同情の余地はない。彼は民から搾り取った税金で、自らの城をとてつもなく豪ごう奢しやに飾っていた。それ故にクルセイド人たちの欲望の標的となったのだろう。

「クルセイドの狼おおかみどもと戦うために、戦費は不可欠のものだ」

　そう言って、アジーズが民に新しい税を課したのは、四年ほど前のことだ。軍事貢納税パーリアというのがそれで、集めた金を、彼は自身の城のために用いた。

「我が城は、クルセイド人どもの侵攻を防ぐにあたって、最重要の拠点となる。優先的に強化するのは当たり前だ」

　というのがその理由であったが、正直なところ、大鷹バーズイー城が最重要拠点だったとはとても思えない。クルセイド軍が、すでに占拠済みの《北部地域マー・ワラー》からまっすぐに王都ヘネラリーフェに向かうと仮定するなら、その侵攻ルートからはまったく外れているからだ。公私混同としか思えなかった。

　城の強化に使ったのならまだいい。豪奢な調度品を買い集めるために軍事貢納税パーリアを流用したのではないか。ルカイヤはそう疑い、一度ならずアジーズを追及したことがあるのだが、国王マリクが彼を支持している以上、どうすることもできなかった。

　高官ワジールたちの中にも、アジーズを批判する気骨ある者がいなかったわけではない。あるとき、アジーズの不正を丹念に調べ上げ、証拠を揃そろえて彼を告発した若手の行政官ムフタシブがいた。しかし、アジーズは開き直った。

「だから何だと言うのだ。俺は王国宰相ハージブだぞ」

「それはおかしい。宰相だからこそ、皆の手本として法を順守すべきだ」

「黙れ、行政官ムフタシブの分際で俺に盾突きおって。衛兵！　この者を捕らえよ！」

「し、しかし……どのような罪状で？」

　躊ちゆう躇ちよする近この衛え兵へいたちに、アジーズは言い放った。

「反逆罪だ。こいつは、王国宰相ハージブたる俺に逆らったのだぞ？　それはつまり、国家に対する反逆ではないか！」

「それは違います、王国宰相ハージブ」

　廷臣たちが沈黙を守る中、決然としてそれを否定したのは、ルカイヤだった。

「この場合、国家反逆罪は適用されません。なぜなら彼は──」

「黙れ！　俺はこの国の宰相だ。それなのに、自分が気に食わない人間を殺す自由もないというのか？　この男はクルセイド人の手先で、クルセイドのために俺を失脚させようと企てておるに違いない。そんなことも分からぬのか？　ふん、さすが貧民街で育った犬ころの娘には思慮の欠片かけらもないわ」

　ルカイヤの護衛官としてその場に居合わせたパルミラは憤慨し、かつ絶句した。この幼児のような男が国家の大事を決めていると思うと、暗あん澹たんたる気持ちになった。だが高官ワジールたちの大半は、彼にこびへつらうことで現在の地位を確保していたのである。

　……それらのことをパルミラが語ると、ギフレの唇の端が、冷笑を帯びて吊つり上がった。

「なるほど。ルカイヤ姫をヘネラリーフェに凛りんと咲く一輪の白薔ば薇らとするなら、クーファ全土に根を張り巡らせた毒花の樹きのような男だな、そいつは」

　クーファが滅びてしまうのは、実は正しいことなのではないだろうか。ふと、そんな思いがパルミラの脳裏をよぎった。あんな愚劣な男を指導者と仰いでいたのだから、国が亡ほろびるのは必然なのではないか。少なくとも後世の歴史家は、「クーファ王国はなぜ滅亡したのか」という命題に、容易に答えることができるに違いない。

　いや。

　まだクーファは滅びてはいない。ルカ様がいる限り、まだこの国は命脈を保っている。わたしが滅ぼさせはしない。

　改めて、パルミラはそう誓った。

「略奪をするだけして、クルセイド軍も退散したようだな」

　城の中に、敵軍が駐留している気配はなかった。おそらくアブド・アリーが峡谷を見張っていたのは、戦利品ガニーマを盗賊の群れに横取りされることがないようにするためだろう。クルセイド軍の、たいした忠犬ぶりである。

「今なら、安全にユースフ家の所領を通過できそうね」

　大きな危険はなさそうで、パルミラは安あん堵どする。それが分かっていたから、ラシードも平気で部隊を離れることができたのだろう。

　パルミラが踵きびすを返そうとしたときのことだった。

「パルミラ様！」

　ルカイヤ軍の方角から、一人の兵士が駆け寄ってきた。

　顔に見覚えがある。ズライハ城から連れてきた兵士の一人だった。

「至急、お戻りください！　王女殿下が、ルカイヤ様が大変なことに……！」







　パルミラがギフレとともに軍を離れて、しばらく後のことである。

　クルセイド軍に追われ土地を失ったクーファ人の流民たちが、無人となった村で待機しているルカイヤ軍を見かけて、声を掛けてきたのだった。

　およそ百人ほどであろうか。乳飲み子を抱えた女もいれば、老人もいる。貧しい粗末な身なりをしていることだけは皆、同じだった。

「兵隊さん、食べ物を恵んでください」

「赤ん坊にやるミルクがないのです。お助けください」

「夫も、兄も、クルセイド兵に殺されました。もう、どうしていいのか分かりません……」

　対応に当たったメディナは、彼らにいたく同情した。肉親を殺され、住まいや生業を失い、飢えに苦しむ人々を、何とか助けてやりたいと考えた。

　もちろん、ルカイヤ軍にできることは限られている。それでも、少しでも彼らを励まそうと、彼女は村の広場に集まった流民たちをルカイヤに引き合わせた。

「皆さん、こちらへ！　この館の中にクーファの王女さまがいらっしゃいますよ！」

　クルセイド軍に追われ絶望している流民たちも、聡そう明めいでしっかり者の王女の姿を見れば、安心するに違いない。その一心だった。

　館の中から姿を現したルカイヤの前に、流民たちは平伏した。その美貌と、若いながら堂々とした佇たたずまいに感服し、目を輝かせた。ルカイヤが優しく声を掛けると、彼らはますます心を揺さぶられた様子で、涙を流して差し伸べられた手を取った。

　そのように見えた。

　破局は、だが突然に訪れた。ルカイヤと会見した流民たちは、お互いにそっと目で合図をかわした。そして、やおら立ち上がると、素早く王女を取り囲み、隠し持っていたナイフを彼女に突きつけたのである。





４　同日　午後






　今やクーファ王家への反逆者となった流民たちは、人質にした王女を中心にして、村の広場でルカイヤ軍の兵士たちと睨にらみ合っている。

　事態は、膠こう着ちやく状態となっていた。

　流民たちは、二十日分の食糧その他の生活必需品と、自分たちの身の安全を要求した。それを叶かなえれば王女は解放する、というのだが、そもそもルカイヤ軍に食糧の備蓄などなかったし、具体的に流民たちの身の安全を、どうやって保証すればいいのか。

　ルカイヤ軍の代表として交渉に応じたクライシュは、とにかく先に王女を解放しろ、それまでは何も約束できない、と主張した。だが、当然のことながら流民たちは従わない。

　要するに、ルカイヤ軍にしてみれば、主君を取られては手も足も出ない。だが流民たちの方でも、衝動的に王女を人質にはしたものの、その後の計画などはまるでなかったのだ。

　ただ一人、冷静だったのはルカイヤだった。首筋にナイフを突きつけられながらも、彼女は冷ややかな口調で脅迫者に問いただした。

「……自分たちが何をしでかしているのかは、ちゃんと分かっているのでしょうね？」

「うるせえ！　俺たちが飢えて苦しんでいるのは、誰のせいだ！　クルセイド人に土地を奪われて逃げ惑っているのは、誰の責任だ！　国王マリクだの貴族だの、そんな連中が無能で無責任なのが悪いんじゃねえか！」

「そうよ。私たちはずっと重税に苦しんできた。クルセイド軍から国を守るために必要だって言ってたけど、全部ウソだったじゃない！　どうしてあんたたちが贅ぜい沢たく三ざん昧まいするために、私たちが犠牲にならなければいけないの!?」

「こいつをクルセイド軍に売り渡せば……」

　今まで溜たまりに溜まっていた鬱憤を、彼らはルカイヤにぶちまけた。ルカイヤはじっと黙り込んだまま、彼らの声に耳を傾ける。

「おいお前らあ！　もういい加減にしろ！　ルカイヤ様を放すんだ！」

　苛いら立だちまぎれに怒号を流民たちにぶつけたのは、クライシュである。だが流民たちは怯ひるまなかった。

「黙れ！　王女を殺すぞ!?」

「ルカイヤ様を殺したら、人質がいなくなるぞ？」

「はあ!?　バカか、てめえは。もう俺たちには未来なんかねえんだ。お前らが俺らを殺す気なら、このクソ王女を殺して、俺たちも死ぬまでだ。どうせ俺たちは助からない。だったら、せめてこいつを一緒に地獄ジヤハンナムに連れていくまでだ」

　ナイフを突きつけている男の目は、血走っている。

　これは少し、まずいかもしれない。

　ルカイヤは初めて焦りを感じた。

　王女を人質にしたところで、どうにもならない。今になって、彼らはそのことに気付いたのである。だが、もう後戻りはできない。どうにかクルセイド軍と上手うまく交渉して、ルカイヤを手土産に自分たちの助命を乞うか。それともルカイヤを道連れにして死ぬか。そのくらいしか、彼らには選択肢がないのである。

「ラシードには、また面倒をかけてしまいますね」

　そんな発想が、ルカイヤの頭をよぎった。彼女が死ねば、再び『歴史』が遡り、ラシードはクーファ軍がサルファ河へと出征する葡萄の月イナブの朔日ついたちからやり直す羽目になる。

「ご苦労ですが、よろしく頼みますね、ラシード……」

「あ？　何をわけの分からんことを呟つぶやいてやがる。てめえ、首を斬り落としてやろうか」

「それであなたたちの気が晴れるのなら、そうなさい。クルセイド軍に火ひ炙あぶりにされるよりは、同じクーファ人に殺される方がましです」

「言ったな!?　俺は、本当にやるぞ!?」

　ナイフを持つ男の手は、ぶるぶると震えていた。だが、やがて覚悟を決めたように、ごくりと唾を吞のみ込んだ。ルカイヤは深呼吸をした。いよいよ終わりか。

　そう思った次の瞬間、男の額に、彼方かなたから放たれた短剣が突き刺さった。ルカイヤの髪と頰ほおに、生温かい血が降りかかった。

「ルカ様！」

　間一髪だった。すんでのところで、パルミラが駆けつけて、ルカイヤを救う一手を放ったのだ。

　呆ぼう然ぜんとする流民たちを突き飛ばし、ルカイヤはパルミラの下へと走った。パルミラも、彼女に素早く駆け寄った。流民の一人が、慌ててルカイヤを取り押さえようと追いかける。だが、強い勢いで飛来した矢が男の脚を貫いて、その男はもんどりうって倒れ込んだ。見事な精度で矢を放ったのは、ギフレであった。

　ルカイヤはパルミラの腕の中に飛び込んだ。

「ルカ様！　危険な目に遭わせて申し訳ありません！　怖かったでしょう!?」

「いいえ。わたしは怖くはありませんでしたよ。勇敢で素敵な騎士さまが助けてくださると、信じていましたから」

　ギフレが的確に兵士たちに指示を下し、逃げ惑う暴徒たちの身柄を取り押さえる。人質を失い、もはや抵抗の意志も気力もない彼らは、なすすべもない様子だった。なおも反抗的な態度を見せた者もいたが、結局、全員が投降した。

　悄しよう然ぜんとして、パルミラは呟いた。

「ルカ様を守るためとはいえ、民を、この手で殺あやめてしまいました」

「あなたが気に病む必要はありません。あなたはなすべきことをしたのです」

「いえ、彼らはクーファの民です。本当なら、殺す必要なんてなかった……」

　パルミラの気持ちが、もちろんルカイヤには痛いほどよく分かる。王女であるルカイヤを誘拐したという点では、彼らは紛れもない反逆者である。だが、彼らが飢えることがなければ、クルセイド軍によって土地を追われることがなければ、今ごろは善良で幸せな生活を送っていたに違いないのだ。

　それ以上、ルカイヤには何も言えなかった。彼女を救ってくれたパルミラの行為を否定したくなかったし、一方で流民たちを悪く言うこともできなかった。悪いのは彼らを追い詰めた、無力で無能な権力者たちなのだ。

「ああ、王女さま、ごめんなさい。本当に、ごめんなさい！　メディナが考えなしなばっかりに、王女さまを危険な目に遭わせてしまって……」

　うかうかと流民たちをルカイヤに引き合わせたメディナは、大粒の涙をこぼしてルカイヤに謝罪した。ルカイヤは彼女の手を取って、無言で首を左右に振った。むろん、彼女を責めることも、ルカイヤにはできなかった。

　流民たちを放置するわけにもいかない。人道上の配慮だけではない。クルセイド軍の下に走り、ルカイヤ軍の情報を伝えるとまずい。ルカイヤは兵士たちの中から五名を選び出して彼らの護衛役とし、南東の港湾都市ハンムードへ送り届けさせることにした。

　じきに日が暮れる。急がなければ。

　兵士たちに指示を下しながら、つい、弱音が彼女の唇からこぼれ出た。

「ラシード。今、どこで何をしているの？　会いたいよ……」




　　　　＊＊＊




　ルカイヤ軍はユースフ家の所領を通過し、夕暮れ時にヘレス橋へと到着した。サルファ河に架かる、古くて大きな橋である。あの大敗北の戦場よりも、かなり東の地点になる。

　橋のたもとで一人の男が待っていた。

　逆光に照らされて、その髪や鎧よろいは金色に輝いているように見える。だが近づくと、黒髪に黒鉛色の鎧の青年だと分かった。むろんラシードである。

「遅かったな」

「ラシード。あなた今まで、どこに行っていたのよ！」

　彼を見た瞬間、パルミラは、不安だらけの心の中が、すっと軽くなるのを感じた。もう大丈夫だ。この頼もしい男が来てくれたからには、もう何も心配ない。だが、そう感じる自分自身の心を、パルミラは否定した。眉を吊つり上げて、彼女はラシードに詰め寄った。

「ルカ様が、殺されるところだったのよ!?　あなたにとって予想外の出来事だったとは、言わせないわ。きっとあなたは知っていたはずよ」

「流民たちがルカイヤ様を人質にとり、クルセイド軍に売り渡すかいっそ殺してしまおうと企てることは、もちろん分かっていた」

「やっぱり！」

「だがルカイヤ様は助かった。それで、いいじゃないか」

「ラシード、あなた本気で言ってるの？」

　すべてがラシードの完璧な計算の下に進められているというのなら、まあいい。だが、すでにラシードの計画は狂い始めている。彼自身が、そう言っていたではないか。ルカイヤが必ず助かるという保証はなかったはずである。

　それでもラシードが平然としていられたのは、なぜなのか。やはり──ルカイヤの言う通り、失敗してもまた『歴史』を最初からやり直せばいいと思っていたからではないのか。

「……わたしが間違っていた。ルカ様の言うとおりだったわ。あなたは信頼できない。もうあなたに協力はできない」

「本当にそれでいいのか？　それはつまり、クーファを救うことはできないということだぞ？」

「そ、それは……」

「ルカイヤ様は捕らわれ、いずれクルセイド軍に処刑されるだろう。いや、死よりももっと恐ろしい目に遭うかもしれないな」

「やめて。それ以上言わないで！」

　パルミラは耳を塞いだ。嗜し虐ぎやく的な鈍い光が、ラシードの暗紅色の瞳を妖しく彩った。

「分かっただろう？　お前に選択権はない。ルカイヤ様を救い、クーファの滅亡を回避する方法があるとしたら、それができるのは俺だけだ。お前は、俺に協力するしかないんだ」

　冷ややかに囁ささやくラシードの前で、パルミラはただうなだれていた。







　パルミラは気付かなかった。彼女に冷たい言葉を投げかけながら、ラシードもまた苦く悶もんの表情を浮かべていたことに。逆光を背にして佇たたずんでいたのは、この表情を悟られないようにするためであったことに。

「……これでいい。これでいいんだ」

　ラシードの小さな呟きは、誰にも聞かれずに夕暮れの空へと消えていった。




　──今やクーファで唯一の正規軍ジユンドとなったルカイヤ軍を率い、ラシードとパルミラは、再びサルファ河を渡った。





５　十二年前　ある日






　ラシードの遠い記憶の中に、幼い少年時代の淡い思い出がある。

　それは病床の父イーサーのために、サルム家の父娘おやこが見舞いに来たときのことだった。

　イーサーは、かつて知勇兼備をうたわれた騎士だった。国柱将軍アミールになってルスタム家を再興しようと志す、気高い勇者だった。だがクルセイド軍に《北部地域マー・ワラー》を奪われたあの戦役で、落馬して腰の骨を折り、退役せざるを得なくなった。生きる希望を失った彼は次第に元気をなくし、ついには病に倒れたのである。

　すっかり卑屈になったイーサーは、ベッドの上で横になったまま、サルム家の当主であるハミドとその小さな娘を出迎えた。

「これはこれは、私ごときのために、国柱将軍アミール閣下がわざわざお越しとは……」

「そのような言い方はよせ、イーサー。俺とお前の仲ではないか。俺は、我らが先祖ルスタムとサルムのようにお前と接したいと常々思っておるのだ」

　顎あご髭ひげを揺さぶり、ハミドは気さくに手を振った。対照的に、彼と手を繫つないでいる小さなパルミラは緊張した面持ちである。知らない大人の家を訪問しているのだから当然だろう。

「運命カダルの歯車がほんの少しずれていたら、俺とお前の立場は、正反対のものだったに違いない。お前が俺に遠慮する必要など、まるでないのだぞ？」

　そう言って、ハミドはベッドの傍かたわらにいるラシードへと視線を移した。

「ラシード。お前も、大きくなったなあ。今、何歳だ？」

　ハミドは、イーサーだけでなく、その一人息子であるラシードをいつも気にかけているようだった。はにかみながら、ラシードは答えた。

「八歳、です」

「ん、ああ、そうか。うちのパルミラと同い年だものな。そりゃそうだ」

　何が面白いのか、ハミドは大笑いして、ラシードの頭をくしゃくしゃに撫なでた。

「すまんが、イーサーと二人だけで話をしたい。お前たちは外で遊んでいておくれ」

　そう言われたので、ラシードは同い年の女の子とともに、イーサーの寝室を後にした。

　さらさらと流れるような銀髪に、すみれ色の瞳をした女の子──パルミラは、大きな盾をまるで亀の甲羅のように背負っていた。鳳ほう凰おうの紋章が美しい、白く輝く丸い盾。

　小さな女の子と、戦争の道具である盾──その取り合わせが、何だかおかしかった。同時に、神秘的な輝きを放つその盾に、ラシードは魅せられた。

　吸い寄せられるように、彼は盾に手を伸ばした。そのときだった。

「この聖なる盾アイギトラに触らないで！」

　強い制止の声が、突き刺すようにラシードの耳に轟とどろいた。

「ご、ごめん……」

　思いの外、強い口調で咎とがめられて、ラシードはたじろいだ。だが、咎めた方は彼以上に動揺していた。

「わ、わたしの方こそ、ごめんなさい。怒っているわけではないの。ただ、あなたがこれに触ろうとしていたから……」

「本当にこの盾を大事にしているんだね」

「ええ、この聖なる盾アイギトラは、我が家の誇りよ」

　小さなパルミラは、胸を張った。きっと父親に、今日はわたしが持つから、と言い張ってこの盾を持参してきたのだろう。父のものである大切な盾を彼女が預かっていることは、父から信頼された証あかしでもあるのだ。

「あらゆる攻撃を防ぐ、サルムの聖なる盾アイギトラよ。あなたも知っているでしょう？」

「ああ、もちろんだよ。……うちにある、ルスタムの竜閃剣ドラコニアと対になっているものだよね？」

　あらゆる守りを打ち砕くルスタムの竜閃剣ドラコニアと、あらゆる攻撃を防ぐサルムの聖なる盾アイギトラ。その由来は、四百年も前に遡る。

　英雄王ターリク一世麾き下かの名将として名を馳はせたルスタムとサルム。英雄王は、二人の功臣に最大限の栄誉を授けて報いた。地位、領土、金、生涯にわたる様々な特権、そして個人的な友情。

　崩御の間際に、その友情の証として二人に授けたのがこの武具だった。

「余がこのクーファの地にやってきたとき、携えていたのはこの剣と盾だけだった。だが、これらが余に幸運を授けてくれたのだ。お前たち二人に、これを託そう」

　常に最前線で戦い、数多あまたの都市を征服したルスタムには、竜紋が施された美しい宝剣を。常に王とともにあり、彼の生命の危機を幾度も救ったサルムには、鳳凰紋に彩られた神聖なる盾を。二つの宝具を二人の親友に与えて、一代の英雄は逝った。即位からちょうど二十年が経過していた。

　だが二人の功臣のその後は明暗を分けた。

　サルムはいずれも優秀な五人の息子たちに恵まれた。兄弟仲はよく、サルムの後継者として国柱将軍アミールに就任した長兄を、四人の弟たちはよく支えた。しかも娘は第二代国王マリクであるヒシャーム一世の妃きさきとなり、夫を補佐して賢妃と讃たたえられた。幸せの絶頂の中で、サルムは天寿を全うした。

　一方、ルスタムの末路は哀れなものだった。

　サルム亡き後、ただ一人の国家の重鎮となったルスタムは、「融通の利かない頑固じじい」として、若い国王マリクからも、高官ワジールたちからも煙たがられた。その功績と名声はあまりに偉大であり、それはヒシャーム一世の疑惑と嫉妬を招いた。

　ルスタムの息子ウマルは英雄王の娘、すなわちヒシャーム一世の姉を妻にしていた。だが夫婦仲はよくなかった。やや軽率なところがあるウマルは、夫婦喧げん嘩かの際、つい言ってはならぬことを口にしてしまったのだ。

「聞き分けのない奴やつめ！　俺の親父おやじがその気になれば、お前の弟を国王マリクの座から引きずり降ろすことだってできるんだぞ！」

　姉は弟にそれを知らせた。これが謀反の証拠とされ、ルスタムは息子ともども死を命じられた。すべての名誉は剝はく奪だつされた。

　その後、第三代国王マリク・ヒシャーム二世によってルスタムの名誉は回復されるが、ルスタム家がかつての栄光を取り戻すことはなかったのである……。







「……すごいよね、僕たちの先祖って」

　二人は記憶を頼りに先祖の栄光を辿たどった。活躍の場面では声が弾み、ルスタムの非業の死に思いを馳せては涙を流した。

「でも、今の話で、わたし、一つだけ納得のいかないことがあるの。サルムの子どもたちは、どうしてルスタムを助けてあげなかったの？　みんな優秀だったんでしょう？　サルムの娘は、賢妃だったんでしょう？　濡ぬれ衣ぎぬだってことが分からない彼らじゃないはずよ。それなのにどうして王様の過ちを止めなかったの？」

「さあ？　僕に聞かれても、分からないよ……」

「決めた！　わたしも騎士になる！」

　唐突な宣言に、幼いラシードは困惑した。

「ええっ、無理だよ。女の子は、騎士にはなれないよ」

「なる。わたしもサルムのような立派な騎士になって、国を守るわ。そして、サルム家がルスタム父子に果たせなかったことを、わたしが果たす」

　そのときのパルミラの瞳にこもる決意の光を、ラシードは生涯忘れないだろう。

「もしいつか、あなたが自分ひとりで抱えきれないほどつらい目に遭って苦しむようなときが来たら、わたしがあなたを守るわ」





６　羊の月ガナム　十二日






　その後、パルミラと何を話したか、ラシードは忘れてしまった。パルミラはもう何も覚えてはいないだろう。だが、折に触れて、ラシードはその幼い日の光景を思い出す。それは、パルミラというひとりの人間を、人生で初めて意識した日であったから。そして彼と彼女の間に、ルスタムとサルムという祖先を通して、特別なつながりがあることを知ることができた日であったから。

　そして──淡い初恋の思い出であったから。

　それからほどなくして、父は逝った。葬儀の場に訪れたハミドは滂ぼう沱だの涙を流して弔文を読み上げ、旧友の死を悼んだ。その横で、パルミラは唇をきつく嚙かみ締しめて、涙を見せなかった。

　パルミラ。お前は凄すごい。

　まさか本当に騎士に志願するとは、あの時は思ってもみなかった。志願したと聞いたときは驚いたが、どうせすぐに嫌になって辞めてしまうだろうと思っていた。

「女のくせに、生意気な奴だ」

「騎士見習いの厳しい鍛錬に、女ごときがついていけるわけがない」

「すぐに脱落するさ。みっともなく、涙を流してな」

「さっさと、誰かのものになってしまえよ。誰も貰もらい手がいないのか？　だったら、俺の嫁さんにしてやってもいいぜ……」

　皆が、そう言って彼女を嘲笑した。だが、パルミラは負けなかった。どれだけきつい目に遭っても、決して諦めなかった。王女の護衛という特別に与えられた任務をこなしながら、男たちに交じって鬼教官の特訓を耐え抜いた。騎士見習いに課せられる試験を難なく突破したのは、彼女の父である国柱将軍アミールハミドが娘をえこひいきしているためだとか、教官を彼女が巧みに誘惑したからだという中傷がなされたが、それが根も葉もないでたらめであることを、ラシードは知っていた。

　パルミラ。サルファ河でお前がひとり奮闘しているのを目撃して、俺がどれだけ救われたか、お前には分かるまい。何百、何千という試行錯誤の末に、それらによってもたらされた失敗と絶望の末に、お前とともに戦うことがただ一つの『正解』なのだと確信したとき、俺がどんな気持ちを抱いたか、お前には決して分かるまい。

　お前には分からない──だが、確かに俺は、お前に助けられたのだ。

「私の知っている女騎士ならば、最後まで、決して諦めはしなかったでしょうに」

　ラシードが体験した最初の『歴史』──彼が敵に怖おじ気けづいて任務を投げ出し、王女を見捨てて逃げたあの時、ルカイヤが口にした言葉だ。あれは、まさに真理だった。決してただの願望でも身びいきから出た言葉でもない。彼女は、パルミラの真価を正しく知っていたのだ。




　だが、だからこそ俺は──。

















１　羊の月ガナム　朔日ついたち






　クーファ王国の都ヘネラリーフェ。『薔ば薇らのヘネラリーフェ』の異名を持つその街で、クルセイド軍は蛮行の限りを尽くしていた。

　庭園の美しい白薔薇は血で紅あかく染まり、かつて国内外の交易品で活気に溢あふれた市場スークは略奪の、市民たちの憩いの場として親しまれた公衆浴場ハンマームは凌りよう辱じよくの、それぞれ舞台となった。壮麗を極めた大礼拝堂ジヤーミーは無残に打ち壊され、国内外の商人たちで賑にぎわった隊商宿キヤラヴアンサライには火をつけられ、代々の国王マリクの墓廟マザールは遺体と糞ふん尿にようの異臭に塗まみれている。

　クーファ建築の最高傑作と名高い鷲獅子グリフイン宮も、もはや昔日の洗練された優美さは見る影もなかった。城門の黄金装飾や回廊壁面のラピスラズリ装飾はすべて剝はぎ取られ、噴水の白亜の獅し子し像は酔った兵士によって叩たたき壊こわされた。

　それでも、謁見の間として使われていた『七天使の間』は、今もなおその絶美を保っていた。金銀の天井装飾、色彩豊かなクーファ絨じゆう毯たん、まばゆい大理石の柱、アラベスクが美しいアーチ状の窓でかたちづくられたその部屋は、クルセイド軍の総帥が自らの本拠として利用していたのだ。

「主将であるコルドバ伯を死なせ、多くの兵たちの屍しかばねを虚むなしく異国の地にさらした敗残の将に、言い訳を聞こうか」

　クルセイド覇帝国軍総帥を務める皇子フェルディナントは、黄金の玉座アルシユに座り、最高級のワインが注がれた装飾陶器ミーナーイーの器を手に、極めて冷淡な態度でイグレシアスを出迎えた。

　稀き代たいの猛将イグレシアスともあろう者が、身のすくむ思いだった。覇皇帝グイスカルド一世の第四皇子であるフェルディナントは、かつてカルダスという西方の小公国を征服した際、一万人にものぼる捕虜を殺さつ戮りくし、被征服者たちを戦慄させたことがある。わずかな失敗を咎とがめられ粛清された部下の数も、両手両足の指では数えきれない。

「すべてはギフレが裏切ったせいです。今ごろ、奴はルカイヤ王女の下で、ズライハ城の防備を固めていることでしょう」

　イグレシアスはそのように報告した。こうなっては、すべての責任をギフレに押し付けるしかなかった。

「殿下。厚かましいお願いかとは存じますが、俺にもう一度、機会をお与えください。必ずやギフレの首を取り、ルカイヤ王女を捕らえてご覧に入れます」

「確かに厚かましいな」

　フェルディナントの口ぶりは冷然としていたが、自分の嘆願は必ず叶かなえられるだろうとイグレシアスは確信していた。なぜならば──。

「自分ほどの勇者は、天下に二人といない。その無双の豪傑の頼みならば、無下にされることはあるまい──そう踏んでいるのか、イグレシアス？」

　胸の内を言い当てられ、イグレシアスは動揺した。

「甘いな。いくさとは、組織でやるものだ。貴様がいかに剛勇を誇ろうとも、たかが一個人の勇にすぎない。貴様がおらずとも我は何も困らぬぞ？」

　イグレシアスは顔をこわばらせた。フェルディナントが一筋縄ではいかない相手であることを、改めて思い知った。窮地を打開する方策を見み出いだせないでいると、思わぬところから助け船がやってきた。

「お待ちください、殿下。今回の件、僕にも気になることがあります」

　声を上げたのは、赤みがかった金の髪を持つ美貌の青年だ。名は、ジュリアス。北辺の小さな島を出身地とする司教で、クーファに対する強硬論を唱えている。若年ながら、この戦争を主導してきた人物の一人だった。

「ポメラ将軍の怪死の件もあります。どうも、不可解な何事かが生じているとしか思えません」

　クルセイド軍にその人ありとうたわれた『魔将』ポメラは、敵都ヘネラリーフェを攻囲する直前、首のない死体の姿で発見されたのだ。犯人は今も見つかっていない。

「ふむ。サルファ河で我が軍があれだけ完全な勝利を上げられたのは、貴様の策ゆえだ。その貴様の意見であれば、傾聴に値するな」

　暗に、イグレシアスひとりの意見は聞く価値がないと言っている。イグレシアスは沸き起こる屈辱の思いを抑えるのに必死だった。

「よいだろう。ジュリアス、貴様がこのイグレシアスとともに、兵たちの指揮を執れ。ルカイヤ王女を探し出して、捕らえるのだ」







　そのジュリアスも、決してイグレシアスに友好的ではなかった。

「初めに確認しておくべきことがあります。ギフレ将軍が裏切ったせい、というのは、あれは噓うそですね？」

　鷲獅子グリフイン宮を退出した直後、いきなりそう問い詰められ、イグレシアスはたじろいだ。

「う、噓ではない。ギフレの奴やつは……」

「僕にはとても信じられません。滅亡寸前の敵国に寝返るなど、不可解です。ありえません。本当に、ギフレ将軍が敵と一緒にいるところを見たのですか？　見もしないで、君は彼が裏切ったと決めつけたのではないですか？　自分が罪から逃れるために、ギフレ将軍が裏切ったことにしたのではないですか？」

　ジュリアスは恐ろしく頭の回転が早く、弁が立つ。イグレシアスが弁明の言葉を口にする度に、たちまちその矛盾をついて、彼をさらに問い詰める。とうとうイグレシアスは「ギフレが本当に裏切ったのか、実際のところは分からない」と認めざるを得なかった。

「やはり、そうですか。それだけ確認できればよいのです」

「フェルディナント殿下に、俺を噓つきだと告発するつもりか？」

「そんなことをして何になるのです？　君はクルセイド軍随一の、無双の勇者。君が粛清されて喜ぶのは異教徒どもです」

　どうも、この男が何を考えているのか読めない。イグレシアスとしては気味が悪かったが、彼自身に欠けているもの──つまり知恵をジュリアスが持っているのは確かだった。彼に助けられたのも事実だ。不快だが、ここは素直にジュリアスに従うことにしよう。そうイグレシアスは判断せざるを得なかった。

　皇子から預かった部隊とともに、二人はズライハ城方面へ向かった。ところがその途上、斥候が意外なことを知らせてきた。

「ズライハ城は、すでにもぬけの殻だと……!?」

　何か、策があるのかもしれない。どちらにしても、ルカイヤ王女もいない辺境の城を占拠しても仕方がない。行方を追うことが最優先だ。

　だが、ルカイヤ王女の一行はどこに消えたのか。

「ふむ……妙ですね。東にも、南にも向かった形跡がないですか」

　斥候からの報告を一通り聞いたうえで、ジュリアスは結論を下した。

「では北ですね。それしかありません」

「き、北!?」

　北に向かったところで、行きつくのはクルセイド軍によって占拠された《北部地域マー・ワラー》だ。わざわざ死地に赴くようなものではないか。クルセイド軍の索敵網をかいくぐって、やはり奴らは東か南に逃げたのではないか。イグレシアスはそう主張したが、ジュリアスは聞く耳を持たない。部隊を北に進め、斥候を多めに放ったところ、山地の森林地帯でクルセイド軍の分遣隊が未知の相手によって全滅していたことが分かった。

「やはりそうですか。奴らはそこからさらに北に向かったのでしょう」

　野営陣地で地図を睨にらみながら、ジュリアスは言った。確信に満ちた物言いである。

「さすがに、それは考えにくいのではないか？　我が軍の支配領域だぞ？」

「いえ、間違いありません。奴らの狙いはおそらく、《北部地域マー・ワラー》でしょう」

　地図の一点を、ジュリアスは指で示した。

「たぶん、この地点です」





２　羊の月ガナム　十四日






　ラシードに先導され、ルカイヤ軍はサルファ河の北岸を行軍した。赤茶けた山岳地帯の多いクーファ南部とは異なり、緑の多い平野が広がる。

　もう少しで《北部地域マー・ワラー》の諸都市が見えてくる。

「ねえ、いい加減、教えて。わたしたちの目的地はどこなの？」

「……そろそろいいだろう。あれだ」

　痺しびれを切らしたパルミラの問いにようやくラシードが答えたのは、羊の月ガナムの十四日のことだった。

　ラシードが示したその方角には、高い尖せん塔とうを伴った城壁がうっすらと見える。

《北部地域マー・ワラー》の軍営都市ミスルの一つ、城塞都市ヒラルダだった。クーファ人が建てた都市だが、十五年前の戦役でクルセイド軍が占拠している。

「ヒラルダを攻撃するというのですか？　よりによって？」

　ルカイヤは驚いた。ヒラルダは堅けん牢ろうな都市だし、駐留軍の数も多いはずだ。クルセイド軍の主力はヘネラリーフェ方面に集結しているはずだが、それでも二千は下らないだろう。

　城を攻めるときは、守備側の三倍から五倍の兵力を揃そろえるのが常道である。守備側の五分の一以下の兵力で攻めるなど、非常識もいいところだ。

「そもそも、攻城兵器の準備もないのですが……」

「敵は、まさか我々がここまでやってくるとは夢にも思っていません。我々を迎え撃つ備えがないのです。俺の言う通りに動けば必ず勝てます」

　ルカイヤは、パルミラと顔を見合わせた。ラシードがそう言うのなら、間違いはないのだろうが……。

　ラシードの指示に従い、ルカイヤ軍はヒラルダの前方、わずか五スタジア（約一キロメートル）の距離に、堂々と陣地を築いた。もちろん、敵からは丸見えである。

　クルセイド軍に、動きはない。ヒラルダに駐留するクルセイド軍の指導者も、困惑しているのだろう。味方なのか、敵なのか。敵だとしたら、こんな少ない兵力で、いったい何をする気なのか。罠わなではないかと疑い、あえて攻撃せずに様子を窺うかがっているようだ。

　兵士たちの監督はギフレとイトバーンに任せ、ルカイヤたちは木組みの本営の中で身体からだを休めた。メディナが五人分のガラス杯に葡ぶ萄どう水を注ぐ。

「今、攻撃されたらひとたまりもありませんね。で、作戦は？」

「明日の朝、皆に知らせます」

　ルカイヤの質問にも、ラシードは愛想のない顔である。それ以上は答えず、葡萄水を口に運ぶ。このもったいぶった対応は、もはや最近では定番になっている。生真面目なパルミラが、いちいちそれに嚙かみつくのも。

「あなたはもう少しみんなのことを考えた方がいいわ。何も教えてくれないから、みんな、不安がっている。わたしもよ」

「そんなことぐらい、分かっている」

　また始まった、とクライシュがにやにやしている。この男は、怒ったときのパルミラの表情が好きなのだ。ルカイヤは「あれはかわいすぎるっス！」と熱弁を振るわれ、困惑したことがある。

「分かっているけど、事情があって話せないってこと？　それにしたって、もう少し愛想よくしたら？」

「お前に何が分かる」

「ええ、分からないわ。だから少しでも分かろうとして、こうして話しかけているのよ」

「それがお節介だって言ってるんだ。いちいち他人を分かろうとするな。誰にだって、事情というものがある」

「そう……よね。あなたは同じ『歴史』を、何百回、何千回と繰り返している。きっとわたしには想像もつかないくらいの苦労や、絶望があったでしょうね。とてもわたしなんかには、理解することはできないわ。でも、だからこそあなたに寄り添いたい……助けになりたいと思うことは、いけないことかしら？」

「善意の押し売りは、時として傲慢と紙一重だ。覚えておけ」

「傲慢!?　それは鏡に向かって言うべきではなくて？」

　ラシードは黙って立ち上がった。もはや話をするのも嫌だという意思表示だろう。本営の外に出ていこうとする彼の背中に、パルミラが付け加えた。

「今夜はちゃんと寝なさいね」

　無言のまま、ラシードは外へ出た。扉を閉める音が強すぎて、クライシュがびくりと背中を震わせた。ルカイヤも、危うく葡萄水の入ったガラス杯を取り落としそうになる。

「ふん、無愛想！」

　気色ばんだ様子で、パルミラが吐き棄すてた。

「もっと、彼のことが知りたいのに。少しでも彼の力になりたいのに。訳が分からないわ。わたし、何かラシードに嫌われるようなことをした？」

「それはないと思いますけど。むしろ……」

　メディナが遠慮がちに呟つぶやいた。

　おや、とルカイヤは思った。メディナがこんな顔をするのは、珍しい。思ったことは何でもすぐ口に出す娘だ。その彼女が、何かを口にするのをためらっている。

「言ってごらんなさい、メディナ」

　ルカイヤが促すと、ごくさりげなく、メディナは思わぬことを口にした。




「ラシードさんって、本当はパルミラさんのことが好きですよね？」




　一瞬、沈黙の霧が本営の中を覆った。

　パルミラは頰ほおを柘榴ざくろのように赤らめた。すみれ色の瞳には困惑の光が宿っている。

「ちょ、ちょっとメディナ？　あなた突然、何言い出すの!?」

「絶対そうですよ！　メディナは確信しています」

　葡萄水入りのガラス杯を握り締めながら、メディナは自信たっぷりに断言した。

「ラシードさんは、パルミラさんのことが好きです。間違いありません」

「お前なあ……こんなときに恋バナとか、もっと騎士見習いとしての自覚を持てよ」

「えええ、クライシュに説教された……」

「も、もう、いい加減にしなさい！」

　パルミラは身を乗り出して、メディナを𠮟り付けた。

「ラシードが、わたしなんかのことを好きなわけがないでしょう？」

「だってラシードさん、パルミラさんのことをめちゃくちゃ信頼してますよ？　口には出さないけど、メディナには分かります」

「ラシードが？　わたしを？　冗談でしょう？」

　ルカイヤは、溜ため息いきを吐ついた。誰もが自分のことを正確に分かっているわけではない、ということを、彼女は改めて思い起こした。

「パルミラ、そこに座りなさい」

「な、何ですか、ルカ様。突然、改まって」

「この際、はっきりさせましょう。あなたはラシードのことが好きなのですね？」

「はあ!?　違いますよ！」

　断言してから、パルミラは自分の言葉を修正した。

「ラシードのことは、とても尊敬できる、素晴らしい人だと思っているけど……でもそれは指揮官としての判断力とか、そういったことで……異性として好きかどうかなんて……でも自分では自覚がないけど、そうなのかも……」

　ルカイヤは、頭を振った。パルミラには、心の中を整理する時間が必要だ。

「も、もう、この話は止やめましょう。陣営の見回りをしてきます」

　照れくさそうな顔で、パルミラはルカイヤに背を向け、本営を後にした。気まずそうに、メディナが謝罪する。

「す、すみません……。メディナ、また余計なこと言っちゃったみたいで」

「いいえ。私は、そうおかしな推理ではないと思いますよ。まあ、パルミラの前で堂々と言っちゃうのは、どうかと思いましたが」

　ラシードは感情を面に出さない。だから内心で何を考えているのかはなかなか分からないのだが、十分、ありえる話だ。でなければ、サルファ河の戦いで彼がわざわざパルミラを助け出した理由が分からない。

「二人が両想おもいだとしたら、クライシュはめでたく失恋ですね」

「……オレだって、パルミラ先輩がラシード先輩にどんどん惹ひかれていってるのには、気付いていました」

　苦い顔で、珍しく冗談も言わず、クライシュが呟いた。そう、クライシュも気付いていた。気付いていなかったのは、本人くらいのものである。彼女のラシードを見つめる眼まな差ざしには、単なる尊敬以上のものがあった。

「正直、パルミラ先輩がオレなんかに振り向いてくれるとは、最初から思っちゃいないっス。そっか、ラシード先輩も、パルミラ先輩のことが好きなんスね。まあ、お似合いの二人なんじゃないスか？　オレは、パルミラ先輩が幸せになってくれるならそれでいい」

　遠い目をしてクライシュは言い、急におどけた顔でメディナに問いかけた。

「今のオレ、かっこよかった？」

「そ、そうだね、その最後の余計な一言がなければね……」

　呆あきれ顔で、メディナが指摘したそのときだった。

　どこからか悲鳴のようなものが聞こえてきた。何やら外が騒がしい。

「きゃっ！　ちょ、ちょっと、ラシード！」

　耳をそばだてると、パルミラのそんな声が聞こえてくる。

　何か、あったのだろうか。

　クライシュとメディナが急いで外に出る。二人に続き、ルカイヤも声の方へ向かった。

　ラシードが倒れている。数名の兵士が顔色を変えて助け起こしていた。傍そばにいるパルミラの顔は真っ青だ。

「ど、どうしたのですか。何があったのです？」

「わ、分かりません。わたしが外に出たら、ラシードがうずくまっていたんです」

　ルカイヤは、自分の血の気が引いていくのを感じた。今、ラシードに何かあったら、これからどうなるのだろう。ラシード自身は、これを予測できていたのだろうか。不測の事態だとすれば、万事休すだ。

「ご、ごめんなさい……実は、メディナのせいなのです……」

　おずおずと、メディナが名乗り出た。

「メディナはラシードさんの葡萄水の中に、ワインを混ぜておいたんです。こんな騒ぎになるなんて、思ってなくて……」

「な、何でそんなことを!?　ラシード先輩、酒が飲めないって言ってたよな!?　お前、それ聞いてたよな!?」

　ズライハ城での戦勝会のときのことだ。ラシードは、自分は酒が一滴も飲めない、飲むと倒れてしまう、と言っていたのだ。メディナもその場に居合わせたはずだが……。

「いつも寝てないみたいだから、今夜くらいは、ぐっすり寝かせてあげたかったんだよう」

「メディナ。あなた、また勝手なことをして……」

　パルミラが呆れるのも、もっともである。倒れて眠ってしまう程度ならいいが、体調を崩してしまったらどうするのか。

「パルミラさん、言ってたじゃないですか。ラシードさんが前にお酒を飲んだとき、あっという間にかわいい寝息を立ててたって」

「確かに、そうね……。ラシードが前に飲酒したときは、むしろ気持ちよく眠っていたわ」

　今のラシードも、単に眠っているように見える。「かわいい寝息」とはなるほどもっともで、端麗な顔立ちも手伝って、まるで天使が眠っているかのようだ。

「そうですね。それでよかったと思いますよ」

　ルカイヤは微笑ほほえんだ。ともかく、大事には至らなかったようで、一安心である。

「パルミラ、メディナ。あなたたちも早く寝なさい。クライシュ、申し訳ありませんが、ラシードを寝所まで運んであげてください」

「はあ、分かりました……」

　クライシュが兵士の一人と協力し、昏こん睡すい状態にあるラシードを担架にのせて担ぎ上げる。別の兵士がルスタムの宝剣を持ち、ラシードのテントへと向かっていく。

　何も知らずに、ラシードは昏々と眠っている。その横顔を見ながら、ルカイヤは呟いた。

「それにしても、よい寝顔だこと」





３　羊の月ガナム　十五日未明






　夢幻の中に、ラシードはいた。

　竜閃剣ドラコニアを振るい、パルミラとともに、わずか二騎で敵陣を駆け抜けている。

　サルファ河での光景ではない。別の戦場だ。これから起こるかもしれない、未来の出来事であることを、夢の中のラシードは知っていた。

　ラシードとパルミラの猛勇に、敵は逃げ惑っている。二人の後ろに、味方の騎兵部隊が続く。振り返ると、光の波ができていた。騎兵たちの甲かつ冑ちゆうが、払暁の光を反射してまばゆく輝いているのだ。まるで神々に栄光を授けられた天の使徒の軍隊だった。

　二人が切り開いた分厚い敵陣の奥に、ひときわ目立つ黄金の甲冑を身につけた騎士がいた。敵軍の主将だ。ラシードたちの姿に驚き、戸惑っている。

　味方は少数だ。長期戦になれば、勝ち目はない。一いつ気き呵か成せいにけりをつけるしかない。

　ラシードは竜閃剣ドラコニアを両手で逆手に持ち、頭上で構えた。狙いをつけると、敵将めがけて投げつける。稲妻のように空間を切り裂いて、宝剣は呆ぼう然ぜんとする敵将の口の中へと吸い込まれていく。顎を砕かれ、喉を貫かれて、敵将は血ち飛沫しぶきをばら撒まいて倒れた。

「敵将、討ち取ったぞ！」

　ラシードが叫ぶと、恐慌をきたした敵兵が、驚き惑いながら逃げていく。クーファ軍の電光石火の奇襲に、何が起こっているのか、まったく理解できていない様子だ。

　大勝利に味方が沸いた、まさにそのときだった。

「この異教徒の悪魔め！　よくも将軍閣下を！」

　怒りに燃えた声が、戦場のどこからか発せられた。ラシードは辺りを見回す。だが、戦場の混乱の中で、どこに声の主がいるのか、特定できない。

「ラシード、危ない！」

　誰かが身を躍らせた。骨の砕ける音が聞こえた。

「パルミラ……！」

　振り返ったラシードは、言葉を失った。そこにあったのは、瑠璃色の胸甲ごと槍やりに貫かれた、パルミラの姿だった。ラシードの背中めがけて放たれた投げ槍を、パルミラが身を挺ていして防いだのだ。凄すさまじい量の血が、傷口からどくどくと溢あふれていた。

　その光景を、ラシードは正面から受け止めることができなかった。

　どうして。

　どうしてお前が。何が、起きている。

　呆然として、ラシードは立ち尽くした。

　力なく、パルミラが倒れる。駆け寄ったラシードに、消えてなくなりそうな声でパルミラは言った。

「ラシード、よかった……無事で……」

「馬鹿、しゃべるな」

　息も絶え絶えなパルミラの肩を、ラシードは抱き締めた。一見して致命傷であることはすぐに分かった。

　どうしてこんなことを。

　いや、分かっている。パルミラが彼をかばうのは当然だ。立場が逆なら、ラシードが彼女をかばっただろう。

　なぜなら、彼ら二人は──。

「ラシード。お願い、ルカ様を助けて。クーファを救えるのはあなただけよ……」

「しゃべるなと、言っただろう」

「あなたを助けられて、よかった。だって、だって、わたし……」

　そう言いかけて、パルミラは動かなくなった。その唇も、まぶたも、肩も、腕も、手も、指も、何もかもが動かなくなった。

　永遠に。

「パルミ……ラ？」

　返事はなかった。ただ銀糸の髪のみが、ラシードの腕の中で揺れていた。

　ラシードの慟どう哭こくが、激しく天を突いた。







「また悪魔シヤイターンが俺に悪夢を見せやがる……」

　ラシードは、独白した。目を覚ましたのは、テントの中だった。毛布には、汗がべっとりと付着している。まだ外は、真っ暗なようだ。

　知らぬ間に、眠ってしまっていたらしい。

　今日、ここで眠ってしまうと、この悪夢を見てしまうことは分かっていた。ヒラルダ攻略の前夜という大事な時だ。だから寝ないようにしていたのだが、何か未知の要因が作用して、眠ってしまったのだ。

「運命カダルは、どうしても彼女を、俺から一番大事なものを、奪い去るつもりらしい……」

　以前に体験した『歴史』の一光景だ。今回もそうなると決まったわけではない。いや、絶対にあんなことは起こさせてはならない。たった一つの希望、たった一つの『正解』に、俺は今度こそ必ず到達してみせる。そう強く決意してはいるが、それでもあのおぞましい光景を痛切に思い出すと、心が激しく揺さぶられた。

「そういうことですか」

　不意に、玲れい瓏ろうたる声が聞こえてきて、ラシードは振り返った。

　野営のテントの中には、ラシードの他にも誰かがいたのだ。

　夜の闇の中でも燦さん然ぜんと輝く黄金の髪──ルカイヤだった。

「これがあるから、あなたは寝ていなかったのですね」

「ルカイヤ様、どうして……」

　呆然として、ラシードは呟つぶやいた。ルカイヤは雪サルジユの頰ほおに軽やかな笑みを浮かべた。

「あ、驚いていますね。ラシードの驚く顔は初めて見ます。何をしても、『それはもう見た』って顔をしていましたから」

　実際、驚いている。ヒラルダ攻略の前夜に、このような状況におかれたことはない。今まで繰り返した『歴史』の中でも、一度も経験していない事態だ。

「メディナが何かやらかしたのですか」

「どうしてメディナだと？」

「あいつは不思議な子でしてね」

　ラシードは『歴史』を何度もやり直してきた。彼がいつもと同じような行動をとれば、基本的には、『歴史』はいつもと同じ経過をたどる。多少、細部が違っていても、あまり大きな変化はない。ところがメディナだけは、いつもとほんの少しだけ違うラシードの行動に反応して、こちらの予定にない、突拍子もないことをやり出すことがある。それで『歴史』の流れが変わることがあるのだ──とラシードは説明した。

「神々がこの世界を創り上げたとき、あいつに対してだけ、何かの部品を付け損ねたんですよ。だから『歴史』が変わるのはいつもあいつがきっかけです。今回も、そうでしょう？」

「なるほど。当たっていますよ。メディナがあなたの葡ぶ萄どう水の中に、お酒を入れてしまったのですよ」

　ズライハ城での戦勝会のとき、クライシュに酒を勧められて、ラシードは断った。普段なら単に「断る」と言って終わりなのだが、今回のラシードは「俺は酒が飲めない」と付け加えてしまったのだ。ただの気まぐれだったのだが、その一言で、メディナの行動が変わってしまったようである。

「勝手に覗のぞき見して、申し訳ありません。でもこうしないと、あなたが今までどれほどの苦悩を重ねてきたのか、私には理解できなかったでしょう……」

　碧へき色のルカイヤの瞳には、後悔の念が宿っていた。

「あなたのことを、もっと理解しようと努めるべきでした。ごめんなさい。大変な、本当に大変な苦労をしてきたのですね」

「俺はもともと、特別な才能があるわけでも、特別な責任感があるわけでもないんです。ルカイヤ様やパルミラは、いつも本気でクーファのことを憂えて、クーファの民のことを考えて、それを守るために必死です。でも俺は違う。そんな大した奴やつじゃない。それなのに、どうして俺なんだ、って……」

「それは私だって同じですよ」

「ルカイヤ様は、国王マリクの代わりを立派に務めておいでです」

「いいえ。本当は私だって、王女なんて地位は今すぐにでも投げ捨ててしまいたいと思っているのですよ」

　黄金を溶かして編み上げたような髪を揺らし、ルカイヤは自嘲した。

「私、根はそんなに真面目ではないのです。本当は、王族らしくもっとわがままを言って、民から集めた税金で贅ぜい沢たくをして暮らしたいと思っているのですよ。理想的な指導者として振る舞っているのは、成り行きです。本当は、こんな面倒なことはしたくありません」

　ラシードは、かすかに笑った。ルカイヤは、決して聖人君子ではない。そのことを、すでに彼は知っていた。異なる『歴史』の中で、彼女の様々な側面を見てきたからだ。だが、さも高潔そうな人物が別の局面では醜い本性をあらわにするところを、ラシードは数えきれないほど目にしてきた。彼らと比べると、ルカイヤははるかに立派であると思う。

「で、本題です。どうしてあなたは、わざとパルミラに冷たくしたり、嫌われるよう振る舞っているのですか？」

「何を言っているんです？　俺がいつそんなことを？」

　ラシードは、すっとぼけた。だがルカイヤは追及を緩めなかった。

「ズライハ城でクルセイド軍を撃退するまでは、無愛想なりにパルミラと協力してやっていたではありませんか。それなのにズライハ城を出てからは急に感じが悪くなったから、ちょっと不自然だと思ったのです」

「……少しずつ、俺の計算が狂い始めましてね。虫の居所が悪かったのです」

「本当に？　でも、森の中でクルセイドの分遣隊と戦ったときは、味方に一人の犠牲者も出すことなく、完勝できました。あれはやはり、あなたの計算通りだったのでは？」

　やはりルカイヤは鋭い。簡単なごまかしは、彼女には通用しない。

「私が流民たちに襲われたときも、間一髪でパルミラの救援が間に合うことをあなたは知っていたはずです。だから平然と、部隊を離れることができた。全部、あなたの計算通りだったのでは？」

　もう、これ以上は無理だ。ラシードは諦めた。ルカイヤは、ほとんど正解に辿たどり着いている。

「何度も『歴史』をやり直しているうちに、俺は『これが正解ではないか』『これでクーファを救えるのではないか』という道すじを、一つだけ見つけました」

　もはや隠し通すことはできない。ラシードは、説明した。

「サルファ河でパルミラを助け、王都からルカイヤ様を連れ出し、『魔将』ポメラを討ち、ズライハ城に至る。おびき寄せたクルセイド軍を破り、ギフレを味方に引き入れ、北上してヒラルダを目指す……」

「今、我々がなぞっている『歴史』がそれですね」

「ええ。ヒラルダを占拠した後は、そこでルカイヤ様が健在であることを示し、クーファ全土に檄げきを飛ばすのです。これで、戦況を一気にひっくり返すことができます。俺は実際に何度も『歴史』を遡って再現しました」

「ところが、それも最終的には上手うまくいかなかったのですね」

「はい、その通りです」

　上手くいっていたら、もうそれ以上、『歴史』の遡りは起きないはずだ。だが、現実にはそれが起きている。

「あいつが……パルミラが、死んでしまったのです。俺をかばって。俺の代わりに」

　それが、先ほどラシードが悪夢で見た光景だ。思い起こす度に涙が溢あふれてくる、つらい思い出だ。ラシードは言葉を続けた。

「その頃には、あいつは、もはや欠かすことのできない人間になっていました。国柱将軍アミールとしても、ルカイヤ様の側近としても」

「そして、あなた自身にとっても？」

　ああ、やはりルカイヤ様は気付いている。ラシードは確信した。

「あなたとパルミラは、恋仲になっていたのですね」

「……何百回、何千回もの繰り返しの中で、あいつだけは、ずっと俺の誠実な味方でいてくれたのです。誰も彼もが裏切り、誰も俺とともに戦ってくれなくなったときも。誰もが絶望して、戦意を失ってしまったときも。あいつだけは決して諦めなかった。クーファと、ルカイヤ様を守るために、絶対にへこたれませんでした」

「それであなたは、パルミラに惹ひかれた？」

「……はい。というより、改めて惚ほれ直したというべきなのかもしれません。実は、俺の初恋の相手はパルミラなんです。まだ八歳の頃ですけどね」

　声に出さずに、ラシードは笑った。

「で、あいつも、俺のことが好きだと言ってくれました。数え切れない繰り返しの中で、その度に、俺のことを好きになってくれて──俺たちは恋人同士になりました。でもそのせいで、あいつは、パルミラは俺をかばって死にました。俺はクーファにとって必要な人間だから、と。だから自分の生命いのちを投げ出してでも守ると……」

「ああ……」

「パルミラを失って、クーファの抵抗運動は一気に瓦解しました。俺自身も、何のために戦っているのか、もはや分からなくなって……結局、クーファはまた滅びてしまったのです。何度やり直しても駄目でした。必ずどこかでパルミラは俺をかばって死ぬのです」

　絶望に次ぐ絶望の果てに見み出いだした、たったひとすじの希望。それすらも失われて、ラシードは苦悩の中を彷徨さまよった。何をどうしていいのか分からず、無為に『歴史』を何度も繰り返した。だが、何もしなければ永久にこの地獄ジヤハンナムから抜け出すことはできない。思いついた唯一の方策に、ラシードは賭けることにした。

　これが、本当の本当に最後の、たった一つの可能性。たった一つの希望。

「パルミラと結ばれることなくあのときの道すじを再現することが、今の『歴史』での俺の目的です。俺は、パルミラを愛してはいけない。愛されてもならない。俺はパルミラから嫌われ、憎まれ続けなければならない。彼女が俺に惹かれる素振りを見せたら、冷たく接して、突き放す。そうすることでしか、あいつを守れない」

　ラシードが、守りたいもの。

　この上なく大切な……気高く、美しい彼女。

　千億の亡国と無数の絶望を経て、それでも心が折れることなく最後の可能性へと望みを託して戦っているのは、すべて彼女を守るためなのだ。

「嫌われることでしか、彼女を守れない……ろくでもない結論ですね、それは」

　溜ため息いきを吐ついて、ルカイヤはテントの入り口の幕をまくり上げた。

「……ということだそうですよ、パルミラ」

　そこには呆ぼう然ぜんとした顔のパルミラが突っ立っていた。鎧よろいは身につけていないが、大切なサルムの聖なる盾アイギトラを両手で握り締めている。

　聞かれていたのだ。ラシードは愕がく然ぜんとした。彼女に知られてしまっては、計画はすべて台無しだ。

「ラシード。聞いてほしいことがあるの」

　パルミラも、まだ心の整理がついていないようだった。それでも、しっかりとした口ぶりで、彼女は言葉を紡いだ。

「サルファ河で助けてくれたとき、本当に嬉うれしかった」

　すみれ色の瞳が、淡く揺らいだ。

「助けに来てくれたのが、あなたでよかった」

　聖なる盾アイギトラを固く胸に抱きながら、ゆっくりと、言葉を選んでいく。

「あなたはわたしの味方だって、信じていたから。みんなはわたしのことを、『女のくせに剣を振り回すなんて』『騎士なんかやめて、早く結婚しろ』ってばかにしていたわ。でもあなただけは決して、そんなことを言わなかったわね。だからわたし、あなたを嫌ったり、まして憎んだりなんて、できないわ」

　パルミラの温かい言葉が、ラシードにはつらかった。もう二度と彼女と結ばれることはないと決意していたのに、決心が鈍ってしまいそうだった。

「その……パルミラ……」

　パルミラは、何も言わずにラシードの枕元に近寄った。そこには、彼にとって何よりも大切な祖先ルスタムの宝剣──竜閃剣ドラコニアがある。美しい艶あでやかな鞘さやに収まったその剣を、パルミラはすみれ色の瞳でじっと見つめた。

　決意に満ちた顔で、パルミラはその宝剣を手に取った。

「パルミラ……？　何をする気だ……？」

　まさか、彼女は──。





４　同日　朝






　黎れい明めいの光が夜の帳とばりを吹き払った。

　サルファ河の支流であるジュザーム河の清らかな水で、パルミラは顔を洗った。頰ほおを包むひんやりとした感覚が、気持ちよかった。

　目を覚ましたクライシュとメディナが、何やら騒いでいる。

「ど、どういうことっスか、いったい？」

「メディナは訳が分かりません。パルミラさん、何が起こったのですか？」

　目の前の光景を見れば、仰天するのも分かる。パルミラ自身、昨夜はとんでもないことをしてしまったと思う。一夜明けて、改めて自分のむちゃくちゃな行動に赤面する。決して、後悔はしていないが。

「ま、まあ、若気の至りってやつね……」

「え、これパルミラ先輩が!?　く、詳しく！　オレ、ちょっと信じられねえっス」

　ありえないことが起こっているのだから、二人が目を疑うのは当然だ。

「戦いが終わったら、教えてあげるわ」

　二人を落ち着かせて、ともに本営に集合した。ラシード、ルカイヤ、それにギフレも集まっている。今はヒラルダの攻略に専念しなければならない。作戦会議が始まった。

　まずはラシードがヒラルダを巡る地勢を説明する。

「ヒラルダは城壁も堅固だが、天然の要害でもある。攻撃が可能なのは正面の正門だけで、残りの三方はウゾーナ山の断崖絶壁にぐるりと囲まれている」

　ラシードの説明にぴんと来たのか、クライシュが手を上げた。

「……オレ、ラシード先輩が何をやらかそうとしているか、分かったような気がするっス」

「言ってみろ」

「先輩、断崖がお好きですよね？」

「別に好きではないが」

「でも、そういうことっしょ？」

「よく分かったな」

「あんまり分かりたくなかったっス」

　だろうな、とラシードは頷うなずいて、作戦の説明に入った。

「俺とパルミラ、それにクライシュの三人でウゾーナ山を登り、断崖を一気に駆け下りて背後からヒラルダの城内に斬り込む。城門を開き、跳ね橋を下ろしたところに、正面から三百人の兵士が駆け込む」

「随分と無む茶ちやな作戦だな」

　ギフレが眉をひそめた。

「そうだ、無茶な作戦だ。ついでに言うと、ヒラルダを守っているクルセイド軍の武将は、ジュリアスとイグレシアスの両名だ」

　ラシードの言葉に、ギフレは顔色を変えた。

「何っ、あの二人が？」

「どんな人物なのですか」

　レモン水を飲みながら、ルカイヤが問う。

「クルセイド軍で最高の智ち謀ぼうの持ち主と、最高の武勇の持ち主です。なぜよりによってその二人が……」

「ますますもって無茶な作戦だと思うだろうが、今回はジュリアスの智謀もイグレシアスの武勇も発揮できないような状況を作る。だから必ず勝てる。俺を信じてくれ」

「……ああ、分かった。ラシードが言うのなら信じよう」

　ギフレは、ラシードが異なる『歴史』を何度も体験していることを知らない。だが、ラシードが何かとんでもなく不思議な力を秘めていることは、うすうす察している様子である。ラシードを信頼し、今は何も聞かずに従うつもりであるらしい。

「ギフレ将軍には、兵士たちの指揮をお願いする」

「私に全部任せていいのか？」

　試すような視線を、クルセイド出身の若き将軍はラシードに投げかけた。

「私が裏切れば、この作戦はその時点で失敗するぞ？」

「生きたルカイヤ様より死んだルカイヤ様を見たいというのなら、そうなさるがよろしい」

　ラシードが表情を変えずに即答すると、かなわないな、とばかりにギフレは苦笑した。

「ラシードは私の扱い方をよく心得ているな。いいだろう、ルカイヤ姫の泣き顔ではなく、笑った顔を見るために、全力を尽くさせてもらう」

　兵力で敵に格段に劣るルカイヤ軍である。すべての成員に、能力を存分に発揮することが求められた。ルカイヤとメディナ、イトバーンにも重要な任務が与えられた。

「にしても、ラシード先輩とパルミラ先輩はいいとして、オレなんかが斬り込み部隊に加わって大丈夫なんスかね……」

　自信なさげにぼやいたのは、クライシュである。この三人の活躍が、作戦の成否を握っている。自分にできるのか、と不安になるのは当然だろう。

「クライシュ。お前には、一つ大事な役目があるんだ。お前にしか、できないことだ」

　ラシードが詳細を説明すると、クライシュの表情がぱあっと明るくなった。

「なるほど、それは確かにオレにしかできないっスね！　了解。準備してきます！」

　各々が、自分の任務を果たすために持ち場へ戻った。

　本営には、パルミラとラシードだけが残った。

　パルミラは、ちらちらとラシードの様子を窺うかがった。ラシードはパルミラと視線を合わせず、無言のままだった。

　気まずい思いがあるのは確かだった。

　異なる『歴史』では、彼女はラシードと恋人同士だったというのだ。そしてラシードはそのときのことを覚えている。パルミラはまるで記憶していないというのに、随分と不公平な話だ。

　具体的には、二人の恋は、その、どのくらいまで進んだのだろうか。子どもではあるまいし、まさか手を繫つないで終わり、ということはあるまい。キス……くらいは、当然、したのだろう。では、それ以上のことは……。

「パルミラ」

「えっ、な、何」

　急に名前を呼ばれて、パルミラは動揺した。

「その……すまなかった。今まで、色々と酷ひどいことを言って」

「え、ああ……そのこと」

　言われたときは腹を立てたものだが、今となっては、まったく気にしていない。理由があってのことで、本心からのものではないことが分かったからだ。

「俺のことを、軽蔑しただろう？」

「まあ、少しね。でも今は、あなたのことを見直しているわ。あなたはとても……心が強い人だと思うわ」

「俺が……強い？」

　ラシードは眉をひそめた。

「言っただろう？　俺は最初の『歴史』のとき、ルカイヤ様を見捨てて逃げたんだ。その後も、何度もひどい醜態をさらしている。そんな俺を……お前は強いと言ってくれるのか？」

　確かに、最初は逃げたのかもしれない。卑ひ怯きような振る舞いも、愚かな選択も、たくさんしたのかもしれない。でもそれを乗り越えて、ラシードは強くなったのだ。

　パルミラはそう思う。ラシード自身は、気が付いていないのかもしれない。だが、絶望に絶望を重ね、すべてを投げ捨てたい衝動と戦いながらも、彼は少しずつ、クーファを救う手立てを確立していった。どんな難敵にも、数で圧倒的に勝る相手にも、決して負けない手段を見み出いだしていった。

　それはきっと、とてつもないことだと思うのだ。

「そうよ。あなたは強い人よ」

　確信を込めて、パルミラは言った。もはや彼は、『臆病者のラシード』ではない。ラシードとともに戦えることを、パルミラは誇りに思った。




　そう、だからわたしは──。





５　同日　正午






　イグレシアスは苛いら立だっていた。

　城塞都市ヒラルダの中央広場で、彼はクルセイド兵たちと待機していた。

　ヒラルダに来たのは、敵は必ずここに現れるだろうと、ジュリアスが予測したからだ。

　果たして、敵部隊は現れた。クーファの甲かつ冑ちゆうを着て、クーファ軍の旗を掲げている。王女ルカイヤが率いるクーファ人部隊と見て間違いない。つまり、叩たたき潰つぶすべき敵だ。いつでも戦えるように、彼は兵士たちを街の広場に整列させた。だが、敵を攻撃してはいけないとジュリアスは言う。

「決して、打って出てはいけません」

「なぜだ!?　敵は、たった三百だぞ？　今なら簡単に粉砕できるではないか」

「やれやれ、だから君は、頭蓋骨の中にも大胸筋が詰まっている、などと揶や揄ゆされるんですよ」

　揶揄しているのは貴様ではないか、とイグレシアスは思ったが、黙っていた。口ではこの男には勝てない。

「いいですか。敵は、たった三百でこの都市を攻めようとしています。普通に考えたら、無理です。不可能です。馬鹿でも分かります。それなのに、敵はこのヒラルダを占領するつもりでいる。なぜか。この城内に、内通者がいるからです」

　イグレシアスは沈黙した。なるほど、それは彼にはない発想だった。

「君がまとまった数の兵を率いて外に打って出てごらんなさい。たちまち内通者たちが蜂起して、城内を占拠しますよ。敵が狙っているのは、それです」

「で、では、どうすればいい？」

「城内のクーファ人どもを拷問にかけ、内通の計画を吐かせましょう」

「ご、拷問!?」

「そうです、拷問です。お得意でしょう？」

「いや……俺は……」

　イグレシアスは口ごもった。彼は粗暴な男で、部下を殴りつけたり、捕虜を虐待して殺してしまうことも日常茶飯事だった。だが、拷問はどうも苦手だった。何しろ、少しでも彼が本気を出すと、拷問を受けた捕虜はすぐに死んでしまう。手加減というものができないので、そういった仕事には不向きなのである。

「ワタシがやりマスよ。拷問ならお任せくだサイ」

　声を上げたのは、ヒラルダの都市代官コレヒドールであるベルトランであった。異常に瘦せこけた、顔色の悪い中年男である。まるで自分自身が拷問を受けた直後のような風貌だが、これでも覇皇帝グイスカルド一世にヒラルダを任された高級官僚だ。

「ワタシは『魔将』ポメラ殿に、手ずから拷問のやり方を教わったことがあるのデス」

　ポメラといえば、異教徒への拷問の専門家だ。先日、非業の死を遂げたのは残念だったが、こんなところに弟子がいたとは。イグレシアスは彼にすべてを任せることにした。

　ベルトランは城内のクーファ人たちのうち、知識人や指導的な立場にある者を十人ばかり集めた。彼らとは別に、ベルトランはさらに子どもや若い女性を二十人ほど集め、縛り上げて広場に整列させた。

　そして、抵抗できない子どもや女たちを、鞭むちで殴りつけ始めたのである。

　クーファ人の指導者たちは、いずれも強い意志を窺わせる鋭い目つきの持ち主だった。クルセイド軍に殺される覚悟はできていたのだろう。だが、自分と無関係な者が痛めつけられるとなれば、話は別だった。

「痛い、痛いよう」

「やめて、ひどいことしないで」

「助けて、ねえおじさん、助けてよおお」

　弱い立場の者たちの悲鳴を聞いて、彼らは歯ぎしりした。

「おのれ卑劣な！　子どもたちは、何も知らない！　娘たちには、何の罪もない！　やめろ、やめてくれ。お前たちの神は、お前たちにそんなことをしろと命じているのか？　お前たちの良心は痛まないのか？」

「さて、知りマセんねえ。異教徒は生まれながらに罪つみ人びとである、というのが、我々の神の教えデシてねえ。良心？　これは良心ゆえの行動デスよ。ワタシはアナタがたに慈悲を与えているのデスよ？」

　拷問を始めた途端、ベルトランは急に饒じよう舌ぜつになった。

「さあ、早く言うのデス。でないと次はこの子の爪を一枚ずつ剝はがしマスよおおお」

　恍こう惚こつの表情を浮かべてベルトランは高らかに哄こう笑しようし、楽しげに鞭を振るった。

　イグレシアスは嫌悪感を覚えた。別に異教徒に同情したわけではない。クーファ人どもが何人死のうが、彼の知ったことではない。弱い奴やつが、自分よりもっと弱い奴をいたぶって楽しんでいるのが不快なのだ。この陰気な顔の男が、拷問となると急に生き生きとし出したのも、何とも気味が悪い。

　イグレシアスは、顔を背けた。街の奥に視線を向けると、何やら仄ほのかな違和感を覚えた。道の向こうに見えるはずの都市庁舎が、わずかに揺らいで見える。砂煙が上がっているのだ。

「あれは……何だ？」

　それが彼らクルセイド軍に死を告げる異教の悪魔シヤイターンであることを、イグレシアスはまだ知らずにいた。




　　　　＊＊＊




　ヒラルダは正面には頑丈な城壁と深い堀を張り巡らせ、万全の構えを見せている。だが、後方の守りには致命的な欠陥があった。

　城壁で囲まれた街の背後には急きゆう峻しゆんなウゾーナ山が高くそびえ、断崖絶壁で敵部隊の侵入を拒んでいる。

　──ということになっているが、実は五年ほど前の地震で崖が崩れ、大量の土砂が流れ出して崖と城壁の間を埋め尽くしてしまっていたのだ。急勾配の崖を一気に駆け下りれば、そのまま城壁の上に出ることが可能である。明らかな弱点なのだが、解消するには大規模な土木工事が必要なこともあり、まさかそのようなところから攻めてくる敵もおるまいと放置されてきたのである。

　これを見逃すラシードではない。わずか三騎で、ラシードたちはウゾーナ山からヒラルダの城壁へと駆け下り、そのまま街中を駆け抜けている。

「パルミラ。俺とお前はこのまままっすぐ広場まで駆け抜けて、集まっている敵部隊に斬り込みを仕掛ける」

「分かったわ」

「クライシュは、その隙に城門へ向かえ。門を開き、跳ね橋を下ろせ！」

「了解っス！」

　クライシュは、クルセイド騎士の甲冑をつけている。門兵は、まさか敵が城内にすでに侵入しているなどとは夢にも思わない。しかも彼らは、ジュリアスとイグレシアスに従ってやってきたクルセイド騎士たちの顔を、まだ覚えていない。

「城外にいる部隊は、クーファ人だが我々の味方だ。その証拠に、ギフレ将軍が率いている。早く門を開いて、味方を城内に引き入れろ。これはジュリアス閣下のご命令だ」

　偉そうな顔でふんぞり返ってそう言えば、門兵は騙だまされるだろう。ギフレからクルセイド語を習っていたクライシュにはうってつけの役目だ。

　青灰色の髪の騎士見習いと別れて、ラシードはパルミラとともに疾駆する。

　中央広場には、敵が大部隊を集めている。数は、千五百ほどだろう。他に、城壁や尖せん塔とう、都市庁舎の中などに千人近い兵士がいる。たった二人で戦う相手としては、桁が三つほど多すぎる。

　だが、ラシードには秘策があった。

　ラシードたちがやってくるのを、広場に集結していたクルセイド兵たちは、いったい何事かといった表情で、ぼんやりと眺めていた。城内に敵が侵入しているはずがない、という思い込みが、彼らを油断させたのだ。二人はそのまま、民間人に拷問をしている都市代官コレヒドールベルトランに迫った。

「……まずい！　その者たちを、止めなさい！」

　聖十字教の聖職者の衣をまとった男が、慌ててクルセイド兵たちに命令を下す。ジュリアスだ。この『歴史』ではラシードと直接対面するのは初めてだが、ラシードは今と異なる『歴史』において、彼とは幾度も顔を合わせている。

　ジュリアスの命を受けて、クルセイド騎士たちがベルトランの下に駆けつける。臨戦態勢ではなかったので、騎乗はしていない。また兜かぶとも付けていなかった。

　ラシードの剣が、烈火のごとく唸うなりを上げた。

　わずか一瞬で、三人のクルセイド騎士が崩れ落ちた。一人目は、ラシードの剣に頰ほおを斬り裂かれて。二人目は、片目を斬りつけられて。三人目は、首を刎はねられて。

　クルセイド人たちは、息を吞のんだ。ラシードの気迫に圧倒され、たじろいだ。

　すかさず、パルミラがベルトランに接近して、彼の襟首をつかみ上げた。その首筋に、短剣を突きつける。

「ひ、ひいい。な、なんデスか、アナタたちは!?」

　慄然として、ヒラルダの都市代官コレヒドールは甲高い悲鳴を上げた。

「なっ、貴様ら、大胆な！」

　人質を取られて、クルセイド人たちは驚きよう愕がくした。怒ど濤とうのような声を発したのは、イグレシアスである。ラシードは冷たく言い放った。

「どけ、雑魚に用はない！」

　雑魚と呼ばれて、イグレシアスは激高した。迷わず大剣を引き抜いて、ラシードの前に立ちはだかった。

　一方、ラシードは不敵な笑みを浮かべ、剣を鞘さやへと戻した。

「なぜ剣を納める!?」

「お前など、これで十分だ」

　ラシードは腰の革袋から丸い玉を取り出して、イグレシアスに向けて放った。反射的に、イグレシアスは剣で薙なぐ。研ぎ澄まされた大剣の一撃で玉は破裂し、中のどす黒い液体が飛び散ってイグレシアスの顔面に降りかかった。

　途端に、イグレシアスは剣を投げ捨て、顔を両手で覆って悲鳴を上げた。

「目が！　目があああ！」

「エナレス山地に生息する大蛇の毒を濃縮して中に詰めておいた。切り裂くと破裂して、目や鼻に刺激を与える。失明するほどではないが、当分はろくに目が見えなくなるはずだ」

　ラシードが蛇から毒を採取し、この秘密兵器を作製したのは、ルカイヤ軍を一時的に離れていたときのことだった。イグレシアスを相手にするためには、どうしても必要だったのだ。

　クルセイド人たちがたじろいだとき、一斉に、素早く動いた者たちがいた。ベルトランによって集められていた、クーファ人の指導者や知識人たちだ。自分たちに剣を突きつけ、拘束していたクルセイド人たちを突き飛ばし、ラシードとパルミラの下に集まった。二人をかばうように、人間の盾をつくる。ヒラルダの住民の希望をつなぐこの二人を、自分たちの生命を犠牲にしてでも守ろうと、クーファ人の誇りと気概を見せたのだ。

　クルセイドの弓兵たちが、彼らに向けて弓を構えた。

「彼らの一人でも傷つけたら、この男の爪を剝ぐわよ」

　パルミラが牽けん制せいした。彼女の言葉はクーファ語だったのだが、ベルトランには十分に通じたようだ。

「ひいい、冗談ではありマセん！　そんな、そんな残酷なことを口にしてあなたは良心が痛まないのデスか、この外道！」

　ベルトランが罵倒した。異教徒がどれだけ苦しもうが何の良心の呵か責しやくも覚えないこの男も、自分が苦しむのは嫌であるらしい。

「構うことはありません。弓兵、あの二人を射殺しなさい。もし都市代官コレヒドールがあの女騎士に殺されることになっても、やむを得ません。異教徒との戦いで死ねば、聖なる戦士として神が祝福してくださいます」

　ためらいも見せず、ジュリアスが命令した。血相を変え、ベルトランがそれに抗議する。

「な、なにを言うのデスかあああ！　いけマセん！　そんなのは、駄目デス！　弓兵、弓を下ろしなサイ！　早く、早くするのデええええス！」

　二人の上官から互いに異なる命令を受けて、兵士たちは混乱した。フェルディナント総帥の代理であるジュリアスは、ベルトランの上位にある。だが本当にベルトランを死なせてしまったら、誰が責任を取るのか。責めを負わされるのは、いつも末端の人間だ。

　情勢が膠こう着ちやくしたとき、一人のクルセイド騎士がジュリアスの下に駆け寄って、そっと耳打ちをした。

「なるほど」

　若き司教は破顔して、ラシードとパルミラを眺め回した。

「君たちがあの、かつて我が軍の中をわずか二騎で駆け抜けた男女の騎士ですか。『黒い雷電アル・フルマード』の名は、僕も聞いています」

「それは恐縮だな」

「さては、何か僕と交渉がしたいのですね。いいでしょう、吠ほえてごらんなさい、異教徒」

　ジュリアスは、なおも余裕である。いざとなれば、弓兵に命じてベルトランごとラシードたちを殺せばいい。ためらう弓兵たちに言うことを聞かせる手段なら、いくらでもある。そのような算段があるので、彼は涼しい顔をしていられるのだ。

　だが、ジュリアスがその余裕を保っていられたのも、わずかな間だった。

　にわかに、城門の辺りが騒がしくなった。剣けん戟げきの音が、聞こえてくる。悲鳴や、馬ば蹄ていの響きも。

　それに気付いて、ジュリアスが蒼あおくなった。

「な、何です!?　何が起きているのです!?」

「何を驚いているんだ？　お前たち聖十字教徒の信じる神は、全知にして全能なのだろう？　何もかもお見通しのはずではなかったのか？」

　ラシードがクルセイド語で発した皮肉に、ジュリアスは歯ぎしりした。

　何事が生じたのか、もちろんラシードは知っている。クライシュが上手うまくやってくれたのだ。門兵を騙して、正門を開かせることに成功したのである。







　開かれた門から、ギフレ率いるルカイヤ軍が城内へ雪崩なだれ込んだ。門兵たちは、何が起こったのか分からないまま、味方と信じて引き入れたルカイヤ軍の兵士たちに斬りつけられ、なすすべもなく壊滅した。ギフレによる鮮やかな手並みであった。

「よう、クライシュ。うまくやったな」

「けっこうチョロいっスねえ、あいつら。ギフレ将軍の名前を出したら、すぐ信じてくれましたよ」

「敬けい虔けんな聖十字教徒なものでな。他人を疑わない正直者が多いのだ」

「せっかくラシード先輩がニセの命令書まで準備してくれたのに、必要なかったっス」

　クライシュは、作戦が上手くいって上機嫌だった。ラシードの指示でジュリアスの命令書を偽造したのは、書記官カーテイブとして得難い才能を持つイトバーンであった。

「ヒラルダの皆さん！　クーファ人の皆さん！」

　ルカイヤの声が、凛りん然ぜんと街中に響き渡った。

「私はクーファ王女ルカイヤです。私はこのヒラルダの街を、クルセイド人の圧政から解放するためにやってきました。でも、それには皆さんの力が必要です。どうか、私に力を貸してください！」

　ヒラルダの住民は、大半がクーファ人である。十五年前にクルセイドに街を占領されて以来、激しい弾圧を受けながら生き続けてきた。そのほとんどが、肉親や恋人、友人を殺された経験を持つ。とりわけベルトランが都市代官コレヒドールとなってからは、租税の取り立ても厳しくなり、不満は募る一方だった。クルセイド人に強い憎しみを抱きながら、いつか報われる時が来ると信じて耐え忍んできたのだ。

「今日という日を、俺はずっと待ち続けてきた！　お前たち、行くぞ！　クルセイド人どもを街から追い出すんだ！」

「ああ、夢みたい！　凄すごいわ、こんな日が来るなんて！」

「俺は妻をクルセイド人に奪われたんだ。あいつら、一人も生きて返さねえ！」

「王女殿下の、何と凛り々りしく麗しいお姿よ。俺は殿下のために生命を捧ささげるぞ！」

　城壁の外にクーファ人の部隊がいるという情報は、すでに彼らも把握していた。支配者であるクルセイド人たちが何やら緊迫した面持ちで兵士たちを集め、ついには民間人への拷問を始めたことも。ただならぬことが起きていると悟り、何が起こってもいいようにひそかに準備を進めていたのだ。

　そんなときに、いきなり城門が開き、ルカイヤ軍が入ってきた。ヒラルダの住民たちは歓喜し、一斉に蜂起したのだ。

　外のクーファ人部隊と呼応して、ヒラルダの中から内通者が反乱を起こすはず、というジュリアスの見立ては、まったく正しかった。若き司教の並々ならぬ洞察力を示すものだが、彼らの決起を止める何の役にも立たなかったのだ。

　住民たちは、組織化された軍事集団ではない。正面から戦えば、クルセイド軍にはとうてい太刀打ちはできない。だが、メディナとイトバーンが協力して彼らの間を回り、何をなすべきかを伝えた。数は力である。烏う合ごうの衆でも、的確な指示を与えれば油断できない戦力になる。

　武装した市民たちは、驚くべき速さで中央広場の南、東、そして北の出入り口を封鎖し、クルセイド軍を追い詰めたのだ。





６　同日　午後






「静まりなさい。異教徒であるお前たちの諸権利を認めているのは、いとやんごとなき覇皇帝グイスカルド陛下の特別な恩情によるものです。我らクルセイドの寛容に、お前たちは感謝すべきなのですよ。それを、それを……」

　ジュリアスが必死に市民たちに語りかけるのを、ラシードは冷笑とともに見つめていた。若きクルセイド司教の弁舌に、説得力はなかった。民間人を拷問している最中だったのは、いかにも間が悪かった。

「やむを得ません。せめて、あの二人だけは、殺してしまいなさい！　もう都市代官コレヒドールがどうなろうが構いません！　責任は、僕が取ります！」

　ジュリアスが決断した。ラシードたちに向けて、弓兵が一斉に弓を構える。だが、それよりも早くラシードの馬が跳躍した。弓兵たちの真っただ中に躍り出ると、轟ごう雷らいの響きとともに剣が乱舞した。一いつ閃せんごとに一人のクルセイド人の首が胴体と別れを告げた。

　ラシードの凄すさまじい剛勇を見せつけられて、クルセイド兵たちは動揺した。

「たった、たった二騎ではないですか！　早く始末なさい！　女の方を狙うのです！」

　ジュリアスに言われるまでもない。クルセイド兵たちは、パルミラの方にも迫っていた。

　都市代官コレヒドールの身柄をクーファ人指導者の一人に預け、パルミラはすでに馬上で剣を握っていた。

　パルミラは、決して実戦経験は多くない。だが、サルファ河の戦いでは、初陣だからと気け圧おされることなく、堂々たる戦いぶりを見せていた。ズライハ城の戦いでも、冷静に二本の矢を放ち、敵軍を大混乱に陥れた。

　ほとんどの新米の騎士や兵士にとって、実戦とは訓練で身につけた技術がまるで通用しない場である。だが、パルミラは実戦でも訓練と同様、あるいはそれ以上の力を出すことができるという、稀け有うな才能を持っていた。

　右から、次いで左から放たれたクルセイド兵たちの斬撃を、パルミラは剣で跳ね返し、盾で受け止めた。一対多の戦いでも、臆することなく剣を振るっている。女だからと侮った敵の一人に、逆に狙いすました一撃を叩たたき込む。

　首すじを斬り裂かれた敵兵が、血ち飛沫しぶきを上げて倒れ込んだ。







　広場の南出口付近では、ルカイヤ軍とクルセイド軍が対たい峙じしていた。

　クルセイド軍は槍やりを一斉に構え、敵を迎え撃とうとしていた。数では勝っているはずだが、出入り口を封鎖される形になってしまい、彼らも必死である。するとルカイヤ軍の中から一人の騎士が現れ、クルセイド兵たちに声を掛けた。

「待て！　お前たち、私の顔に見覚えはないか」

「あなたは、ギフレ将軍!?　なぜクーファ人どもと一緒なのです!?」

　ルカイヤ軍と南出口で対峙していたのは、かつてギフレの下で戦った者たちの部隊であった。皇子フェルディナントに従って西方のカルダス公国を征服したとき、ギフレの指揮下で戦ったのだ。

「いろいろあってな。それよりお前たち、無む辜この民に拷問を加えるような連中に協力して、彼らを虐殺するつもりか？」

「そ、それは……」

　すべてのクルセイド人が、クーファ人に対して非道の限りを尽くしていたわけではない。この部隊は、クーファ人たちと比較的仲良くやっていたのである。中には、クーファ人女性と結婚した者もいる。彼らは、同僚たちがクーファ人を虐待するのを快く思っていなかった。

　カルダス公国征服の際、総帥であった皇子フェルディナントは、一万人にものぼる住民を虐殺した。カルダス人は同じ聖十字教を信仰する同胞だったはずだが、フェルディナントに言わせれば「信仰を歪ゆがめ、間違った教えを広めた異端者ども」ということになる。その説明に納得しない者もいた。ギフレは皇子の残虐な振る舞いに強く反発し、高級士官たちが居並ぶ場で、堂々と彼を批判した。

　フェルディナントが考えを改めることはなかった。だが、平民出身の下級指揮官でありながら怯ひるむことなく皇子に直言するギフレのことが気に入り、また彼の才知をいち早く見抜いて、皇子は彼を将軍に抜ばつ擢てきしたのである。

　そのとき、ギフレは配下の兵たちにこう訓戒した。

「いいか、身分だの、信仰だので人間を判断するのは馬鹿らしいことだ。お前たちはそんな男にはなるなよ」

　有能で機知に富み、面倒見のいいギフレを、兵士たちは慕っていた。彼の指揮下を離れた後も、ずっとその教えを守ってきたのである。

「私は訳あって、このクーファ人たちと行動をともにしている。よかったら、お前たちも一緒に来ないか？　ルカイヤ姫は、お前たちのことを厚く遇してくれるだろう」

　思わぬ選択肢を突きつけられ、だがクルセイド兵たちは迷わなかった。

「俺たちは、フェルディナント皇子や、都市代官コレヒドールベルトランのような輩やからの下で働くのは、もうたくさんです。かなうなら、またあなたとともに行動したい」

「よし、では道を開けろ。まずはこの街の鼠ねずみどもを追い払ってくれよう」

　毅き然ぜんとした振る舞いで、ギフレはルカイヤ軍の兵士たちとともに、前へと歩み出た。

「ギフレ！　やはりクーファ人どもに寝返っていたのか！」

　耳をつんざくような雷かみなり声ごえでギフレの前に立ちはだかったのは、クルセイド人の勇者だった。

「イグレシアスか」

　クルセイド軍と敵対する者にとって、その名は「災厄」の同義語である。だが、今日のイグレシアスは、なぜか左手で目を押さえている。どうやら、ほとんど目が見えていない様子である。ラシードが何かやってくれたか、とギフレは推察した。

「ギフレ、よくもおめおめと俺の前に出てくることができたな、この裏切り者め。お前が結婚話を断ったばっかりに、俺のかわいい妹は婚期を逃したのだぞ」

「か、かわいい……？」

　ギフレが目を丸くすると、イグレシアスは鼻息を荒くしてわめいた。

「超絶かわいい俺の妹だ。誰よりも幸せな結婚をするはずだった、俺の大事な大事な妹だ。お前のせいで、あいつの人生はめちゃくちゃだ。お前の首は、俺が取る！」

　ギフレとしては、理不尽な話である。確かに彼はイグレシアスの妹との結婚を断った。だが、彼女がギフレを含む婿候補たちから次々と逃げられてしまったのは、他の誰でもない、彼女自身の振る舞いに責任がある。

「お前の妹は、まず兄離れをする必要があるな。来い、イグレシアス。私がお前の妹に、永遠に兄離れをさせてやる」







　北と東から、ヒラルダ市民軍が広場に殺到した。混戦となった。

　市民軍の主力兵器は「投石」であった。粗末な武器だが、クルセイド軍は広場の中央に密集している。四方八方からひたすら投げ込まれると、避けようがなかった。なすすべもなく、兵士たちは次々と斃たおれていった。

　すでにジュリアスは、ラシードの目の届かないところに引き下がっている。『黒い雷電アル・フルマード』に単身で斬り込みを掛けられることを心配したのだろう。これは正しい判断で、もしジュリアスが隙を見せれば、ラシードはすかさず躍りかかって彼の首を取るつもりでいた。

　戦況は、クーファ軍優勢のうちに推移していた。

「どうやら、うまくいきそうだな」

　クルセイド騎士を次々と葬りながら、ラシードは安あん堵どしていた。

　メディナの行動をきっかけに、ラシードは昨夜、ルカイヤとパルミラに彼の真の目的を知られてしまった。さらに、パルミラが信じられない行動に出た。それ故、『歴史』の流れが大幅に変わってしまう恐れがあった。だが、今のところはいつもの『歴史』どおりだ。このままいけば、勝てるだろう。

　そのような慢心が、不注意を招いたのかもしれない。不意に、甲高い悲鳴が上がった。

「危ない！」

　ラシードめがけて、矢が飛んできたのだ。

「パルミラ!?」

　彼の視界を、銀糸の髪と瑠璃色の甲かつ冑ちゆうがさえぎった。パルミラが、自らの身体からだを盾にして矢からラシードを守ったのだ。

　パルミラの胸に矢が突き刺さっているように見えた。胸甲を貫いて、皮膚を裂き、心臓にまで達しているのか。パルミラは、立ち尽くしたまま微動だにしない。

　ラシードの頭の中は、真っ白になった。

　また、また死なせてしまったのか。

　また、守れなかったのか。

　かつてラシードが愛した女性は、またも彼の手から、離れてしまったのか。

　ラシードには、ある一つの疑惑があった。

　サルファ河での敗北やヘネラリーフェの陥落が避けられないのと同様、パルミラの死もまた、定められた運命カダルなのだとしたら……？

　考えたくもない、おぞましい可能性。だが、自信を持って否定することもできない。やはりパルミラの生命は、どうしても失われる定めなのかもしれない……。

「大丈夫……よ」

　気丈な声でパルミラは言い、かすかに笑って振り向いた。胸甲には矢が突き刺さり、ひびが入っている。パルミラは静かに矢を抜き取った。血は、ついていない。

「これが守ってくれたみたい」

　胸元から、彼女は何かを取り出した。
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「パルミラ……？　何をする気だ……？」

　昨夜のことだった。

　テントの外でラシードとルカイヤの会話を聞き、真実を知ったパルミラは、ラシードの枕元にある竜閃剣ドラコニアを手に取り、こう呟つぶやいたのだ。

「この剣があるから……この剣のせいで、あなたはずっと苦しんできたのね」

　クーファが滅びるたびに、竜閃剣ドラコニアが光り輝き、ラシードは『歴史』を遡る。この剣の持つ不思議な魔力が、クーファが滅びることを拒否し、彼を永久に続く戦いへといざなっている。

　パルミラが何を言いたいのか、ラシードは理解した。

「竜閃剣ドラコニアを破壊すれば、俺がこの無限に繰り返される地獄ジヤハンナムから解放されるとでも？　無駄だ。このルスタムの宝剣は、何があっても絶対に壊れない」

「絶対に壊れない、ね。でも、同じように言われているものを、わたしも持っているのよ。知っているでしょう？」

「まさか……」

　それが、パルミラにとってどれだけ大切なものか、ラシードはよく知っている。サルファ河の戦いでは、パルミラの生命を何度も救ってくれた。四百年にもわたり、彼女と彼女の祖先たちが大事に守り抜いてきたものだ。

「ラシードの剣に英雄王やルスタムの霊魂ナフスが宿っているのなら、わたしの聖なる盾アイギトラにだって、サルムの霊魂ナフスが宿っているはずよ。激情に任せて突っ走るルスタムを止めるのは、いつもサルムの役割だったと聞いているわ」

「……」

「こうも聞いたわ。竜閃剣ドラコニアには英雄王の情念が宿っていて、聖なる盾アイギトラには英雄王の理性が宿っていると。彼の情念が国を守りたい一心で時間の遡りを引き起こしているのだとしても、彼の理性は、それがどれだけ愚かしいことか、理解しているはずだわ」

　パルミラは竜閃剣ドラコニアを鞘さやから引き抜くと──。




　地に置いた聖なる盾アイギトラへと、思い切りよく突き立てた。




「何ということを……」

　ルスタムとサルムの伝説を知るクーファ人たちが、必ず一度は耳にする冗談がある。あらゆる守りを打ち砕くルスタムの剣を、あらゆる攻撃を防ぐサルムの盾に叩たたきつけると、いったいどうなるか、というものだ。

　その答えがここにあった。

　ぽっきりと折れた剣と、粉々に砕け散った盾。

　ラシードは呆ぼう然ぜんと、それらを見つめていた。

　まさか、こんなに簡単に……。

「言ったでしょう？　もしいつか、あなたが自分ひとりで抱えきれないほどつらい目に遭って苦しむようなときが来たら、わたしがあなたを守る、って……」

　それは、幼い日にラシードがパルミラから聞かされた言葉だった。

「まさか、覚えて──？」

「もうこれで、時間が遡ることはないはずよ。多分、ね」

　ラシードにも、それを試そうという発想がなかったわけではない。いや、実は何度も試したことがある。だが、竜閃剣ドラコニアが折れることも、聖なる盾アイギトラが砕けることも、それまでは決してなかった。

　おそらく彼の中には、強いためらいの意識があったのだ。先祖たちの思いを、冒ぼう瀆とくすることにはならないか。パルミラと彼女の先祖が大事にしてきたものを、自分が壊してしまっていいものか。英雄王が自分に与えた、これは避けられない使命なのではないか。そんなためらいゆえに、きっとラシードは無意識のうちに力を加減してしまっていたのだ。

　だが、パルミラはその心理的障壁を易やす々やすと乗り越えてしまった。

　あるいは、サルムの血を引く彼女だからこそ、聖なる盾アイギトラに宿るサルムの力を引き出すことができたのかもしれない。

「わたしはクーファを守りたい。絶対に、滅んでほしくない。でもそのためにあなたが一人だけ苦しむのは、間違っているわ」

　迷いのない眼まな差ざしでパルミラが呟つぶやくと、ルカイヤも強く頷うなずいた。

「パルミラの言うとおりです。クーファが滅びるというのなら、それが神の与えた運命カダルなのでしょう。それに逆らってでも国が長く栄えてほしいという英雄王や、名将ルスタムの思いは分かります。でも、そんなものにあなたが振り回される必要など、どこにもないのです」

「俺は……」

　まるで実感が湧かなかった。

「俺は、本当にあの地獄ジヤハンナムから解放されたのか。もう、繰り返さなくていいのか」

「わたしが勝手なことをして、英雄王やルスタムはあの世で怒っているかもしれないわね。でも、きっとサルムが彼らを宥なだめてくれるわ」

　パルミラは微笑ほほえんだ。

「もうこれが最後の『歴史』よ。勝つにしろ負けるにしろ、あなたが苦しむことはもうないわ。だからわたしたちは、わたしたちにできることをやりましょう？」

「そう……だな」

　胸のつかえが、すっと引いていくのを感じた。もう、自分ひとりで悩むことはないのだ。

「せいぜい派手に暴れてやるか」
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「これが守ってくれたみたい」

　パルミラが胸元から取り出したのは、白く輝く首飾りだ。砕けてしまった聖なる盾アイギトラの破片を、パルミラはお守りにして身につけていたのだ。偶然なのか、それともサルムの力が働いたのか、矢は盾の破片に当たって弾はじかれたようだ。

「粉々になっても、さすがサルムの聖なる盾アイギトラね。わたしのことを守ってくれたわ」

「驚かすな」

　力のない声でラシードは笑った。そして自分の声が驚くほど弱々しいことに、彼は気付いた。戦いづめで、少し疲れたのかもしれない。それはパルミラも同様だろう。

　二人を守るように、市民軍が駆けつけて戦線を押し上げた。ベルトランに捕らわれていた指導者たちが、彼らを指揮する。戦局を市民軍に任せ、二人はその場に座り込んだ。

「ねえラシード」

　幸せそうな笑顔を浮かべて、パルミラは言った。

「わたし、あなたのことが好きよ」

　ラシードは愕がく然ぜんとした。

「お前……何を言って……」

　ラシードとパルミラは、決して結ばれてはならないのだ。それを彼女は承知しているはずだった。それなのに、なぜ。

「今朝は、そんなことは言わなかったじゃないか」

「だって、確信できたのはついさっきだもの」

　パルミラのすみれ色の瞳に、ためらいはなかった。

「今朝、あなたは言ったわよね。今まで色々と酷ひどいことを言って、すまなかったって。わたしの方こそ、ごめんなさい。つらかったでしょう？　わたしを守るために、心にもないことを言わなくちゃいけなくて……」

　銀の髪が、揺らめいた。生彩に満ちた大きな目が、仄ほのかに火照った頰ほおが、柔らかそうな甘い唇が、パルミラのすべてが、彼の手の届くところにあった。

　ラシードは、視線を逸そらした。

　そんな顔で見られたら……俺は……。

「ルカ様にも、言われたわ。『しれっと噓うその演技ができるパルミラなんて、私は見たくありません』って。好きになってしまったんだもの、仕方ないじゃない」

「言ったはずだ。お前は、俺をかばって死ぬことになるんだぞ？　それでもいいのか？」

「それは、わたしが自分の気持ちを言おうと言うまいと一緒でしょう？　自分の気持ちを押し殺して黙っていたら、わたしは死ななくて済むの？　そうじゃないでしょう？」

　血の匂いが、ラシードの鼻孔をくすぐった。戦いはまだ続いている。

「それにわたしの知っているラシードは、いつだって奇跡を起こしてくれる男だわ」

「……分かった。二人とも生き延びられる方法を考えよう」

　パルミラが言い出したら聞かないことは、ラシードにはよく分かっている。ここは、そう答えるしかなさそうだった。
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　ラシードがパルミラとともにその場へ駆けつけたとき、ギフレは、肩を負傷していた。イグレシアスの大剣に斬り裂かれてしまったようである。盲目になってもなお、クルセイドの猛将は常人離れした猛勇を誇っていたのだ。

「すまん、ラシード。この男は、人間ではないな」

　傷口を押さえながら、ギフレは言った。彼とて一級の戦士である。イグレシアス相手に勇戦したに違いない。だが、目をやられてもなお、イグレシアスの武勇は桁違いのものであったのだ。

「私はこの男と因縁がある。できれば自分でけりをつけたかったが、このざまだ」

「いや、よくやってくれた。後は俺が引き受ける」

　戦いの趨すう勢せいは、クルセイド軍の敗色で推移している。だが、イグレシアスは、ただ一人でその戦局をがらりと変えてしまう力を持っている。この男を倒さない限り、最後まで気を抜くことはできないのだ。

「誰でもよい、このイグレシアス様が相手をしてやる。どうせ全員、俺に殺される定めにあるのだ。順番が、多少前後するだけのことだ」

　目をつぶったままイグレシアスは哄こう笑しようし、大剣を構えた。次の瞬間には、獅し子しのような咆ほう哮こうとともに、横殴りの突風がラシードを襲った。危うく転倒しそうになる。ただ剣を振り回しただけで、この威力だ。まともに当たれば即死だろう。

　イグレシアスは第二撃を放った。ラシードが剣で受け止めた瞬間、彼の剣は真っ二つに切断された。続く三度目の斬撃は、彼の盾を正面から叩たたき割った。

　ラシードは肝を冷やした。竜閃剣ドラコニアであれば、イグレシアスの大剣を受け止めても決して折れることはなかった。ごく普通の剣では、この恐るべき難敵の攻撃を防ぐ役には立たない。つまり、これまでの戦い方は通用しなくなっている。

　かつて古代の人々が信じた戦いの神は、その一撃で山を砕き、海を裂き、天をひねり潰したという。蒙もう昧まいな古代人にありがちな神話的誇張と思っていたが、イグレシアスは、ほとんどその域にある。

「ラシード、この剣を！」

　パルミラが自らの剣を、鞘ごと投げた。素早く受け取って、ラシードはそれを抜き放つ。同時に、イグレシアスの第四の攻撃がラシードを襲う。避よけ切れない。ラシードの籠こ手てに亀裂が入る。

「女に助けられて、情けなくはないのか、小僧！」

「大の男が妹離れできないよりもましだな」

「なっ、貴様、俺の妹のことをどうして知っている!?」

　イグレシアスが初めて動揺した。彼は、ラシードと剣を交えるのは今日が初めてだと思っている。彼にとっては、そうだろう。

　だがラシードにとっては違う。ラシードにとっては、いま目の前にいる男は、繰り返されてきた無数の『歴史』の中で、何度も刃やいばを交え、殺し殺されてきた相手だった。

　最初は、ラシードが一方的に殺された。サルファ河で、ヘネラリーフェで、ズライハ城で、ヒラルダで、あるいはそれ以外の場所で、数えきれないほどラシードはイグレシアスに殺された。パルミラを殺された。ルカイヤを殺された。クライシュを、メディナを、ギフレを殺された。三百人のルカイヤ軍が、彼ひとりのために全滅したことすらある。

　数えきれないほどの経験を経て、ラシードは少しずつ、イグレシアスに勝てるようになっていった。

　それでも、必ず勝てる相手では決してない。負ければ、それですべては台無しになり、また葡萄の月イナブの朔日ついたち──クーファ軍が王都を出立する日──からやり直す羽目になる。

　だが、それも今回で最後だ。竜閃剣ドラコニアは、砕けてしまった。勝とうと負けようと、もう『歴史』の遡りが起きることはないはずだ。

「果たして本当に、そうなのか？」

　そんな疑問が、ふと頭をよぎった。こんなにもあっけなく、彼はあの無限の苦しみから解放されたのだろうか。葡萄の月イナブの朔日ついたちに戻されてしまうことは、もう決してないのだろうか。そのはずだ。あの現象を引き起こす宝剣は、もうないのだから。

　今は余計なことを考えている暇はない。ほんの少しの隙も、イグレシアスは見逃さないだろう。雑念を振り払い、ラシードは敵の動きを注視した。

「本当は、見えているんじゃないのか……？」

　そう思ってしまうほど、イグレシアスの動きには迷いがなく、気迫に溢あふれていた。目をつぶって勘を頼りに大剣を振り回すだけでも、無類の強さを発揮している。天性の戦士であった。

　五度目、六度目、七度目の攻撃を、ラシードはすべてかわした。確かに、イグレシアスの強さはとてつもない。だが、イグレシアスの達人の技を、必殺の奥義を、その癖を、その隙を、ラシードはすべて知っている。知り尽くしている。

　十七回に及ぶイグレシアスの攻撃をすべて防いでから、イグレシアスの一瞬の判断の誤りを突いて、ラシードは敵の後ろを取った。ためらいなく、剣を、イグレシアスの鎧よろいの隙間へと滑らせた。背中から胸へと、突き刺した。

　血がほとばしった。

　赤い血だった。

　怪物のように思えたイグレシアスにも、人間の血が流れていたのだ。

　苦痛の声を、イグレシアスは上げなかった。代わりに上げたのは、怨えん嗟さの叫びだった。

「目さえ無事であったなら、お前ごときにやられる俺ではないものを」

「そうだろうな」

　本来であれば、イグレシアスはラシードが到底かなうはずのない相手である。

　先月初陣を迎えたばかりの未熟な若造に後れをとるなどとは、イグレシアスは夢にも思っていなかったに違いない。

　だが、無数の『歴史』の繰り返しの中で、ラシードは格段に強くなった。イグレシアスとも何度も戦って、この恐るべき男のすべてを知っている。

「さらばだ、クルセイドの勇者よ」

　ラシードは宿敵に別れを告げて、剣を静かに引き抜いた。

　再び、血ち飛沫しぶきが舞った。ラシードの黒髪が、白い顔が、黒鉛色の鎧が、真っ赤に染まっていく。

　どのような猛者であれ、死は万人に等しくやってくる。心臓を貫かれて死なない者などいない。ラシードは、そのことを知っていた。

　イグレシアスの巨体が静かによろめき、ゆっくりと地に倒れていく。仰あお向むけに地に伏したイグレシアスの顔には、もはや生気は宿っていない。クルセイドきっての猛将の、それが最期だった。

　彼は、聖十字教の天国パライソに行くのだろうか。それとも、崇遷教の地獄ジヤハンナムに行くのだろうか。

　それだけは、ラシードにも分からない。




　覚醒暦七四九年羊の月ガナムの十五日、クルセイド軍が支配する城塞都市ヒラルダは、ルカイヤ軍の攻勢によって陥落した。






















　まさか、こんなことになるとは。

　ジュリアスは煤すすに塗まみれていた。ヒラルダ都市庁舎の、暖炉の中に隠れているのだ。

　イグレシアスは、どうやら殺されてしまったようだ。敵の捕虜になったはずの都市代官コレヒドールベルトランは、どうだろう。いや、奴やつのことよりも、今は自分の身を心配しなければ。

　こんな無様な醜態をさらす羽目になるとは、思いもしなかった。

　イグレシアスの死で、クルセイド軍は総崩れとなった。広場の南、東、北から押し寄せるクーファ軍に抗しきれず、唯一開かれた西の道路から敗走した。だが、ジュリアスはその敗残の列には加わらなかった。敵は、あえて西の道路を封鎖しなかったのだ。殺到する敗残兵たちを一網打尽にする罠わなが仕掛けられているに違いない。そう考えて、クルセイド兵たちと行動することを避けたのだ。

　敗北を悟り、とっさに僧服を脱ぎ捨てた。中に着ていたのは、クーファ人の平民の衣装だった。最悪の展開を想定して、あらかじめ仕込んでおいたのだ。クルセイドの騎士や貴族たちは、身分の低いクーファ人たちを徹底的に見下している。聖十字教の司教が、自分たちが見下している当の相手の衣装を着るなどとは、誰も思わない。フードを被かぶって顔を隠し、クルセイド人に囚とらわれていた無む辜このクーファ人になりすまして、彼はまんまとヒラルダの市民兵たちの中に紛れ込むことに成功した。

　勝かち鬨どきを上げる市民兵たちに従って、都市庁舎までやってきた。だが、あのラシードと呼ばれていた男の姿を見つけて、彼は慌てて人気のない都市代官コレヒドールの執務室に逃げ、暖炉の中に隠れた。あの男は、危険だ。顔を隠そうが必ずジュリアスの正体に気付くに違いない。

　それにしても、『黒い雷電アル・フルマード』──ラシードなる男は、いったい何者なのだろう。

　武勇も尋常ではないが、それよりもあの知略だ。

　ヒラルダ攻略の作戦を立てたのは、どうやらあの男のようだった。たった三百人で、十倍の兵がこもる堅城を攻めとるという、常識外の計略だ。屈辱的なことに、ジュリアスの策もすべて裏目に出てしまい、まんまとしてやられてしまった。ズライハ城でイグレシアスたちが敗れたのも、すべてこの男の知略によるものに違いない。

　いや、もはや彼の作戦は、知略とか智ち謀ぼうという段階を遥はるかに超越している。

　もし門兵が門を開けなかったら。ベルトランを人質にとられたとき、ジュリアスがラシードの抹殺を最優先にしていたら。ヒラルダの住人が、決起しなかったら。

　何か一つでもラシードの計画が狂っていたら、これほど上手うまくことが運ぶことはなかっただろう。普通は、何事も予定通りにいかないことを前提に、最悪の事態を予測して策を立てるものである。

　ところが今のところ、すべての情勢が、ことごとく、あのラシードの思い通りに展開しているようにジュリアスには思われた。そんな都合のいいことがありえるだろうか。

　そのような存在を、何と呼ぶか。

　それはもはや──『神』ではないのか。

「ラシード。本当に何もかもあなたのおかげよ」

　女の声が聞こえてきて、ジュリアスは身を固くした。

　二つの人影が、部屋の中に入ってきた。

　ラシードと、それに彼と行動を共にしている女騎士だ。

　黒髪のクーファ騎士の姿を見ただけでジュリアスはすくみ上がったが、どうやらここに彼がいることには気付いていないようだ。安あん堵どして、ジュリアスは聞き耳を立てた。

「正直、あなたのことを疑ったこともあったわ。ルカ様の仰おつしやる通り、あなたは場合によっては、わたしたちを見捨てるんじゃないかと……」

「いや、ルカイヤ様の疑念は正しい。俺は、何度もルカイヤ様やお前を見捨てた。もっと酷ひどいことをしたこともある。それは事実だ。お前たちに軽蔑されても仕方がない」

「でもそれは、今とは違う『歴史』の話でしょう？　何百回、何千回も『歴史』を繰り返した中で、そんなこともあった、ということでしょう？」

　ジュリアスは眉をひそめた。

　女が何を言っているのか、彼には分からなかった。

　今とは違う『歴史』？　『歴史』を繰り返す？

　いったい、何の話をしているのだろう。

「何度も『歴史』をやり直したおかげで、今のあなたがあるのよ。きっと、必要なことだったのだと思うわ。今回のヒラルダ攻略戦も、相当、やり直したのでしょうね」

「二回に一回は、あのイグレシアスに殺された。正真正銘の化け物だよ、あいつは」

　静かにラシードは笑い、執務机の引き出しに手を伸ばした。

「あった。都市代官コレヒドールベルトランが受け取った書簡だ」

「これがあれば、お隣の都市も無血開城できるのね？」

「ああ。俺が繰り返してきた『歴史』と、今回も同じ道を辿たどるなら」

　ジュリアスには、彼らが何を言っているのか、次第に分かるようになってきた。

　どうやらこの男は、記憶を保持したまま時間を遡って、『歴史』を何度もやり直しているらしい。

　驚くべき話だ。

　にわかには信じがたい。聖十字教の教えの中にも、そのような異能を持った悪魔の存在は、知られていない。異教の神の力だろうか。まさか。正しい信仰は、唯一、聖十字教のみだ。まやかしの異教の神に、そのような力などありはしない。

　だが、それが事実だとすれば辻つじ褄つまが合う。『歴史』を何度もやり直すことで、彼は本来なら知り得ないことを知り、一生かかっても積めないような経験を積んで強くなったのだ。

「あなたは、本当につらい思いをしてきたわ。でも、もう『歴史』の遡りは起きないわ。だから、これ以上苦しまなくてもいいのよ」

　ジュリアスは、ぴくりと眉を動かした。

「ああ、これが最後だ。もう、やり直しはきかない。だからこそ、俺はクーファを救う手立てを、全力で講じたいと思う」

「それと……さっき、戦場でわたしが言ったことだけど……」

「ああ……」

「今すぐでなくてもいいわ。返事を、聞かせて」

「分かった。少しだけ、心の整理をさせてくれ」

　二人は部屋の外へと出て行った。大広間の方から、凄すさまじい熱量の歓声が上がった。

　俺たちの英雄のお出ましだ、勝利の守護聖女も一緒だぞ──ヒラルダの『解放』に市民たちの喜びが爆発している。これから、勝利を祝って盛り上がるのだろう。

　ジュリアスは暖炉から這はい出した。煤に汚れた顔を、服の裾で払った。

「……もう、『歴史』の遡りは起きない……それは、つまり……」

　ジュリアスたちにも、希望があるということだ。

　時間を無限に遡ることができるのであれば、ジュリアスたちクルセイド軍が何度勝利を重ねたところで、最後にはラシードに敗れてしまうのではないか。

　そう懸念していたが、どうやらそうではないらしい。

　ラシードは、かつては時間を遡り、『歴史』を何度でもやり直す能力を持っていた。だが、今はもう失われた時間を戻すことができないらしい。これは重要な証言だった。

　そうであれば、今さえ乗り切れば、クルセイド軍の勝ちということだ。

　ラシードは油断のならない男だ。おそらく奴は、クルセイド軍の何から何までも知り尽くしているに違いない。イグレシアスすら打ち破ったのだ。一筋縄ではいかないだろう。

「ですが、仕掛けが分かったからには、こちらにも対策がありますよ」

　ジュリアスはほくそ笑んだ。彼の脳裏では、急速に一つの策略が、形をなしつつあった。

「ラシード。お前の企ては、必ず僕が打ち砕きます」

　もはや、ラシードへの畏怖はなかった。彼はクーファ人たちの群れの中を悠々と通り過ぎて、庁舎の外へと消えていった。








あとがき









　国が滅ぶところが好きです！




「リーダーがとにかく無能だった」「単純に敵国が強すぎた」「国の体制や社会の構造が時代に合わなくなった」など、滅ぶ理由はさまざまですが、国家の滅亡に関わる人間模様が、とにかく面白くて大好きです。

　無名の人が突然、国や民を守るべく立ち上がり、歴史に名を残したり。

　有能と思われていた人が、意外なところでダメっぷりを発揮したり。

　絶体絶命の状況に置かれた人が、恐ろしく巧妙な綱渡りで乱世を見事に生き抜いたり。

　混こん沌とんの中から、新時代の秩序を築く次代の英雄が現れたり。

『三国志』でお馴な染じみの後漢王朝末期などもそうですが、どの国でも滅亡が近くなると、必ずといっていいほど魅力的な人物が次々と現れ、大小さまざまなドラマが生まれます。歴史の醍だい醐ご味みが凝縮されている時代といっていいでしょう。いいぞ、もっと滅べ！




　そんなわけで、「次の作品はファンタジー戦記ものに」というお話になったとき、まず真っ先に考えたのは、「よし、国が滅びるところを描こう！」でした。

　主人公たちの国が、圧倒的に強い敵になすすべもなく蹂じゆう躙りんされるところを描きたい。そんなコンセプトから出発したのが、この本です。ネタバレは避けますが、作中のクーファ王国は、それはもうオーバーキルにもほどがあるというくらい、ボッコボコにやられています。何しろタイトルからして『千せん億おく亡ぼう国こく』ですから。どんだけ滅亡するのか。

　もちろん、国が滅亡してそれで終わり、という話ではありません。千億の亡国の果てに黒騎士ラシードが見み出いだした、ただ一つの希望とは？　絶望的な戦力差を覆して無双するラシードの活躍を、ぜひお楽しみ下さい。

　最後に、素敵なイラストで物語に華を添えていただいたエナミカツミさん、適切な助言をいただいた担当編集のＳさん、この本の出版に関わって下さったすべての方々、このささやかな架空世界の歴史に興味を持って下さった読者の皆様に、最大限の感謝を捧ささげます。
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